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　日差しが日に日に強さを増し、厚手の制服がそろそろうっとうしくなる季節。

　グラノール王国国軍の紺こん色いろの隊たい服ふくを着た小こ柄がらな女性と、長身の男性が連れだって石いし畳だたみの大通りを歩いていく。二人の胸には、揃そろいのガーネットの徽き章しようがきらめいていた。

　女性、ルーティア・オルドバーンは、十八歳と年若いながらも、ウィリアム・ガルスール国軍大たい将しよう直ちよく属ぞくの遊ゆう撃げき隊たい隊長として、その任に当たっている。

　彼女は臙えん脂じ色いろの瞳ひとみをまっすぐ前に向け、ポニーテールにした長い金の髪をなびかせながら、規則正しい靴くつ音おとを響ひびかせていた。

　そのわずかに後ろ、華きや奢しやな背中を守るように一定の距離を保たもちながら歩くのは、遊撃隊副隊長のアスカ・フラメル。隊服と同じ、濃こい紺色の瞳に、暗あん灰かい色しよくの髪をした彼は、細身の長身に整った顔をしている、ルーティアの優ゆう秀しゆうな副官だ。

　常にルーティアのそばにあり、まだ実じつ務む経験の浅い彼女に助言を与えたり、時には体を張って彼女を守る。食えない性格でルーティアを振り回し、言い寄るそぶりを見せたりと困ったところもあるが、ルーティアが深い信頼を置く部下の一人だ。

　二人は、ここ王都にある豊ほう穣じようの女神イリヤの神しん殿でんにいる聖女・マリアンナを訪ねるため、王宮から神殿に向かっていた。

　マリアンナは、神殿の当代の聖女。まだ十七歳と年若いながらも、その聖気は歴代の聖女の中でも一、二を争うほどだという。

　彼女の護ご衛えいとして、神殿の聖せい域いきを訪れたのは、まだほんの一ひと月つき前のことだった。

　聖域は、王都から馬車で半日ほどの場所にある森の中だ。神殿が管理していて、中心部に大きな泉がある。その泉のほとりに立つ菩ぼ提だい樹じゆの大木は樹じゆ齢れい数百年とも伝えられており、ご神しん木ぼくと呼ばれている。

　女神イリヤは、しもべとして狼おおかみを従したがえているとされ、聖域には、神しん獣じゆうと呼ばれる白い巨大な狼が住むという言い伝えがあった。

　そんな神話レベルの生き物と実際に聖域で遭そう遇ぐうしたりと、遊撃隊にとっては波は乱らん万ばん丈じようの二日間だった。

「あのミミズの化け物と交戦してからもう一カ月か。早いもんですね」

「そうだな。まったく、あれは今思い出しても胸むな糞くそ悪くなる事件だった」

　一歩後ろを歩くアスカの声にうなずきながら、ルーティアは近づいてくる荘そう厳ごんな神殿を見つめた。




　一カ月前、遊撃隊は神殿の依い頼らいで、聖域に向かうマリアンナの護衛として同行することになった。

　聖域周辺に巨大な熊くまが出しゆつ没ぼつし、僧そう兵へいだけでは危険だということで、国軍大将ウィリアムの命めいを受けての任にん務むだった。

　だが、問題の熊は既すでに何かに食い殺されており、近くの村に一晩滞たい在ざいするために訪れたところ、村の男が瘴しよう気きを持つ魔ま獣じゆうを飼っていたのだ。

　瘴気の知識のない遊撃隊は苦戦を強しいられ、かろうじて魔獣を退たい治じすることはできたものの、一歩間違えば怪け我が人にんだけでは済まなかったかもしれない。

　現に、飼い主の男は、逆に魔獣に食われ、瀕ひん死しの状態で神殿に担かつぎ込まれることになった。

　聖域の異常を目にしながら有ゆう効こうな対策を打たなかったこと、村についてから、ろくに隊員との意い思し疎そ通つうを図はからないまま捜そう索さくに出たこと、瘴気についての知識や戦い方を調べておかなかったこと。その結果として魔獣の飼い主が生死をさまよう事じ態たいになったことを、ルーティアはウィリアムに厳しく叱しつ責せきされたのだ。

　そのため、この一カ月、隊員たちは交代で神殿を訪れ、神官から魔獣や瘴気についての講こう義ぎを受けていた。

　この日は、ルーティアとアスカが神殿を訪れる番だった。

「そう言えば、あの男、意識を取り戻したそうですね」

「ああ、クリスから聞いた。一いち命めいを取とり留とめただけよかったな」

「まるでつきものが落ちたみたいに、一日中ボーッとしているそうですよ。でも、浄じよう化かの儀式は素直に受けているとか」

「瘴気が抜ければただの人だったのかもしれないな。つきものが落ちたっていうのも、案外言葉通りなのかも」

　ひとまず最悪の事態が回かい避ひできて、ルーティアはほっとしていた。




　……ふと、何かの気配がぴりっと肌を刺さした。

（……なんだ？）

　ほんの一瞬。けれど、ルーティアに警けい戒かい心しんを抱いだかせるには十分な。

（敵てき意い……害がい意い？）

　はっきりと判はん別べつできるほどではない。ルーティアは視線を巡めぐらせる。神殿に近いせいか、家族連れや老人ばかりで、特に怪あやしい気配はないけれど。

　なんの気なしに空を見上げて、ルーティアはまぶしさに目を細める。

（鳥……？　それにしては、挙きよ動どうがおかしい？）

　はるか上空だろう、形ははっきりわからない。けれど、一直線に空を横切る飛び方は、鳥のそれではないように見えて。

　その時、いきなりぐいっと腕を引かれた。

「な！」

　肩を抱き込まれ、硬かたいものにぶつかる。

「何を……っ」

　と抗こう議ぎしかけたすぐそばを、ガラガラと音を立てて荷車が通り過ぎていく。

　上げた視線は、にこりと笑うアスカに受け止められた。

「危ないですよ。ひかれたいんですか、あんた」

「そんなわけない！　離せ！」

　けれど、振りほどこうとしたルーティアを、わずかに凄すごみの増した笑みが縛しばる。

「上うわの空そらだったでしょ。珍しいですね、何かありましたか」

　思わずこぼした舌した打うちをきれいに無視したアスカの瞳は、ごまかしを許さない力でルーティアを射い抜ぬく。

「別に……鳥、みたいなのがいただけだ」

「鳥、ですか？」

　見上げるアスカは、しばらく目を凝こらした後、またルーティアを見下ろした。

「それらしいのは見えないですけど」

「もういない」

　そっけなく言い捨てたルーティアは離れようとするが、アスカはその手にぐっと力を込めて許さない。

「……みたいなの、ですか。鳥と言いきれない、何か別のものかもしれないってところですか」

「お前のそういう鋭するどいところはありがたいけど、時と場合を考えろ！」

「今がその時だと思いますけどね。前の時みたいな思いはしたくないんで、少しでも怪しい芽は摘つんでおきたいんですよ」

「だからってこんな格かつ好こうでなくてもいいだろう！　いい加か減げん離せ！」

　押しのけようとした瞬間、ぱっとアスカが手を離した。勢いきおいで思わずルーティアは二歩三歩とよろける。

　踏みとどまったルーティアに、アスカは食えない笑みを浮かべた。

「そうですね、女性に気安く触さわるなんて失礼なことでした。すみません」

「ちっともすまないと思ってないくせに！」

　嚙かみつくルーティアの瞳は、先ほどまでの臙脂色と違い、鮮あざやかな真しん紅くに染まっていた。それを見て、アスカは満足そうに笑う。

「目が赤い。緊きん張ちようした？　かわいいな」

　うれしそうに言うアスカを、ルーティアは殴なぐりたくなる。彼女の瞳は、感情が高ぶると真っ赤に変わる。

　ルーティアの動どう揺ようなんか丸わかりだ。自分の目なのに、ちっとも思い通りにならない。

「任務中だぞ、戯たわ言ごとはやめろ！」

「任務外ならいいんですか？」

「そんなこと一言も言ってない！　バカ！」

　ついにルーティアはアスカに背を向けて憤ふん然ぜんと歩き出した。

　ただ、悲しいかな長身のアスカとは足の長さが違う。あっさりと追いつかれて、またぴたりと一歩後ろにつかれ、ルーティアは悔くやしくてぎりぎりと奥歯を嚙んだ。

　からかわれたという悔しさだけじゃなくて。

　……どこかうれしいと、高まる気持ちを持て余すようになったのを自覚したからでもあった。

　アスカの態度は、多分今までと変わっていない。魔獣との戦いで、アスカは自分を囮おとりにしてルーティアにとどめの一いち撃げきを託たくした。

　その時に重じゆう傷しようを負おったアスカの姿を見てから、おそらくルーティアの彼を見る目が変わったのだと思う。

　それは、今まで目を逸そらしていた現実をルーティアに否いや応おうなく突き付けた。




　アスカが自分を追う視線を常に意識してしまう。

　物を受け渡す時に、時々意図的に触ふれようとしてくる指先に気付いてしまう。

　ほかの隊員や城の人たちと話す時より甘あまさを増す声に心臓が跳はねる。




　アスカは男で、一番近くにいて、もっとも信頼を寄せている相手で、そして。

　──ルーティアにとって、誰も代わりにならない存在だということに。

　以前から、アスカの自分への距離感は近いと思っていた。けれど、そのうえさらにアスカの言動一つ一つが、最大限ルーティアに向けられているのだ。

　……不ふ快かいではなく、むしろ恥ずかしくて、戸と惑まどって、胸が苦しくなって、心臓がきゅうっと鳴る。

　以前は、アスカのからかいもなんとかはねのけられていたと思う。

　だからこそ、困る。

　今はいい。任務中とはいえ、差し迫せまっている状況ではない。多少のからかいにどきどきしたり怒ったりしても、それほど影響はないはず。

　けれど、コントロールできない自分の感情に振り回されて、重要な任務中や危険が迫った時に、動揺したり頭に血が上のぼって判断が狂くるったりすることがあるかもしれない。そのせいで、結果的に取り返しのつかない事態を招くこともないとも限らない。

　……そういう状況になるかもしれない自覚がある。それが、一番厄やつ介かいだった。

　つまり、ルーティアはアスカとのこの関係を、心地ここちいいと感じている。もちろんアスカに言ったことはないけれど、多分ばれている。

　考え込んでいると、不意に手袋越しの指が首くび筋すじに触れた。驚いて反射的に振り返ると、アスカが淡あわい笑みを浮かべている。

「な、なんだ！」

「いえ、別に。つい触れたくなったので。すみません」

「びっくりするからやめろ！」

「嫌いや、じゃないんですね。よかった」

「そういう問題じゃない！」

　強く言って、ルーティアは視線を前に戻す。

　心臓が跳ねている。鎮しずまれ、と念じながら唇くちびるを嚙かんだ。

　不意を突いた接触が前より増えた、と思う。絶対に、ルーティアの気持ちはばれているに違いなかった。

　でも。

（私は、どうしたい？　アスカと、どうなりたいんだろう……）

　その具体的な答えが、自分の中にまだなかった。アスカの方も、だからといってそれ以上の行動に出るでもなく、はっきりした言葉にするわけでもない。

　自分もアスカも、中ちゆう途と半はん端ぱなまま、微び妙みような均きん衡こうを保っている。ルーティアは途と方ほうに暮れて、ため息をついた。







　神殿に入ると、何やら様子がおかしい。行きかう神官たちは、困こん惑わくや怯おびえの表情を浮かべ、ひそひそとささやき合っている姿が目立つ。

「何かいつもと違いますね。ざわついているというか、浮うき足あし立だっているというか……。いつも静かな場にそぐわないな」

「何かあったか。……それにしては、特に危険な様子もないようだが」

　考え込むアスカの言葉に、ルーティアも首をかしげながら周囲を見回した。

　その時、大だい理り石せきの床を速い足音が近づいてきた。

「オルドバーン隊長、フラメル副隊長！　今日はお二人が来られる日でしたか、ちょうどよかった」

　そう言ってやってきたのは、先の護衛団の責任者である、神殿の僧兵長だった。

　が、彼もまた、困こん惑わく気味の雰ふん囲い気きを隠せない。

「ご無ぶ沙さ汰たしている。どうかしましたか。何やら神殿が落ち着かない様子ですが……」

「ちょっと、こちらへ！」

　いつも冷静な印象の僧兵長の、常にない緊きん迫ぱくした表情に驚きながらも後をついていく。

　一般の人々が参さん拝ぱいできる大神殿の前を通り過ぎ、神殿の人間だけが入れる建物に通された。連れてこられたのは神殿の中庭。その光景に啞あ然ぜんとして、さすがのルーティアとアスカも足を止めた。

　そこにいるのは、つやつやとまぶしい真っ白な毛並みの、小山のように巨大な狼。

　だらりと寝そべる狼の鼻先を、ちょこんと座ったマリアンナが、小さな手で優しく撫なでているところだった。

「し、神獣……で、すよね？」

　聞かずとも、目の前の光景を見ればわかる。が、さすがに聞かずにはいられなかった。

　聖域を守しゆ護ごし、めったに姿を現さないはずの、神獣。女神イリヤのしもべとも言われる伝説の生き物が、こんなところでくつろぎながら少女に撫でられているなど、誰が想像できるだろう。

　ため息をつきながら、アスカが僧兵長に言う。

「まあ、こんな光景を見せられたら、そりゃあ神殿もざわつくってもんですね」

「ああ。昨日きのういきなりふらりと現れて、ここから一歩も動かない。神獣様の言葉がおわかりになるのはマリアンナ様だけだが、お勤つとめもあるしつきっきりというわけにもいかない。危険がないのはわかっているのだが、この大きさだし、神殿勤めの者たちも動揺していてな……」

「目的はなんです？」

「マリアンナ様から、『内ない緒しよ』と伺うかがっている」

「内緒って……」

　さすがに目の前の光景はにわかに信じがたいものの、荒あら事ごとに慣れているルーティアとアスカは立ち直りが早かった。

　うーん、と唸うなって頭をかいたアスカが、ルーティアを見る。

「じゃ、聞いてみましょうか」

「そうだな。僧兵長、お邪じや魔ましても構かまわないだろうか」

　アスカとルーティアの言葉に、ほっとしたように僧兵長がうなずいた。

「それはもちろん、構いません。ですが、今のところ神獣様はマリアンナ様以外の者を近づけようとなさらない。何か召めし上がるかと供そなえ物をお持ちしたが、興味がないようで一口も召し上がらなかった。水だけは口にしておられるのだが……何せ量が多くてな」

　見れば、まるで浴よく槽そうのような大きな甕かめが置いてある。確かに、あれに水を満たすのはかなりの重労働だろう。

「気をつけて。近づこうとした者は皆、神獣様の一ひと睨にらみで怯おびえて退たい散さんしています」

「その時は仕方がない。我々も退散するだけです」

　心配そうな僧兵長にそう言って、ルーティアは躊ちゆう躇ちよなく歩き出した。

「ま、大丈夫でしょ」

　続いてにこりと笑ってみせ、アスカも後に続く。

　二人に気付いたマリアンナが顔を向け、その美しい顔にふわりと笑みを浮かべた。
















「ルーティア！　副隊長さんも。お待ちしておりました」

「お久しぶりです、マリアンナ様。お元気そうで何よりです」

「ありがとうございます。お二人もご壮そう健けんそうでよかった」

　うれしそうに言ったマリアンナとは対たい照しよう的てきに、ピクリとも動かない神獣の前に、ルーティアとアスカは膝ひざをつく。

「おくつろぎのところ申し訳ありません。少しお邪魔させていただきます」

　ルーティアがそう言うと、神獣はゆっくりと目を開けて二人を一いち瞥べつしただけで、再びゆるゆると瞼まぶたを閉じる。

　マリアンナがそっとその鼻を撫でると、大きなしっぽがぱたりと振られ、ふわりと巻いた風がルーティアの髪を揺らした。

　中庭の入り口で驚いたようにその光景を見つめていた僧兵長に、ルーティアは振り返ってうなずいた。気を取り直し、心得たようにうなずき返した僧兵長は、踵きびすを返して歩き去っていく。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに聞きますが、なぜ神獣様がこんなところにいらっしゃるんです？」

　さっそくアスカが尋たずねると、また神獣のしっぽがぶわりと揺れた。それを見たマリアンナが、くすくすと笑う。

「僧兵長には、『内緒』とおっしゃったとか」

　ルーティアの言葉に、マリアンナは神獣に向かって、

「お話ししてもよろしいですか？」

　と尋ねた。すると、神獣は幾いく分ぶん不ふ本ほん意いそうにふんと鼻を鳴らした。

　くすくすと笑いながら、マリアンナが口を開く。

「聖域に現れた魔獣と戦った時に、少し傷を負われたそうです。思いのほか魔獣の瘴気が強かったようで、なかなか治らなかったので、こちらにいらしたそうですわ」

　その言葉に、ルーティアは首をかしげた。神獣ともなれば、とても強い力を持っているはず。瘴気の影響を受けるなど、考えられない。

「素人しろうと考えで申し訳ないのだが、神獣様は浄化の力を持っているのでは？　そうでなくても、泉の水で浄化できるのではないかと思うんだが」

　泉とは、聖域の中心部にある『聖せいなる泉』と呼ばれる泉のことだ。

　神殿での特別な祭さい祀しに使う聖水を作るために、直接聖女が汲くみ上げなければならないとされる、清きよらかな水がこんこんとわき出ている場所だった。

「穢けがれを直接触れさせると、泉に穢れが移ってしまいますので。もちろん、神獣様もとても強い浄化の力をお持ちですが、それでも長引くほどの傷だったようです」

　ルーティアはアスカと顔を見合わせた。泉で見た時も、今この目の前にいる姿を見ても、とても怪我を負っているようには見えない。

　アスカがそれをマリアンナに尋ねた。

「傷って、嚙まれたか何かしたんですか？」

「神獣様は、生き物でありながら神に近い存在ですから、私たちが怪我をするのとは少し違うようです。そのため、外見の傷は見当たらないのですが、瘴気の侵しん食しよくがあるのです」

「瘴気の侵食ですか。魔獣が出た時に聞いた、瘴気による影響は二つ。瘴気に『あてられる』、という状態と『染まる』という状態でした。そのどちらとも違うということでしょうか。もし人間が、その『侵食』という状態になった場合、どういう影響があるんでしょう？」

　初めて聞く言葉に、アスカが続けて突っ込んだ。

　急きゆう激げきに瘴気を浴あびた者は、正気を失うしなったり、暴あばれたりする。それを、『あてられた』状態と言い、その人が本来持っている負の感情が発ほつ作さ的てきに爆ばく発はつするような状態になるのだという。

　但ただし、それは一時的なもので、神官の祈いのりの力や聖水を摂せつ取しゆすることですぐに回復できるらしい。

　対して、長時間瘴気にさらされると、徐じよ々じよに人間そのものが瘴気を帯おびていく。それを『染まった』状態と言い、怒り、憎にくしみ、嫉しつ妬と、僻ひがみなど、負の感情が強く表れ、次第に周囲を恨うらんだり、暴ぼう力りよく的てきになったり、人を信用することができなくなったりする。

　染まった状態の人間には、応おう急きゆう処しよ置ち的な祈りや聖水では効こう果かが薄うすいため、浄化の儀式が必要になる。

　もしかして、『侵食』も人に影響を及ぼす可か能のう性せいがあるのなら、どういった症しよう状じようでどういう対処が必要かを確認しておかなければならない。

　マリアンナが穏おだやかにうなずいた。

「人で言えば、瘴気に染まった状態が一番近いと思います。短時間で濃い瘴気を至し近きん距きよ離りから大量に受けたことが原因です。ただ、神獣様の場合は、神獣様そのものが聖気の塊かたまりのようなものですから、瘴気に染まることはありえません。そのため私たちは『侵食』という言葉を使っているだけなのです。ですので、人に対しては『あてられた』『染まった』状態と理解していれば問題はありません」

　マリアンナの言葉に、二人はほっと胸をなでおろした。

「さすがに神獣様の場合はとても力の強い方ですから、体内で浄化が進んではいるようなのですが、私の癒いやしの力を使うと治ち癒ゆがより早くなるとおっしゃったので、お手伝いをしているところです」

「なるほど。……というか、神獣様が苦く戦せんするとは、思ったよりもやばいやつだったんじゃないのか？」

　うぞうぞとした巨大なミミズに覆おおわれた一つ目の化け物。神獣ですら、あの魔獣にダメージを食らっているのだ。こうしてみると、よく勝てたものだ。

　そう思うと、ルーティアは背筋が寒くなる気がする。

「でも、しばらく魔獣とは戦っていなかったそうですから。神殿が聖域の管理を始めてからはずっと平へい穏おんだったそうですし」

「要は、平和ボケで鈍なまってた、ってことか」

　ぼそりとルーティアがつぶやくと、ぱちりと開けた大きな金色の目にじろりと睨まれた。……図ず星ぼしか。

「無ぶ礼れいな、だそうですよ」

　くすくすと笑いながら、マリアンナが神獣の言葉を伝える。ルーティアは肩をすくめてマリアンナの前に腰を下ろした。

「アスカも座れ」

「はい」

　いつも通り後ろに立っているアスカに、ルーティアは促うながした。

　基本的にアスカは任務中、ルーティアの背中を守る位置に立ち続ける。こうしてルーティアが命じない限り、それを崩くずすことはない。

　だが、今は神殿の中だし、神獣もいる。危険はないし、そもそも何かあってもルーティア自身でなんとかできるので必要もないのだが、アスカは頑かたくなにそのスタイルを貫つらぬいている。

　本人が自みずからに課かしている義ぎ務むのようなものらしく、ルーティアも困ることがあるわけではないので好きにさせていた。

「基本的なことをお伺いしますが、瘴気を持つ魔獣に対たい抗こうする手しゆ段だんは、今までこちらに派は遣けんした隊員たちの話を総合すると三つ。聖水を使うこと、白銀の武器を使うこと、浄化の力を与えられた対魔獣用の武器を使うこと。もし手元にそれがなかった場合、何か打つ手はありますか」

「普通の武器でも通じないわけではありませんが、無む策さくの場合は逃げた方が無ぶ難なんです」

　きっぱりと言い切られて、ルーティアはため息をつく。前の戦いは結果オーライだっただけで、勢い任せで立ち向かっていい相手ではないと判断するべきだった。

「あと一つ、普通の武器に一時的に聖なる力を付ふ与よする方法があります」

「一時的に？」

「はい。武器を浄化すると、浄化の力が残ります。聖水をかけるのと同じ理り屈くつですね」

「なるほど……」

　確かに、魔獣と戦った時に、クリスの白銀をあしらった武器以外は大してダメージを与えることができなかった。

　瘴気に聖水が効きくとはわかっていたが、アスカがもしもの時にと手配してくれていた聖水を武器に振りかけて、ようやく魔獣とまともに戦えるようになったことを思い出した。

　うなずくルーティアに続いて、アスカが確かめるように問いかける。

「ということは、少しでも魔獣の疑いがある場合は、聖水や浄化の力のある武器や道具を持っておくことが常じよう識しきだということですか」

「そうです」

「そもそも瘴気ってなんですか」

　続いたアスカの質問に、マリアンナはぱちぱちとまばたきをした後考え込む。

「実体がなくて、人や獣を狂きよう暴ぼう化かさせ、近くにいればまるで感かん染せんするようにあてられる。何者かの手によってどこかで生まれているのか、それとも自然発生的なものなのか。なんなんです？」

「瘴気自体は昔からあるものと言われていますが……。どこから来ているのか、なぜ生まれたのかはわかっていません。神殿の文ぶん献けんや言い伝えにも、はっきりとわかる記き述じゆつがありませんので……」

「元から断たつという方法があればとも思ったんですが、無理ということですね」

「お役に立てず、すみません」

　申し訳なさそうなマリアンナを、不意に神獣が鼻先でつついた。

　ルーティアが何やら会話している彼らの様子を見守っていると、マリアンナがこちらに視線を戻す。

「神獣様の言葉をお伝えします。この世には、聖と魔の二つの概がい念ねんがあり、自分たち神獣という存在がいるのなら、魔獣という存在がいるのもまた道どう理り。聖なる気を凝ぎよう縮しゆくした存在が神獣であり、魔の気を凝縮した存在が魔獣と呼ばれる。そもそも、聖気と瘴気はこの世に普通に存在するものであって、今この神殿という場所においても、微び弱じやくではあるが瘴気がある。水や空気と同じく、この場にあるもので、どこから生まれているとかどこに発生源があるとかいうものではない。したがって、根こん絶ぜつすることは不可能……」

　神獣の言葉を伝えるマリアンナの顔が、そこで驚いたように変わる。

「瘴気は、悪意や嫉妬、怒りといった負の感情に引き寄せられやすい。浄化とは、引き寄せられ、凝り固まった瘴気を、本来の『ただあるべきもの』に戻す作業であって、瘴気を消しているわけではない……って本当ですか？」

　マリアンナが目を丸くして神獣に問いかけると、金の瞳が肯こう定ていするようにまばたきして、マリアンナをじっと見返した。

　マリアンナは、自分を落ち着かせるように深く息を吐はいた。

「初めて知りました。私、浄化とはその名の通り瘴気をきれいにすること、消してしまうことだと思っていました。本来のあるべき形に戻すこと……それが浄化の真の役割なのですね」

　そうして、また神獣の話をルーティアたちに伝える。

「遠い昔は、瘴気を浄化するという言い方はしていなかったそうです。いつのころからか、神殿の力を強めるために、よりわかりやすく『浄化』という言い方に変えて、人々の信しん仰こう心しんを煽あおり、神殿に人心を集めようとするようになったのだろうと神獣様がおっしゃっています」

　そう伝えた後、はっとしたようにマリアンナは神獣を見た。

「待ってください。瘴気が引き寄せられるものだというのなら……。もしかして、聖なる泉もご神木も、それそのものが聖気を持っているわけではなく、そこに神獣様がお住まいになっているから、より強い聖気が集まって聖域化しているということですか？」

　マリアンナの問いかけに、神獣がまたまばたきをした。マリアンナは少し気が抜けたように笑う。

「まさか、それが真しん相そうだとは思いませんでした……。聖域とは、神獣様そのもの、神獣様がいる場所のことなのですね。誰かが意図的に変えたのか、伝わるうちに自然に真実から遠ざかってしまったのかはもはや知る由よしもないことですが」

　神殿の長い歴史の中で、誰かが都合よく話を盛もったのかもしれない。そうすることで得をする者もいたのだろう。

　ただ、それはどの世界にもあることで、神殿だけが特別なわけでもない。

「神殿はやはり怖いところですね。本当のことを知って、これからどうしていくのか私自身考えなければなりません。けれど、知ることができてよかった。神獣様、よければもう少しお話を聞かせてください」

　神獣はマリアンナの言葉にピクリと耳を動かした後、持ち上げていた頭をのっそりと芝しば生ふの上に戻した。

　ルーティア自身も、今の話を信じられない気持ちで聞いていた。

　瘴気はこの世に普通に存在していて、今もこの場にあるもの。となると、気になることがある。

「普通に生活をしているうえで、特に瘴気の心配はしなくてよいのでしょうか？」

　その問いに、マリアンナは安心させるように笑ってうなずいた。

「より強い負の感情に引き寄せられるそうですから、普通に生活する分には大丈夫かと」

「祠ほこらでは、瘴気は意思を持って、私の中に入ろうとしていました。あれはどういうことでしょう？」

　それは、マリアンナが聖域へ出向くことになった、一カ月以上前の豊ほう穣じよう祭さいでの瘴気騒さわぎのことだ。

　王都のイリヤ神殿の門前にある、イリヤのしもべである白い狼を祀まつった祠に置かれているご神体の鏡から、突とつ如じよ瘴気が噴ふん出しゆつし、参拝客を襲おそった。瘴気に『あてられた』人々が、他の参拝客に襲いかかって大騒ぎになったのだ。

　原因は、聖域近くの村に住むエクトという青年が、父親の遺い志しをついで魔獣研究を続けていた結果生まれた魔獣が聖域に迷い込み、神獣と交こう戦せんしたことだった。

　神獣は強い瘴気を一時的に大量に浴びてしまい、それがご神体の鏡を通じて噴出したということらしい。

　不思議なことに、各地で祀られている神獣の像が黒く染まるという影響も確認されている。

「祠でのことは、おそらく暴走した瘴気がその場にいた人たちに無む差さ別べつに襲いかかったということだと思います。元々、あの村の、魔獣を作り出した男性……エクトの感情を強く持っていますので、人を憎む気持ちが強かったのでしょう。だから、その場にいた人たちを襲ったのだと思います」

「それなら……もし、万が一、意思を持って瘴気を操あやつる人間が出てきたら」

「そういう可能性もない、とは言いきれませんね」

　ルーティアが口にした言葉に、マリアンナは顔を曇くもらせて答えた。

「けれど、やれることは同じです。被害を最小限にするためにも、害意を持って瘴気を使い、人を襲うことのないよう浄化する。私たちにできることはそれだけですから」

　マリアンナの言葉に、ルーティアはうなずいた。

　そんなことがないように祈るだけだが、もしそういう事態になった場合には協力は惜おしまないつもりで。

「貴重なお話を聞けました。瘴気というものが何かを知ることができました。ありがとうございます」

　マリアンナに礼を言い、二人が立ち上がる。そして、ルーティアはマリアンナをまっすぐに見つめた。

「それと、今聞いたことは、決して口こう外がいいたしません。……釈しやく然ぜんとしない話ではありますが、我々が口を出す問題でもないでしょうから。マリアンナ様のご判断にお任まかせします」

「……すみません、助かります。今後は信頼できる者たちと、どうするか考えていかなければなりませんね。何かあった際はご協力いただけるとありがたいと思っています」

「もちろん、私たちでよければ、微び力りよくながらお手伝いさせていただきます。いつでも遠えん慮りよなくおっしゃってください」

「はい、ありがとうございます」

　ほっとしたようにマリアンナが笑うと、不意に神獣が再び目を開けてルーティアを見た。

「まあ！」

　話しかけられたらしいマリアンナが、急に声を上げた。神獣に何かを言われたのだろうか？　びっくりしたように注そそがれる視線が、微び妙みように居い心地ごこちが悪くてルーティアを落ち着かない気分にさせる。

「ええと、ルーティア。神獣様が、あなたの赤い目は竜りゆう人じん族ぞくのものだ、とおっしゃっています。心当たりはありますか？」

　唐とう突とつに問いかけられ、『りゅうじんぞく』という耳慣れない単語にルーティアは戸惑う。

「竜人族？　いえ、私は何も。家族から感情が高ぶると瞳の色が変わると聞いているだけで」

「そうですか。神獣様が、あなたに竜の気配を感じるそうです。竜人族とは、竜の血が入っている一族だとか。竜を操る力があるそうですよ」

「竜を操る……？」

　そんなことを言われてもピンとこないし、竜などお目にかかったこともない。他国には翼よく竜りゆうという生き物がいると聞いてはいるが、グラノール王国には生せい息そくしていないし、それに類るいするような生き物も存在していない。

　誰かに言われたことならば信しん憑ぴよう性せいを疑いもするが、相手は神獣だ。信じざるを得ない。

　ただ、ルーティアの中で『だからどうした』という感情もある。

　よほど複雑な表情を浮かべていたのだろう。マリアンナの心配そうな顔に申し訳ないと思いながら、ひとまず礼を述のべた。

「そうですか……ありがとうございます。調べてみます」

　結局、ルーティアは新たな謎なぞを抱かかえて、神殿を出ることになった。

　疑問がぐるぐる頭の中を回る。




　竜人族とはなんだ？

　竜の血が入っているってどういうことだ？

　竜を操る力ってなんだ？




　私は、人間なのか？　私は、なんだ？




　今まで家族の誰も、そんなこと一言も言わなかった。

　けれど、婿むこに来た父以外全員、目が赤くなる。ということは、血けつ縁えんのある家族全員が『竜人族』ということではないか。

　みんな知っているのか？

　けれど、誰もそれをルーティアに教えてくれたことはない。

「ああ、もう！」

　気になって気になってどうしようもなくなり、ルーティアはついに声を上げてぴたりと足を止めた。

「どうかしましたか」

　突然の行動に、アスカも立ち止まり、ルーティアの顔を覗のぞき込む。

「アスカ、時間はまだあるか？」

　ルーティアに見上げられて、アスカは胸ポケットから時計を取り出した。

「そうですね、あと一時間ほどは大丈夫でしょう」

「うん、決めた。家に寄る」

「家、ですか？」

「うん。実じつ家か」

　竜人族なんて知らない。けれど、家の誰かは何か知っているかもしれない。特に、祖そ父ふのグラジオ・オルドバーンならば、年と経験がある分見けん聞ぶんも広い。何も知らないということはないはずだ。

「あ、ご挨あい拶さつですか。俺も連れて行ってくれるってことは」

「は？　連れて行くなんて言っていないぞ。挨拶？　なんの？」

　にこりと笑うアスカの言葉に、ルーティアはぱちぱちとまばたきをする。さらにアスカが喜き色しよくを浮かべて口を開いた瞬間。

「けっこ」

「口に突っ込んで黙だまらせてやろうか」

　カシャン、と剣に手をかけたルーティアにじろりと冷たく見られて、アスカは笑った。

「冗じよう談だんですよ」

「そんなもんはわかっているが胸糞悪いから先に帰れ」

　まったく、アスカの冗談はたちが悪い。内心ぐったりする気持ちを抱えて、ルーティアはため息をついた。

「嫌です。ここまで来たんだし、付き合います」

「なんで！　別にいい！」

「『りゅうじんぞく』とかいうもののことを聞くんでしょう？　マリアンナ様に聞いた時から、何か考え込んでるみたいだったんで、気にしてるのかなと思って」

　アスカは穏やかな瞳でルーティアの顔を覗き込んだ。

　どきん、と心臓が鳴った。いつもそうだ。ルーティアが困ったり迷ったり悩んだりしていると、アスカは絶対に気付く。そうして、助けてくれたり励はげましてくれたりするのだ。

　頼りきりになってしまうのは怖い。けれど、気付いてくれるのはどうしたってうれしい。それは、ごまかしようがなかった。

「勝手にしたらいい。だけどいいか、冗談でもけっ……、とか言うなよ!!」

　ルーティアはせめてアスカに内心の気持ちだけでも悟さとられないようにと、わざと怒ったようにそう言い捨てて歩き出した。




　神殿からしばらく歩いて、二人は昔からの住宅街に足を踏み入れる。貴族が住むような高級住宅街ではないが、そこそこ富ふ裕ゆう層そうで形けい成せいされているそこは、比ひ較かく的てき大きな家が多い。

　その中でも広い敷しき地ちを持つオルドバーン家は、武門の家にふさわしく、華か美びではないが堅けん牢ろうそうな造りの建物に鍛たん錬れん場じようを備そなえている。

　この屋敷に住むのは、ルーティアの両親と、祖父のグラジオ・オルドバーンだ。

　グラジオは先々代の国軍大将で、その地位についた途と端たん、それまで指示系けい統とうが統とう一いつされておらず、有ゆう事じの際さいに混乱をきたす状態だった国軍組織を再さい編へんし、立て直した人物として有名だ。

　その昔、東のエメラルド鉱こう山ざんを狙ねらった隣りん国ごくの侵しん攻こうをたった一週間で退しりぞけたなど、武ぶ勇ゆうも周辺諸しよ国こくに轟とどろかせ、今も軍内の影響力は絶ぜつ大だいだという。

　元はグラジオの部下だった現大将のウィリアムすら、今だに頭が上がらない。当時の彼も、ルーティアたちのように遊撃隊のような仕事をさせられていたそうだ。

　それもあって、実は半分ウィリアムの逆さか恨うらみのせいで、ルーティアが遊撃隊隊長を押し付けられたのではないかと疑っている。

　重じゆう厚こうな造りの門をくぐり、使用人に出迎えられたルーティアが書しよ斎さいに向かう。両親は旅行中で不在で、今日はグラジオ一人だそうだ。

　ノックとともに『入れ』と短い返答を聞いたとたん、アスカはにわかに緊張した。

「どうした？」

「いや、先々代の国軍大将閣かつ下かに直接お会いするのは初めてなんで、さすがに」

「そうか？　どこにでもいる年寄りだぞ」

「いやだって、伝説の人物でしょ。鬼おにのように強かったって聞いてますし。緊張するなって方が無理ですよ！」

「大丈夫だ、今はもうよぼよぼなんだから」

「余よ計けいなことを言うなら会わんぞ！」

　即そく座ざに扉の向こうからくぐもった怒ど鳴なり声が飛んできて、思わず二人は首をすくめた。

「おじい様は地じ獄ごく耳みみなんだ」

「今のでわかります」

　ルーティアはため息をついて、扉を開ける。

　安あん楽らく椅い子すにゆったりと座った老人が顔を上げた。

　白はく髪はつに白い顎あごひげを伸ばした姿は一見穏やかそうに見える。こちらを見る目も、特に迫はく力りよくを感じさせるものはない。けれど、どこか圧あつ倒とう的てきな雰囲気はすでにアスカをねじ伏せている。

　この部屋の支し配はい権けんは、間違いなく目の前の老人、先々代国軍大将のグラジオ・オルドバーンが握っていた。

　一瞬で何もしないうちに上下の序じよ列れつをつけられたと実じつ感かんしたアスカは、笑うしかない。いまだに国軍内に発言権を持つと言われるゆえんは、このへんにあるのだろう。

「ルーティア、よく来た。ずいぶん久しぶりだな」

「うん、久しぶり。足の具合はどう？」

　グラジオは最近年のせいか、時々足が痛むことがあるようだと、母からの手紙に書いてあった。

　けれど、ルーティアの心配をグラジオは笑い飛ばす。

「ははは、まあ心配はいらん。なるようにしかならんものだ」

　そう言って、グラジオはルーティアの後ろに立つアスカに視線を向けた。

　気づいたルーティアが、アスカの背中を押して、グラジオの方に立たせる。

「これは私の副官のアスカ・フラメルだ」

「はじめてお目にかかります。先々代国軍大将閣下、グラジオ・オルドバーン様ですね。私はアスカ・フラメルといいます。隊長にはいつも大変お世話になっております」

「ああ、知っている。実家はフラメル鍛か冶じ工こう房ぼうだろう。あそこはいい品を作る。私の剣もフラメル工房の作だ」

　堅かた苦くるしい口こう上じようを述べるように挨拶したアスカは、途中で自分が何を言っているのかわからなくなりかけるほどガチガチだった。

　けれど、グラジオに案外気さくに話しかけられて、緊張が少し和やわらいだ。

「ありがとうございます。私は剣を打つ方には才能がなくて。兄弟きようだいが跡あとを継つぐ予定です」

「打つ方ではなく壊こわす方に才能があるのも厄介なものだな」

　穏やかな表情のままそう言われて、アスカは目を見張った。

　アスカは相手の武器を破壊することができる。

　ただ、それがどうしてできるのかは本人もわかっていないようだった。国軍に入る前には、自身も鍛冶修業をしていたこともあり、壊れそうな場所が感覚的に身についているということらしい。

「私の噂うわさをご存知でしたか。恐きよう縮しゆくです」

「おじい様、今はそんな世間話をしに来たんじゃないんだ」

　案外はずんでいる二人のやり取りにしびれを切らしたルーティアが割って入る。

「私は竜人族だと言われたんだ。竜人族が何か、知っていたら教えてほしい」

　どうやら早く確かめたくて気が急せいていたらしい。単刀直入すぎる質問に動じた様子もなく、グラジオは豊かな顎ひげを撫でた。

「そうか。誰に聞いた？」

「今、神殿に行ってきた。そこに神獣様がいて、そう言われた」

「ほほう、神獣様がいらっしゃったか。それは慶けい事じだな。しかもわざわざお言葉を賜たまわるとは、何よりだ」

　ルーティアの言葉に、グラジオはゆったりと顎ひげを撫でながらうなずくだけだ。

「しかし、竜人族と言われてもな。うちに伝わる文献には大したことは書かれていない。そうだな、そこの上から二段目の左、赤い背表紙の本あたりか」

　示されたのは、ずいぶんと高い場所だ。ルーティアが動く前に、長身のアスカがさっとその本を取ってルーティアに渡してくれる。

「どこだったかな、真ん中あたりだと思ったが」

　そんな大おお雑ざつ把ぱな説明を聞きながらしばらくページをめくっていくと、とある一節が目についた。

「『竜人族は、感情の高ぶりで瞳の色が変わる。竜の血を引いていると言われるが、諸しよ説せつあり、詳しよう細さいはわかっていない。』……。これだけ？」

「ああ。ほかの本も似たり寄ったりだ。暇ひまなら調べていけ」

「それは後でやる。今日はあまり時間がない。……でも、本当に？」

「本当だ」

　平へい坦たんなグラジオの声に、ルーティアの声のトーンがわずかに落ちる。

「……私は、私たちは竜人族なのか？　おじい様も、お母様も、兄様も？」

「少なくとも、私とお前の母、ライナスとお前はそうなんだろう」

　婿むこである父以外の四人を挙げると、グラジオが大声で笑い出した。

「なんだ、お前はそんなことを気にしていたのか。ずいぶんと暇と見える」

「そんな言い方ないだろう！　おじい様は気にならないのか！」

　普通の人間ではない、と言われて、どうして平静でいられるだろう。

　けれど、相変わらずにこにこと人好きのする笑顔で、グラジオは顎ひげを撫でながら、

「竜人族が文献に出てくる例はごくわずか。他国では知らんが、少なくともグラノール国内ではっきりと竜人族という種族を証しよう明めいした者もいなければ、自分たち一族を竜人族だと証明した者もいない。オルドバーン家はオルドバーン家、それ以上でも以下でもない。そんなもんを気にするだけ時間の無む駄だだ」

　と、本当にささいなことのように答えた。

「でも……」

「気になるなら自分で調べろ。私はどうでもいい。今まで生きてきて、竜人族だと実感したことなど一度もないのだからな。私は私の今までの時間の中で、些さ末まつなことだと判断したまでだ」

　さすがに年ねん齢れいを重ねた分だけ重みのある言葉だった。ルーティアは言い返せない。

「お前はどうだ。目が赤くなることで、何かが変わったか？」

「いや……今までそんなこと考えたこともなかった」

「そんなものだ。たとえ神獣様に言われたことだとしても、私には今更だとしか思えん。ま、これは年のせいでもあるな」

　確かにそれはその通りだ。さっきも思ったが、竜人族だからなんなのだ、という気持ちもある。けれど、『竜人族』という言葉に対する純じゆん粋すいな興味もあるし、自分が何者なのかを知りたい気持ちもあった。

　グラジオのように割りきれない、達たつ観かんできないのは、祖父の言う通りまだ自分が若いせいもあるのかもしれない。

　それを察さつしてか、グラジオは優しく見守るように孫まごを見た。

「ま、それがお前に必要だというなら、気が済むまで調べたらいい。一つだけ言っておくが、自分で見て、実感したものを信じろ。他人の書いた本や言葉に振り回されるなど、バカがやることだ。知りたいなら他ひ人とから聞こうとするな。その眼めで、頭で、体で、自分のすべてを使って追究してから判断しろ」

「わかった。……突然来て悪かった。ちょっと考えてみる」

　神獣に突然伝えられたことで幾分混乱していたが、ここに来てグラジオに助じよ言げんをもらい、少し頭が冷えた。

　グラジオが手を伸ばし、孫娘の華奢な手を優しく握る。

「私としてはもっと帰ってきてくれるといいのだがなあ。城の官かん舎しやに入ってしまって、ちっともこっちに寄りつかん。ライナスはかわいげがなくてつまらんしな。たまには年寄りのご機き嫌げん伺いに来てくれてもいいんだぞ」

「忙しいんですよ。ウィル爺じいが無む理り難なん題だいばかり押しつけるから」

　そう言ったとたん、グラジオはいきり立った。

「なに、あの若わか造ぞうの仕し業わざか!?　まったくあいつは、ライナスを西にやったりお前を隊長職につけたりやりたい放題だ。それなら私から話をしてやる」

　現役の国軍大将を若造呼ばわりできるのはグラジオしかいないだろうが、さすがのアスカも実際に気き易やすい様子を見ると面めん食くらって笑うしかなかった。

　逆にルーティアはみるみるうちに仏ぶつ頂ちよう面づらになっていく。

「嫌ですよ、そんな祖父バカみたいなことやめてください。だいたい、おじい様がウィル爺をあおるから、今私が苦労してるんでしょうが！」

「ウィルの奴やつが阿あ呆ほうなら言ってないわい。だいたい、孫のお前よりもウィルの顔を見る頻ひん度どの方が多いのはおかしいだろう」

「はあ？　ウィル爺どれだけ来てるんですか？」

　聞きとがめたルーティアがグラジオに問うと、彼は少し考え込むようにしながら答えた。

「そうさな……週に二、三日は来とるんじゃないか」

「来すぎでしょ！　もしかして私や補ほ佐さ官かんに仕事を押しつけておいて遊びに出ているんじゃ……!?」

「む、やはり私から言ってやった方がいいか」

「いりませんてば！　人の話を聞けジジイ！」

「なんだと！　かわいい孫の心配をして何が悪い！」

「いらん！」

　なんだかんだで、今でもグラジオとウィリアムに信頼関係はあるのだ。これはこれで、長い付き合いのたまものということだろうか。

「で、アスカとかいったか」

「はい」

　唐突にルーティアとの会話を打ち切って視線を向けられ、反はん射しや的てきにアスカの背筋が伸びる。

　さっきまでのルーティアに対する好こう々こう爺やっぷりなどかけらもない。

　別に怒っているようでもなく、笑ってもいない。ただただなんの感情も乗らない、凪ないだ海のようなまなざし。
















　けれど、まるで喉のど元もとに大剣の切っ先を突き付けられている気分だ。

「無む鉄てつ砲ぽうで考えなしな孫娘だが、ま、やる気はあるようだ。この通り経験値が圧倒的に足たりないものでな、いろいろあるだろうが……くれぐれも、よろしく頼むぞ」

　じわり、と背中に汗が浮く。もちろん仕事のこともあるだろうが……、『よろしく頼む』の中にはアスカへの牽けん制せいも含まれていると容よう易いにわかる。理解していないルーティアだけは、不思議そうに小首をかしげていたが。

　けれど、アスカだってここでしっぽを巻いて引き下がるような男ではない。プライドだってある。

「もちろんです。隊長が望む望まないにかかわらず、俺は全力で彼女を支えます」

　アスカはぐっと手に力を込めて握り、貫くような視線を真っ向から見返した。すると、ふっとグラジオの視線が和らぐ。

「そうか。まあいいだろう」

　アスカはほうっと息を吐き出した。実じつ際さいにはほんのわずかな時間にすぎなかっただろうが、アスカにはその何倍も長く感じられた。

「ルーティア、そろそろ時間です」

　若じやつ干かんそそくさと時計を確認して、アスカはルーティアに声をかける。

「そんなに心配しなくても、私はちゃんとやれるのに……。おじい様、また来る」

「ああ、待っているぞ」

　拗すねたように言いながら部屋を辞じすルーティアに、グラジオは笑いながら手を振った。

　部屋を出て、使用人に見送られてオルドバーン家の屋敷の門を出たところで、アスカは一気に詰めていた息を吐き出した。

「うあああああめっちゃ怖えええ！」

「な、なんだ!?」

　ぐったりと疲れたように腰を折り、手を両膝に置いて、アスカは額に浮かぶ汗を隊服の袖そででぬぐった。

　ルーティアは気付いていないだろうが、威い圧あつ感かんがハンパなかった。それこそ、ウィリアムの恫どう喝かつがかわいいもんだと思えるくらいには。

「どうした、アスカ！」

「いやもう、先々代様から俺めっちゃ牽制されてましたけど。あんたに言われるまでもなく、下へ手たな冗談なんか言える雰囲気じゃなかったですよ！」

「そうか……？　全然気付かなかったけど」

　不思議そうに首をかしげるルーティアに、アスカは疲ひ労ろう感かんを隠しきれない。

「そりゃそうでしょうよ、俺にしか向けられてなかったし、あんた孫だからあれに慣れてて鈍どん感かんになってるだけですよ、多分。門から出るまでぶった切られそうな雰囲気バリバリでしたよ。喉元に剣を突き付けられてる気分になった。てか俺なんかしましたか!?」

　ルーティアがドン引きするレベルでひとしきり悲ひ嘆たんにくれてから、アスカはやっと立ち直って体を起こした。

「俺とあんたの前ぜん途とは多た難なんですねえ」

「……勝手に話を作るな、バカ！」

　多難なのはお前だけだ、と言おうとして、何やら受け止め方によってはおかしな意味の言葉になりそうな気がして、ルーティアはあわてて言いかえた。

　とはいえ、ルーティアにとっても今日はいろいろな情報で頭が爆発しそうだった。

　何をどこから手を付けていいものやら。ルーティアも頭ず痛つうがしそうな気分でため息をついた。
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「ボス、備び品ひんの申しん請せい書しよ」

「ボスって言うな」

「今更だね」

　遊ゆう撃げき隊たい隊長執しつ務む室しつに入ってきた青年は、ルーティアにじろりと睨にらまれても気にしたふうもなく笑うだけだ。

　少し長めの明るい茶色の髪はさらさらと流れ、その小さな顔を柔やわらかく覆おおう。美少女と見まごう美び貌ぼうのクリスだが、これでもルーティアより三歳年上だ。変わった形の武器が好きで、かなりの数を収しゆう集しゆうしている。けれど、どうもその趣味センスは一般のものとはかけ離れているようで、概おおむね隊内での評判は悪い。

　執務室の扉の外は、遊撃隊の詰め所だ。

　グラノール王国国軍遊撃隊。グラノール王国国軍大たい将しよう直ちよく属ぞくの、少数精せい鋭えい部ぶ隊たいだ。

　全員が身にまとう紺こん色いろの隊服の胸には、隊長であるルーティアの瞳ひとみと同じ色のガーネットをあしらった徽き章しようが輝かがやいている。

　彼らは、国軍大将ウィリアムの命めいがあれば、戦せん闘とうも探し物も護ご衛えいもなんでもやることから、「大将閣かつ下かの便利屋」と呼ばれていた。

　所しよ属ぞくする隊員たちは、ウィリアム自みずから集めてきた者たちだ。

　腕はたつものの、どちらかと言えば配はい属ぞく先さきでお荷物、または問題児とされていた兵が集められている。

　ルーティアの隊長人じん事じについては、オルドバーン家の代表で、なおかつ『面おも白しろそうだから』というのが理由らしい。ウィリアムのいうことだから、本当か噓うそかはわからないが。

　そんなルーティアは隊内ではからかいの意味も込めて『ボス』と呼ばれている。言いだしっぺは隊の狙そ撃げき手しゆファーレンで、『いかつい呼び名が似合わなくて面白いから』というだけの理由らしい。

　もう半分あきらめかけているが、未いまだに『ボス』という呼び名は年頃の女子としては抵てい抗こう感かんがなくもないものだ。

「ありがとう」

　クリスから渡された数枚の書類を、ルーティアは検けん分ぶんする。それは備品購こう入にゆう申請書だった。

　クリスの実家は酒場を経営しており、息子むすこのクリスは実家の習いなのか、金かね勘かん定じようには厳しい。それもあり、隊内の備品管理を任せていた。

「替えペンの消しよう費ひ量りようが増えてる。ここ三カ月の購入量に比べて、一・二倍くらいになってるんだけど、理由調べた方がいいんじゃない？」

　幾いく分ぶん硬かたい声で告つげるクリスに、ルーティアは替えペンの補ほ充じゆうを申請する書類に目を通しながら応こたえる。

「替えペンの消費量？　ペンぐらい、それほど高いものでもないし、誰かがとったとは考えにくいが……。アスカ、報告書や申請書の数は増えているか？」

「件数的にはここ三カ月と同じくらいですね。特に増えているということはありません」

「誤ご差さの範囲内とも考えられるが……」

　ルーティアは腕を組んだ。

　以前はこういう机仕事は苦く痛つうで仕方なかったけれど、魔ま獣じゆうとの戦闘後は、いろいろな価か値ち観かんが変わったように思う。

　こういうことを考えるのは今も苦手だけれど、何か変化がある時、そこには様々な事じ象しようが隠れているのだということもわかるようになった。

（考えろ、見落とすな。何か理由があるはずだ。直近の一カ月で変わったことが、何か……）

　普段から考える訓練をしておくと、とっさの判はん断だん力りよくがつくのだとウィリアムに言われたのはいつのことだっただろう。

　ふと、ルーティアはアスカが持っているファイルに目を止めた。

　少し前までは、そこに挟まっている予定表は一枚くらいだった。最近、頻ひん繁ぱんに隊内打ち合わせや連絡会を入れているせいか、今は三、四枚に増えている。

　そういえば、最近隊員から上がってくる報告書がやけに長いような気がしていたけれど。

「報告書や申請書の件数は変わっていない、とすると……。一件に書く内容や量が増えているということはないか？」

　ルーティアの声に、アスカが顔を上げてうなずいた。

「ああ、その線はありえますね。最近ルーティアに触しよく発はつされてか、会議や連絡会の発言も活かつ発ぱつですし、確かに報告書が前より詳しよう細さいで長くなっている傾けい向こうはあります。クリス、確認して後で連絡するけど、多分それほど心配することはないと思う」

「了りよう解かい。確かに、紙の消費量も増えているし、原因がわかってるなら問題ないよ」

　アスカの言葉に、クリスが納なつ得とくして部屋を出て行った。

　ふう、と息をついて、ルーティアは残りの申請書をめくっていく。と、横顔に感じる視線に気付いて顔を上げた。

「……なんだ」

「いえ、頑がん張ばってるなあと思って」

「ずいぶんいきなりだな」

「そうですか？」

「そうだ」

　ルーティアのそっけない返事にアスカは笑って、ぱたりとファイルを閉じた。

「最近は机仕事もサボらなくなってきたし、俺が手伝う前に、できるだけ自分で片づけようとしてるでしょ。わからないことは積極的に質問したり、自分なりに試し行こう錯さく誤ごしてるのは見ててわかりますから」

「そ、そうか……」

　それしか返せずに、ルーティアは書類に視線を落とした。面と向かって褒ほめられると、逆に気恥ずかしくて反応に困る。妙みような静せい寂じやくが流れて居い心地ごこちが悪い。

　その時、ちょうど夕ゆう刻こくを告げる鐘かねが響ひびいた。基本的に、遊撃隊は任務が入っていない場合は夕刻で業務を切り上げて帰宅することになる。

　タイミングのよさにほっとして、ルーティアは自分の執務机を片づけて立ち上がった。

「じゃあ、私は帰る」

　その腕を、アスカが不意に摑つかんだ。びっくりして上げたルーティアの顔を、近いところからじっと見つめる瞳に、思わず固まる。

「最近どこか行ってますよね？　どこに行ってるんですか？」

「いいだろう、どこでも」

　ルーティアはふいっと顔を逸そらしてはぐらかそうとした。

「まあ、図書館に行ってるのは知ってるんですけどね」

　けれど、アスカにしれっと返された一言に、ルーティアはぎょっとする。

「じゃあ聞くな！　ていうかなんで知ってるんだ!?　ついてきたのか!?」

「違いますよ、そんな犯はん罪ざい者しやを見るような目で見ないでくださいよ。俺だって図書館で調べものくらいしますし、たまには本を借りることもあります。司し書しよ官かんが、あんたが最近よく来てるって教えてくれたんですよ。竜りゆう人じん族ぞくについて調べてるんでしょ？」

「そ、そうだけど……？」

　すっかり見み透すかされているせいか、秘密がばれた時のような、なんともいえないばつの悪さや罪ざい悪あく感かんがあるのはなぜだろう。悪いことなんか何もしていないのに。

　どこかびくびくしている小動物のようなルーティアの様子に、アスカは苦笑した。

「いやまあ、だからどうってわけでもないんですけど、言ってくれないのはちょっと寂さびしいなと思って。言ってくれればいくらでも手伝うのに」

「でもそれは、個人的なことだしなんか悪い気がして」

『竜人族』という単語にこだわっているのは自分だ。何か漠ばく然ぜんとした不安のような、苛いら立だちのような、訳のわからない感情がずっと自分の中にもやもやとわだかまっている。『竜人族』が何かを調べて突き止めれば、少しはすっきりするかもしれない。

　そう思う半面、自分がもし本当に竜人族だったら……。

　アスカの自分を見る目が、どう変わるか。それがなんとなく怖くて、あまり関わらせないようにしていたのに。

　アスカだけじゃない、みんなの見る目が変わったら。周囲にどんどん伝でん播ぱしていったら。

　遊撃隊や、国軍や、友人。

　そうなったら、ルーティアを取り巻く環境が一いつ変ぺんしてしまうかもしれない。

　そうならないかもしれないけれど、そうなるかもしれない。それが怖くて……できるなら、アスカにはあまり知ってほしくなかった。

　けれど、アスカは幾分怒ったように口を開く。

「今更それを言うのかよ。俺はあんたのことならなんでも知りたいし、どんなことでも手伝ってやりたい。個人的な問題だからって、俺を切らないでくれ。仕事に関わることは、あんたのためにもあんまり手出しはできないけど、もう終しゆう業ぎようで、仕事に無関係なことなんだろ。だったら俺が手伝ったところで、誰が悪いって思うんだよ。だから今日は一緒に行く」

　思いのほか真しん剣けんなアスカの顔と声に、なんとなく後ろめたさも手伝って、ルーティアは断ことわることができなかった。

「……勝手にしたらいい」

「はい、勝手にします」

　そっけないそぶりで言うのが精いっぱいで、ルーティアは満足そうに笑うアスカをただ受け入れるしかなかった。







　城の図書館は膨ぼう大だいな蔵ぞう書しよ量りようを誇ほこる。夕食の時間までは開いているが、ほとんど業ぎよう務む中ちゆうに文ぶん献けんを探しに来る場合が多いので、就しゆう業ぎよう時間外の人ひと影かげはまばらだ。

　そんな中、ルーティアは目星をつけた文献を探して棚の間を歩いていく。

　時とき折おり目的の本を探しては、棚から抜き取ってぱらぱらとめくって戻す、という作業を繰くり返していた。

　けれど、実家でグラジオが言っていた内容以上に詳しよう細さいな資料は見つかっていないのが現状だ。

　西のフランドール共和国には翼よく竜りゆうが生せい息そくしているため、竜を操あやつるという竜人族に関する文献は多いらしいと聞く。けれど、昔から隣国とはあまり友ゆう好こう的てきな関係ではなかったせいで、国内には長いこと西の文献が流りゆう通つうしていない状態だった。

　ただ、隣国の国軍には翼竜部隊というものが存在する。そのせいもあって、もしかしたら竜を操るという竜人族のことは国家機き密みつになっているため、流出してない可か能のう性せいもあった。

　ここ数日、いろいろな本を読んでみたが、今のところ思うような情報は得られなかった。

　それでも、何もしないよりはましだ。次に目星をつけておいた本を探して、棚の間をゆっくりと歩き、本のタイトルを記したメモを持って、高くそびえる棚を、下から上にゆっくりと見ていく。

「あ、あった」

　色あせた茶色い背表紙に、はげかけた金の箔はく押おしで『動物との意い思し疎そ通つうに関する考こう察さつ』と書かれているその本は、高い本棚の下から七段目に収められていた。当然、ルーティアの身長では届かない高さだ。見回してみるが、近くに踏ふみ台はない。

　ほかの棚を足がかりに飛べば届きそうだったが、音を立てると司書官がうるさい。

「よじ登るしかないか……？」

「どうしました？」

　ルーティアが思し案あんしていると、背後からアスカに声をかけられて振り返る。

　アスカは、ルーティアが探すように頼んだ本を一冊手に持っていた。探し出してくれたのだろう。

「あの本を取りたいんだが、踏み台がなくて」

　上を見ながらそう言うと、アスカはその本の位置をしっかりと確認した。彼が手に持っていた本を棚に立て掛けるのを見た次の瞬間、ふわっとルーティアの足が宙ちゆうに浮く。

「う、わっ！」

「これなら取れるでしょう？」

　いたずらが成功したとでもいうように笑って、アスカは軽々とルーティアを抱き上げた。

　不安定な体たい勢せいに、思わず彼の肩にしがみつくと、ただでさえ密みつ着ちやくしている距離が、さらに近くなる。

　顔が熱い。しがみついている手が震ふるえる。頰ほおは熱ほてっているのに、彼女の顔色は傍はた目めには透き通るように白いままだろう。けれどきっと、今自分の瞳は真っ赤に燃え上がっているに違いない。

「ちょっ、何これっ！　なんでこうなる！」

「だって、届かないでしょう。踏み台もないし、さすがにあの高さじゃ俺が手を伸ばしても届きませんよ」

「だからって！　近いっ！」

　まるで子供のように、アスカの左腕に乗せられているような格かつ好こう。彼の右手は巻きつくように腰に回り、華きや奢しやなルーティアの腰骨のあたりをしっかりと摑んでいる。

　恥ずかしくて仕方なくて、でも暴あばれると落ちそうで身動きもままならない。

「ていうか、先に欲しい本取ったらいいと思いますけど」

「……っ！」

　ルーティアが動どう揺ようしていることなんかわかっているくせに、アスカはそう言ってにこりと笑う。

　体勢に大いに不満はあるが、彼の言うことももっともで、ルーティアは悔くやしいが素直に従したがうしかない。

　目的の本を手に取ると、アスカはルーティアの小こ柄がらな体をすとんと床に下ろして笑った。

「……あ、ありがとうっ」

「どういたしまして」

　半なかばやけくそ気味の礼の言葉にも、機き嫌げんよく笑うだけだ。

　こっちは、アスカの体温とか、体とか、手の感かん触しよくが鮮せん明めいに残っていて、叫さけび出しそうなくらいに恥ずかしいのに。

「もう、やだ」

　ルーティアはアスカに聞かれないように口の中でつぶやく。

　アスカは、自分をどうしたいんだろう。からかい交じりの行動は、ルーティアの反応を試しているような気もして、気に食わない。

「どうしました？」

　作ったような笑みは、どこか計算されているようにも見えて、余計に腹が立つ。

「なんでもない。行くぞ！」

「はい」

　アスカに本を押しつけて、ルーティアは憤ふん然ぜんと背を向ける。その態度にもきっとアスカは満足そうに笑っているに違いない。

　わかっていても、ここは静せい謐ひつ第一の図書館の中だ。どこにも当たり所がなくて、ルーティアは少しでもアスカから距離を取ろうと足早に歩く。

　……その後ろに、ぴたりとアスカはついたままだ。足の長さも身長も違うのだから当たり前なのだけれど。

（アスカめ。覚えてろ！）

　ぎりぎりと歯は嚙がみしながら、ルーティアは八やつ当あたり気味に復ふく讐しゆうを誓ちかった。

　読書スペースに向かい合って座り、それぞれ手にした本を開く。ページをめくる手は、流し読みをしているせいで少し忙せわしない。

　しばらくはお互い一言も口をきかないまま、紙を繰る音だけがかすかに響いた。

　読み進めるうちに、それらしきページに行き当たって、ルーティアは手を止める。

『竜人族という種は、総じて身しん体たい能のう力りよくが高く、その目が赤く染まる時、竜を支配する』

　その一文のほかに何かないかと最後までページをめくってみるけれど、やはりそれ以上の記き述じゆつは見つけられなかった。

「ほのめかすだけほのめかしておいてこれか」

　ルーティアはため息をついて本を閉じた。

　竜を操ると書かれているものの、竜など見たことのないルーティアには真しん偽ぎのほどを確かめようがない。

　となると、竜を操る力を本当にルーティアが持っていたとしても、なんの役にも立たないわけだ。

「確かに、悩むだけ無む駄だだったな」

　そう言ってため息をつくルーティアに、アスカは笑う。

「こっちには、竜人族に関する記述は出てきませんでしたよ。本、返してきます」

　そう言って、ルーティアが閉じた本も手に取って立ち上がった。

「結局収しゆう穫かくなしか……」

「予想はしてたでしょ。気長にやりましょう」

「……わかってるんだ、別に答えがどうでも何も変わりがないことは。多分、兄様もおじい様と同じ考えだと思うし」

「でしょうねえ。あいつ、無駄なこと嫌きらいだから。ただ、あいつも一通り調べるだけは調べたと思いますけど」

　アスカはルーティアの兄のライナスとは同どう期きだ。彼を語る口調は、自然と軽くなる。

「だろうな。兄様はそういうところとことんやるから」

　ルーティアが竜人族ということは、兄のライナスも同じということだ。けれど、兄の口から『竜人族』という単語を聞いたことはない。

　ライナスは頭が切れる。当然ルーティアが今やっているのと同じく、自分でできる範囲で調べたことは確かだろう。おそらく、ルーティアよりももっと深く、もっと広く探したに違いない。

　けれど、結果として今の自分にとってなんの役にも立たないものだと判はん断だんしてしまえば、彼はすっぱりと切り捨てる。そういう人だ。

「別に、ライナスと同じである必要はないでしょ。調べたければ調べればいい。気になるなら、いつまで気にしててもいいんだ。それであんたが変わるわけじゃない」

「そ……うか？」

　ルーティアはアスカの顔を見上げると、彼は笑ってうなずいた。

「あんたが何者でも、俺にとってルーティアはルーティアだ。変わらず、俺の唯ゆい一いつの上官です」

　いろいろな思いに揺れるルーティアの瞳をじっと覗のぞき込み、アスカはそっと手を伸ばしてその白い頰を撫なでた。くすりと小さく笑う。

「ああ、目の色戻っちゃいましたね。……俺のせいで色が変わるって、実はすごく気分がいいです」

「なっ……！」

「俺が、あんた自身を変えてるって気になるから」

　からかうようにそう言って、アスカは、本を持ったまま離れていく。

「あ、の、バカっ！」

（お前が、余計なことばっかりするからだ！）

　せっかく元に戻った瞳の色は、また真っ赤になっていることだろう。

　誰にも見られないように、ルーティアは両手で顔を覆う。

　それと同時に、アスカの言葉に、胸につかえていたものが多少軽くなったような気がした。

『ルーティアはルーティアだ』

　その言葉が、すとんと胸に落ちて、じわっと熱を持つ。

　アスカが触ふれたところを指でなぞって、次第に速くなる心臓の音に困り果て、ルーティアは自分自身でもどうにもできずに、アスカが戻る前に心臓も瞳の色も元に戻るよう祈いのるしかなかった。
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　さわやかな風が吹き抜ける王宮の中庭は、笑いさざめく声でざわついている。

　美しく装よそおった貴き婦ふ人じんや紳しん士したちが大おお勢ぜい集まり、華はなやいだ雰ふん囲い気きに満たされていた。

　そこかしこに置かれたテーブルは、美しいレースのテーブルクロスと季節の花で飾られている。

　それぞれにケーキスタンドが置かれ、色とりどりの菓か子しが目を楽しませていた。

　庭はきれいに手入れされたたくさんの花が咲いており、珍しい花や木が出席者たちの興味を引いていた。

「平和ですねえ」

「何よりだ」

　アスカのつぶやきに、ルーティアは一言で切り返す。

　今日は王宮主しゆ宰さいの茶会だ。グラノール王国王妃は花と茶が好きで、たくさんの客を招いておいしいものでもてなしたいからと、毎月開いている会だった。

　その茶会は、『月げつ例れい会かい』と呼ばれている。

　月例会は、近衛このえ隊たいとともに遊ゆう撃げき隊たいも警けい備びにつくことが通つう例れいになっていた。

　茶会となると来客が多く、王族の警護を主おもに行う近衛隊だけでは人数が足りないため、ウィリアムの命めいで遊撃隊も加わることになったのだ。

「……暇ひまですね」

「気持ちはわかるがあくびをするな。移る」

「すみません。ばれましたか」

　あくびを嚙かみ殺したアスカを、ルーティアはちらりとも見ずに注意する。

　守りの堅かたい王宮内で、そうそう何かがあるわけでもない。一応それなりに警けい戒かいはしているが、ただ立ちっぱなしでいるのは、なかなかつらいものだ。

「ファーレンの奴、タイミングよく月例会に休きゆう暇か当ててきましたね」

　アスカがうらやましそうにつぶやいた。アスカの言う通り、警備についている顔ぶれの中に、いつものだるそうなファーレンの姿はない。

　ファーレンは遊撃隊唯ゆい一いつの狙そ撃げき手しゆだ。

　神じん器ぎだという真っ黒な大だい弓きゆうを使いこなし、狙ねらったものは外はずさない。そして驚きよう異い的てきな遠距離でも狙いたがわず標ひよう的てきを射い抜ぬく腕は、王都にも聞こえるほどだった。

　逆に、剣の方はまったくセンスがなかった。持て余した挙あげ句くに自分の腕でも切るんじゃないかと思うくらいに危なっかしくて、見ていられないほどだ。

　それもあって、『自分は狙撃手だから剣での戦せん闘とうはしない』と一切の近きん接せつ戦闘を拒否していた。

　おまけに口が悪く、しょっちゅういざこざを起こしていたため、協きよう調ちよう性せいがないと判断されて遊撃隊に放り込まれたという経けい緯いがある。

　けれど、遠距離攻こう撃げきを任まかせれば、これ以上頼もしい味方はいない。

　そのファーレンは、妹の結婚式で故こ郷きように帰っていて不在だ。休暇は今日までの予定だから、もう帰き路ろについているころだろう。

「別にファーレンが仕組んだわけでもないだろうに。うらやましいならお前も休暇をとればよかったんだ。月例会の警備なら人は足たりてる」

「いや俺はあんたを見たくて仕事してるんで」

　鼻歌でも歌いそうな顔で言ったとたん、ルーティアにじろりと睨にらまれる。

「……いいからもう黙だまって立っていろ」

「わかりました」

　今日も変わらず繰くり返されるアスカの取とり留とめのない戯たわ言ごとに、ルーティアの声に険けんが混じり、アスカは肩をすくめた。

　とはいえ、いつもの場所、いつもの流れ、いつもどおりの風景。何も変わったことはない。

　……ない、はずだった。

　唐とう突とつに、首の後ろがちりりと焼け焦こげるような感じがして、ルーティアは反射的にうなじを押さえた。

（……なんだ？）

　不ふ快かい感かんのような、焦しよう燥そう感かんのような。神しん経けいを逆なでする何かが一瞬ルーティアの肌を舐なめた。

　目立たないように周囲をうかがうが、怪あやしい様子はない。気のせいか、と思い始めた時。

「鳥……。群むれで旋せん回かいするなんて珍しいな」

　不意にアスカが空を見上げて言った。ルーティアも空を見上げる。

　雲がほとんどない晴天。上空でぐるぐると五、六羽の鳥が旋回している。飛び方から大きい鳥だろうとわかるが、種類までは判はん別べつできない。

　けれど、この辺で群れを成すのはほとんどが小さい鳥たちで、大型の鳥が集まって旋回する光景はあまり見られないものだった。

　その時、もう一羽が西の方から飛ひ来らいした。まっすぐに飛ぶそのシルエットは、ほかの鳥とは違うように見える。

　その影が合流して二、三回回ったあと、鳥たちの編へん隊たいが崩くずれた。

「下りてくる……」

　アスカがつぶやく。ところが、何かおかしい。下か降こうしてくるに連れてどんどん大きくなる影に気付いて、ルーティアは叫さけんだ。

「アスカ、緊きん急きゆう事じ態たい！　リツ隊長に知らせろ！　招待客を守れ！」

「リツ隊長、緊急事態発生！　招待客の避ひ難なんを！」

　ルーティアが叫ぶのとほぼ同時に、アスカが近衛隊長のリツに知らせる。

　耳みみ障ざわりな鳴き声とともに空から一直線に下りてきたのは……ガルガンダと呼ばれる、肉食の大型鳥ちよう類るいだった。

　胴どうは人と同じぐらいの大きさがあり、翼つばさを広げると優ゆうに五メートルを超える。大の大人ですらさらわれることもあるほどの凶きよう暴ぼうな怪かい鳥ちようだ。

　主に山さん岳がく地ち帯たいに生せい息そくしており、群れなど作らないはずだ。しかも、こんな平地に下りてくることはまずない。

（なんでこの鳥がこんなところにいるんだ!?）

　考えても、その理由などわかるわけがない。

「きゃああああああっ！」

　誰かの悲鳴を皮切りに、一気にその場が恐きよう慌こう状じよう態たいになる。

　次々に下りてくる巨大な鳥、逃げ惑まどう人々、踏ふみ荒らされる花、倒されるテーブル。

　泣き出す人、転ぶ人、へたり込んでしまう人、誰もが想定外の出来事に右う往おう左さ往おうする。

　既にルーティアは剣を抜き放ち、男性客に襲おそいかかった怪鳥の鋭するどいつめを弾はじき返していた。

「早く中へ！」

　鋭く叫ぶと、男性はよろめきながら逃げ出してゆく。

「近衛隊は迎げい撃げき！　遊撃隊は全員を王宮へ避難させろ！　大たい将しよう閣かつ下かに本隊の弓きゆう箭せん兵へいの出しゆつ動どう要よう請せい！　急げ！」

「了りよう解かいした！」

　近衛隊長の声に反応して、遊撃隊が招待客を建物の中へと誘ゆう導どうする。

　けれど、庭中悲鳴と怒ど号ごうが入り乱れ、中には半なかば気を失うしなっている者もいて、誘導がもたつく。

「アスカ、左手へ！　クルーガーが手こずってる！」

「了解！」

「ハロルド、緊急事態だ、へたり込んでるのは女性だろうと担かついでいって構かまわん！　責任は私がとる！」

「了解、ボス」

　大おお柄がらで怪かい力りきのハロルドは、寡か黙もくな男だ。それが行きすぎているところがあり、なかなか意い思し疎そ通つうがとりにくいという一面がある。そのせいか、うまく誘導できないようだ。

　けれど、ルーティアがそう指示するなり、ハロルドは両肩に女性を担ぎ上げ、建物の中へと駆かけて行った。

　近衛隊も奮ふん戦せんしているが、何しろ相手は空中だ。思ったより身み軽がるで、降こう下かしてきたところを狙い打とうとしてもひらりと身をかわして離り脱だつしてしまう。

「手の空あいた者は迎撃に回れ！　グウィン、誘導はクリスに任せて攻撃参加！」

「了解、ボス！」

　槍やり使いのグウィンの方が、剣より攻撃範囲が広い分、鳥に届きやすいだろう。

　その時、次々と指示を飛ばすルーティアの肌がざわっと総そう毛け立だった。

　ピリピリと突き刺ささるようなむき出しの害がい意いに、反射的に空を見上げた。

「……本命か!!」

　かなりの高さから鋭く旋回して急降下してくる影。鳥と違う形状と飛び方。

「あれは……翼よく竜りゆうか!?」

　愕がく然ぜんとしたように見上げるリツ隊長の声に、ルーティアは目を見張る。

　巨大なトカゲと見まごう細長い体に、大きな翼は蝙こう蝠もりのそれに似ている。長い首を上げ、『ギャアァ』と咆ほう哮こうする頭には、角が二本。

（これが……翼竜）

　初めて目にするその長大な姿は、下りてくるなり悠ゆう々ゆうと城の尖せん塔とう付近を旋回しはじめた。

　だが、その大きさで攻撃されたら。

　さすがに弱点など知りようもない。背中に嫌いやな汗が伝う。

「この鳥だけでも厄やつ介かいだというのに、翼竜までお出ましとはな！」

「くそ……ここにファーレンがいれば……！」

　ルーティアが舌した打うちしながら毒どくづけば、アスカも鳥を牽けん制せいしながらうめいた。

　彼さえいれば、こんな鳥など一いち撃げきで撃うち落としてくれるはずなのに。

「いないものは仕方がない。とにかく弓ゆみ部ぶ隊たいが来るまで持ちこたえろ！」

「了解！」

　ルーティアの檄げきに、遊撃隊は奮ふるい立つ。

　その時。

「ギィィアアアアアア！」

　けたたましい声を上げ、一羽の怪鳥が空中でバランスを崩してそのまま落らつ下かした。

「なんだ!?」

　色めき立つ地上の隊員たちの前に、もう一羽。先ほどまで地上を狙っていた鳥たちは、ますます混乱したように乱みだれ飛んでいる。

　突然ガズッ！　という鈍にぶい音を立てて、そばの大木に矢が突き立った。

　鈍い銀色のそれは、太い幹を貫かん通つうし、矢じりの先を反対側に覗のぞかせている。

　これほどの威い力りよくを誇ほこる弓を操あやつれる者は、国内でただ一人。

「ファーレンだ！」

　クリスがきらきらと宝石がきらめく派は手でな装そう飾しよくの剣を振るいながら、顔を輝かがやかせて叫んだ。

　彼の言う通り、鋭く飛来する矢が鳥たちを蹴け散ちらしている。それだけでなく、城の上を旋回していた翼竜の動きすら牽制し、引き離した。

「どこからだ!?」

「矢の方向からして、時計台、だと思う」

　ルーティアが怒ど鳴なると、ハロルドがそう答えた。

　時計台は王都の中心に近い場所にある。城まで優に八百メートルはあるが、そこから援えん護ごしてくれているのだ。俄が然ぜん元気になった隊員たちが、いっそう奮戦する。

　怪鳥の翼に斬り付け、足を斬り落とし、下から無む防ぼう備びな腹を狙う。ある者は無事なテーブルの上から跳ちよう躍やくして剣を振るい、誰もがこの状況を打だ開かいしようと必死だった。

　その時、不意に乱れ飛ぶ鳥の背中から、何かが落ちてきた。

「うわっ！　くそ！」

　地面に転げ落ち、悪あく態たいをついて跳はね起きた小柄な男は、黒っぽい服に身を包つつみ、その手に細い棒のようなものを持っていた。

　怪鳥の背中から落ちたのなら……鳥に乗って襲ってきたということではないのか。

「捕とらえろ！」

　だが、すかさず発はつしたルーティアの命令に動いた隊員たちの真ん前に、巨大な翼竜が滑すべるように着地して阻そ止しする。

　ばさり、と不ふ穏おんな音を立てる羽ばたきに、風が渦うずを巻まく。

　その背では、燃えるような長い赤毛を背中に流した赤あか紫むらさきの瞳ひとみの女が、不ふ敵てきな笑みを浮かべていた。

「ったく、面めん倒どうかけさせるんじゃないよ」

「すまん」

　女は叱しかりつけながら、男を翼竜の背中に引き上げた。

　年のころは二十代後半だろうか。顔立ちは少し癖くせがあり、化け粧しようが幾いく分ぶん濃こいが、十分に美人と言える容よう貌ぼうだ。
















　翼竜を操る手た綱づなには迷いがなく、まっすぐな背中は姿し勢せいがよくて、スタイルのよさがよくわかる。

　露ろ出しゆつ度どの高い衣装から覗く脚あしはすらりと長い。

　女は妖よう艶えんな赤い唇くちびるをにいっとゆがめて笑いながら、武器を持つルーティアたちをぐるりと見回した。

「クソ面おも白しろくもない。危険をおしてここまで来たってのに、お宝も出てこないなんてつまらなすぎる」

　その眼めが、一旦行き過ぎた後、不意に戻ってルーティアに止まった。

「……へえ。あんた、かわいい顔してできそうだねえ」

「……それはどうも」

　赤紫の目が楽しそうに細められた。剣けん吞のんな笑みに、ルーティアの緊きん張ちようが高まる。

「少々遊んで帰ろうか」

「おい、ダリア！」

　引き上げられた男がとがめても、気にした様子もない。

「大丈夫だよ、少しからかってやるだけさ。いいからお前は雑ざ魚こどもの足止めをしておきな。但ただしこっちの楽しみを邪じや魔まするんじゃないよ。ほらっ！」

　ダリアと呼ばれた女が手綱を操ると、翼竜の尾が唸うなりを上げた。

　男を確かく保ほしようと、翼竜のほど近くにいた二人がよけきれずに跳ね飛ばされ、地面に叩たたきつけられる。

「カルヴィン！　ヒューイック！」

　ルーティアが叫ぶ。

　それを見て援護に駆け寄ろうとした近衛隊の一人に、急に飛ひ来らいしたカラスが襲いかかった。

「うわっ、なんだ!?　このっ！」

　バサバサと羽音を立てながら、鋭いくちばしに容よう赦しやなく攻撃される。あわてて手を振って追い払おうとするが一いつ向こうに逃げ出す様子がなく、むしろ繰り返しつつかれる始し末まつ。

　一羽だけでなく、カラスやハト、ムクドリなど、そこらじゅうの鳥たちが集まってきているようだった。

　それらが、なぜか翼竜の近くにいる数人を除のぞいて、周囲にいる隊員たちを狂くるったようにくちばしやつめで攻撃してくるのだ。

　的が小さくて数が多い分、防ぼう御ぎよが追いつかず自分をかばうのに精いっぱいで、誰もが防戦一方になってしまう。

　その異い様ような光景に、ルーティアたちもあっけにとられていた。

「なんだ、この鳥たちは！　援護はどうした!?」

　鳥を斬り払いながら、リツ隊長が叫ぶ。

　さっきまで翼竜を牽制していたファーレンの矢は、上空の怪鳥を撃ち落としたあと、ぷっつりと途と絶だえていた。

「まさか、ファーレンに何かあったとか……!?」

「この位置だと、木が邪魔で時計塔から見えないんじゃないのか！」

　焦じれたルーティアにアスカが答えた。

　確かに、城壁に沿そって広こう葉よう樹じゆが大きく枝を広げている。ルーティアの目からも、時計塔は見えない。いかに弓の名手・ファーレンといえども、見えない物を撃つことはできないのだろう。

　続いて翼竜が振るった尾を、一歩踏み込んだハロルドのハンマーが打ち据すえた。

　さすがにこれには堪こたえたのか、声を上げて一歩後こう退たいした翼竜の鉤かぎづめが、ハロルドを襲う。

「っ！」

　とっさに頭を下げてかわしたハロルドが距離を取る。だが、体勢を崩した彼を、間かん髪はつ容いれず次の一撃が襲った。

「っ、このっ！」

　そこに飛び込んだアスカが、剣で鉤づめを弾き返した。その背後から即座に、クリスとバルドーが翼竜のしっぽに斬きりかかる。だが、がつん、と音を立てて跳ね返された。

「なっ、斬れないのか!?」

　双そう剣けん使いのバルドーが愕然とする。彼の二本の剣での痛つう烈れつな一撃は、翼竜の鱗うろこに傷一つもつけていなかった。

「っははは、やるねえ！」

　楽しそうに笑いながら、ダリアが翼竜を操る。前方を鉤づめと牙きばで威い嚇かくしながら、背後をしっぽで牽制する。その手綱さばきには無む駄だも隙すきもない。

「だけど、そろそろうっとうしくなってきたね。さて……」

　不敵に笑いながら、ダリアが翼竜の手綱を引いた。

「蹴散らせ！」

　鋭く命じた瞬間、翼竜が咆哮を上げた。

　硬かたいうろこは簡単に剣を通さない。暴ぼう風ふうのように荒れ狂う鉤づめから身を守るのも容よう易いではない。おまけに援護の近衛隊や応援に駆けつけた本隊は、次々に飛来する鳥たちの相手をするのに手いっぱいで援護どころではない。

　ルーティアも剣を抜いて斬りかかる。地を蹴り、身をかがめて素早く鉤づめをかいくぐると、ダリアに向かって剣を振り下ろした。

　瞬間、音を立てて抜き放った剣に弾き返された。

「そう簡単にはいかないよ！」

（こいつ……強いぞ！）

　高らかに笑うダリアを、歯嚙みしながら睨みつける。

　翼竜を操りながら、不安定なその背中で均衡バランスを取りつつ剣を振るうなど、並の人間にできる芸当ではない。

　飛びのいて着地したと同時に横に飛んだ。先ほどまでルーティアがいた場所を、太い鞭むちのような尾が振り抜く。

　トトンっ、と重力を感じさせない足取りで地を蹴り、左右にフェイントを入れて一瞬で翼竜の背後に回り込んだ。

　そのままダリアの背中めがけて飛び込むと、時間がゆっくりになったようにダリアが反応するのが目に映る。

　身をひねり、ほんの指一本分ほどの隙間を空あけて、ルーティアの剣が空くうを切った。

　ダリアの反応についていけなかった真っ赤な髪の毛を数本、犠ぎ牲せいにして。

「あはははっ、お前、やっぱりやるじゃないか！　ほら、もっと踊おどれ！」

　甲かん高だかい笑い声が耳障りで、ルーティアは顔をしかめた。

　芝しば生ふに手をつき、勢いきおいを殺して跳ね起きた眼がん前ぜんに、鉤づめが迫る。すかさず後ろに飛んでかわし、続くもう一撃はすっと腰を落としてかわすと同時に踏み込んだ。

（騎き手しゆを落とせない時は馬を攻撃するものだ！）

　生き物の命を奪うばう行為だが、効こう果か的てきだ。ルーティアの剣が、狙いたがわず翼竜の首くび筋すじに叩き込まれた。

　が、ガインっ、という硬こう質しつな音とともに剣が弾かれた。

「くっ！」

（やはり硬い！　しっぽだけじゃないのか！）

　さっき、翼竜の尾へのクリスとバルドーの攻撃が弾かれたのは見ていた。首なら多少は柔らかいかと思ったが、無駄だったようだ。

「ざぁんねん！　……いただくよ！」

　バランスを崩したルーティアを追うように、その視界いっぱいに翼竜の鉤づめが迫る。避よけきれないか。

「ルーティア！」

「っ！」

　覚かく悟ごしたその時、とっさにアスカに突き飛ばされた。受け身を取って転がり、跳ね起きてみると、飛び退すさって距離を取ったアスカの肩が切り裂さかれて血がにじんでいる。

　それを気分を害がいしたようにダリアが睨みつけた。

「邪魔するんじゃないよ！」

　怒鳴ると同時にダリアの剣が襲いかかる。

　その切っ先が、アスカの喉のどに迫り、刃が肌に突き立つ寸前。

「……待て、やめろっ！」

　頭が真っ白になって、ルーティアが反射的に叫んだ瞬間、翼竜が一瞬硬こう直ちよくした。

　それから苦しむかのように唸りながら後退する。まるでルーティアの言葉に従したがうように。

「落ち着けこのバカ！」

　見ていると、暴れる翼竜を叱しかりつけながら、ダリアが翼竜の手綱を絞しぼる。

「チッ、『お前も』赤目持ちか！」

　鋭い舌打ちとともに、ダリアがルーティアを睨みつけた。そうか、今目の色が変わっているのか、とルーティアは認にん識しきする。

　と同時に、見返したダリアの瞳は、さっきまで赤紫に見えていたはずが、今はオレンジがかった赤に染まっていた。

（色が変わっている！　赤い……目!?）




『竜りゆう人じん族ぞくという種は、総じて身しん体たい能のう力りよくが高く、その目が赤く深まる時、竜を支配する』




　図書館で見た本の一節。

　ダリアもまた……ルーティアと同じ竜人族ということか？

「西の砦とりでだけでなくこっちにもいるとは面倒な……。死んでおくか？」

　物ぶつ騒そうな言葉にはっと気を取り直し、ルーティアはしっかりと剣を握り直した。

「お前の希望に沿う気はないな。アスカ！」

「了解！」

　二人は同時にダリアと翼竜に斬りかかった。だが巧たくみな剣さばきと翼竜の邪魔で仕し留とめきれない。

　まるで背中にも目がついているのかと疑うほどの彼女の反応のよさに、加か勢せいしようとする他の遊撃隊員たちも手が出せない。

「ははっ、二人がかりでこの程度か！」

　楽しげに笑いながらルーティアの鼻先をかすめる剣の切っ先には、明めい確かくな殺さつ意いが宿っている。それが肌をびりびりと焼いて、肉をえぐり、骨を削けずり取られそうな気さえする。

　身体能力も動体視し力りよくも半はん端ぱではない。かわし、見切り、斬りかかる速さと正確さは目を見張るものがあった。

　時折喉元に、眼前に、そして心臓めがけて剣が迫せまる。それも、躊ちゆう躇ちよなく。

　例えでもなんでもなく、本当に髪の毛一筋ほどのぎりぎりのところでかわすのが精いっぱいだ。

　自分の中の危険を知らせる警けい報ほうは鳴りっぱなしで、息をする余よ裕ゆうも、まばたきをする余力もない。

　何より、アスカと二人がかりで仕留められない相手など、初めてだった。




　嫌な汗が、ルーティアの背中を濡ぬらしたその時。

　──銀の軌き跡せきが、戦場を切きり裂さいた。




「うわあっ！」

　声を上げたのは、翼竜の背に引き上げられていた男。その手にあった細い棒が、正確な矢の一撃で粉ふん砕さいされていた。

　瞬間、けたたましい羽音とともに、庭を覆い尽くさんばかりだった鳥たちが一いつ斉せいに飛び去っていく。

　ルーティアは、矢が飛来した方向を振り返った。

「ファーレン！」

「よっ、間に合ったな」

　ルーティアが思わず名を呼ぶと、庭園の入り口に私服姿で現れたファーレンが、唇の端はしを吊つり上げて笑った。

　彼自身の背せ丈たけよりも長い大弓を背せ負おい、愛用の銀の弓を手にしている。

　そして、弦つるを引き絞るやいなや、ダリアに向かって続けざまに矢を放った。それをことごとく叩き落として、彼女が唸る。

「貴き様さま、よくも邪魔を！」

「うわっ！」

　ダリアの手綱に応えた翼竜が、一気にファーレンに迫る。

　鉤づめをかいくぐった彼に振り下ろされたダリアの剣を、飛び込んだアスカの剣が捉とらえた。

　同時に、ガギイイッ、と耳障りな音とともに、彼女の剣が折れ飛ぶ。

　そこで初めてダリアがその余裕を表か情おから消し去った。ぎりぎりと歯嚙みしながら、包ほう囲いする隊員たちを見回す。

「ちっ！　引き揚あげだ！」

　忌いま々いましそうに言うなり、翼竜が飛び立った。

「逃がすか！」

　一度に三本をつがえ、ファーレンが放った矢をダリアが造ぞう作さもなく叩き落とす。その背後から続けざまに襲う追つい撃げきの矢も、ダリアは折れた剣ですべて叩き落とし、ぐんぐん速度を上げて上じよう昇しようしていく。

「ファーレン、落とせ！」

「わかってるって！」

　ルーティアが怒鳴ると、中距離用の銀の弓を投げ捨て、ファーレンが背中に背負った黒い大弓を構えた。

　既すでにその姿ははるか上空だ。

　しかし、ぎりぎりと引き絞り、放った矢は、ごうっと音を立てて一直線に伸びてゆく。そして、さすがのダリアにも防げないほどの速さで、翼竜の翼を貫通した。

　だが、咆哮した翼竜は空中で体勢を崩しながらも、なんとか立て直してそのまま西へ飛び去ってしまった。

　ファーレンが外すことなどほとんどないが、だいぶ距離があいてしまったことで、ダリアの技ぎ量りようが勝ったのだろう。おそらくギリギリのところで、翼竜を回かい避ひさせたのだ。

　それでも、既にかなりの高度にいる翼竜の翼を直ちよく撃げきする腕はさすがとしか言いようがなかった。

「あー疲れた……」

　彼らの姿がほぼ見えなくなったところで、ため息をついたファーレンがその場にへたりこんだ。

「ったく、時計塔の最上階まで往おう復ふくしたあとここまで馬飛ばして城内走ってきて……冗談じゃねえよ……」

　汗だくで悪態をつくが、ファーレンがいなければ状況はもっと悪化していたはずだ。ルーティアも命拾いしたと、心の底から思う。アスカも近づいてきて声をかけた。

「それにしても、このタイミングはたまたまか？」

「ガルガンダが飛んでるのが見えたから、こんなところにいるのはおかしいなと思って追いかけてきたらこれだよ。ったく……。休暇中だし、特別手当くれよ？」

　ふてぶてしい要求に、ルーティアはうなずいた。

「もちろんだ。よくやってくれた、ファーレン。助かった。ありがとう」

「どういたしまして」

　ルーティアがねぎらうと、疲れきったファーレンの返事で、ようやく彼女もほっとため息をついた。

「中に戻って、近衛隊と茶会の招待客の状況を確認してくれ」

「了解」

　ルーティアの指示で、全員が城内へと戻っていった。それを確認したアスカが振り返る。

「ルーティア」

　アスカの声を聴いた途端、かくんと膝ひざが抜けた。

「……っ！」

　一気に心しん拍ぱく数すうが上がる。今までわからなかったが、相当気を張っていたのかもしれない。

　何しろ、あそこまで明らかな殺気を浴びながら、紙かみ一ひと重えで刃やいばをかわすなんていう経験は、さすがに生まれて初めてだった。

　制服は、あちこちが切り裂かれている。下に着たシャツまで切れているところもあり、肌に刃が届かなかったのは、奇き跡せきに近かった。

　よくよく見れば、心臓の位置も正確に切られていた。ざわりと鳥とり肌はだが立つ。

　自分に向けられる、純じゆん粋すいな殺意。狂きよう気きでもなんでもなく、単純にそれだけの感情を、肌で舐めた。吞のみ込まれていれば、今ごろ命はなかっただろう。

　アスカがぐいっとルーティアの腕を引っ張った。

「大丈夫ですか。立てますか？」

「大丈夫……っ！　うわっ！」

　けれど、ルーティアの返事を待たずに、アスカはその小柄な体を肩に担ぎ上げた。

「ちょ、ちょっと！　何してるんだ！」

「誰もいませんよ、みんな中に戻しましたから」

「それはわかってる！　そうじゃなくて、なんでこんなことされなきゃならないんだ!?」

「暴あばれると落ちますよ」

　不安定な肩にしがみつこうとして、ルーティアはそこに血がにじんでいるのを見つけた。

　そういえば、彼は自分をかばって翼竜の鉤づめに引っかけられたのだ。

　それは、アスカにも自分と同じ危険が迫っていたということで。その証しよう拠こに、アスカの方も隊服はあちこち切り裂かれ、肩以外に血がにじんでいるところもある。

　汗をかいた背中が、急きゆう激げきに冷えた。まるで熱が出始めた時のような悪お寒かんに、ルーティアはぶるっと震えた。

　アスカは、荒らされて無む残ざんな痕こん跡せきを残す茶会の会場で、無事に残った椅い子すにルーティアをすとんと下ろした。

　ルーティアはその腕を摑つかまえ、引き寄せる。

「アスカ、血が！」

「ああ。さっきのトカゲにやられたやつですね」

「トカゲって……」

「似たようなもんでしょ」

　無表情に言い放って、アスカは肩の傷をちらりと確認した。

「血は止まってますし、後で医い療りよう室しつで処しよ置ちしてもらいますから心配ないですよ」

「でも！」

「俺が心配なのはあんただ！」

　突然鋭く叱しかられて、ルーティアはびくりと袖そでを摑んでいた手を離す。

　すると、アスカは椅子の肘ひじ掛かけに両手をついて、彼女を逃がさないように閉じ込めた。

　怖いくらい真しん剣けんなまなざしが、ルーティアを射抜く。

「あの女……よりによって俺のルーティアを本気で斬るつもりでしたよ。ふざけんなって話ですよ」

「あ、アスカ、近い……っ！」

「そんなことは今どうでもいいんです」

　かすかに震えるルーティアの抗こう議ぎの声は、怒りのあまり平へい坦たんになったアスカの一言であっさり一いつ蹴しゆうされてしまう。

　それよりも、「俺の」と所しよ有ゆう権けんを主しゆ張ちようした単語に異いを唱となえなかったことに気付いて、ルーティアは動どう揺ようした。

　アスカの紺こん色いろの瞳が、肩のあたり、シャツまで切り裂かれた場所に止まる。その下の肌に傷はない。アスカの手が上がり、硬い指先がそこから覗く素す肌はだをたどって、ルーティアは息を吞のんだ。

「少しでも反応が遅れてたら、この腕今ごろなくなってる。ここも」

「やめ……っ！」

　今度は心臓の上、ぱっくりと口を開ける布地を指で引っかけた。シャツの生き地じの上から、一瞬胸に触ふれられる。

「あと一瞬かわすのが遅かったら致ち命めい傷しようだ」

　アスカの瞳は、怒りのあまりに据わっている。息がかかるほど近くで、ルーティアは顔を覗き込まれた。

　唇に、アスカの吐と息いきが触れる。身じろぎをしたら、アスカのそれに触れてしまいそうなほど、近くに。

「それに比べたら、俺の傷なんか安いもんです。今度あの女に会ったら、俺が斬りますよ。あんたには、毛ほどの傷もつけさせない。絶対です。いいですね」
















「わ、わかった……」

　震えながら小さくうなずいたルーティアに一瞬目を見張ったアスカの手が、不意に、うなじに回る。

　ごつごつした大きな手は、思いのほか体温が高くてびっくりする。

　そのまま硬い胸に引き寄せられて、広い制服の肩に額が埋うまった。

　……一瞬、キスされるかと思った。

　どくっ、どくっ、と、耳元に心臓の音が響く。これは、アスカの？　それとも……自分の？

「誓ちかいます。俺はあんたを守る。何があっても、どんなことがあっても、すべてのことから」

　耳元にささやかれる低い声、触れる吐息、うなじを支える大きな手と、体温。

　どうしたらいいかわからない。何も返事できずに固まっていると、しばらくしてアスカが離れた。

　さっきまでの怖いぐらいにまっすぐで真剣な表情は、一瞬でいつもの食えない笑みに変わる。

「すみません。俺が勝手に言っただけですから、気にしないでください。ちょっとやりすぎました。立てますか？」

「だ、大丈夫だ」

　ルーティアは足に力を入れて立ち上がった。いきなり切り替わったアスカに驚いたことで、力が戻っている。

　でも、ここまで自分にすべてをぶつけてくるアスカに、これ以上はぐらかすことはできない。

　ルーティアは意を決して、アスカを見上げた。

「わかった。アスカ・フラメルに命じる。私を守れ。何があっても、どんなことがあっても、すべてのことから」

　その言葉に、一瞬アスカは目を見開き、それからふっと笑った。

「了解しました、ボス」

　その表情に一瞬見とれて、あわてて目を逸そらす。アスカの顔を直ちよく視しできない。これじゃあ、まるで愛の告白みたいだ。恥ずかしくて仕方がない。

　その頰を、硬い指先がすっとなぞって、うなじが総毛立つような感覚に小さく震えた。

「目が赤い。……俺のため、ですよね？　うれしいです」

「うるさい！　早く戻るぞ！」

　これ以上一緒にいたら死にそうだ。けれど、アスカは追つい撃げきの手を緩ゆるめない。

　すっと耳元に顔を寄せられる。

「ファーレンにいいところ持っていかれたのが悔くやしい。あんた、あいつが来てほっとしてた。それがめちゃくちゃ悔しいです」

「だから近いって！　仕方ないだろう、ほっとして何が悪い！」

「わかってますよ。だから余計悔しいんじゃないですか」

「私にどうしろって言うんだ!?」

「どうもしなくていいです。俺が一生ついていくだけですから」

「もう黙れ！　バカ！」

　ルーティアは戦せん線せん離り脱だつを余よ儀ぎなくされた。

　いつものアスカの戯たわ言ごとに怒鳴りつけながら、足早に立ち去る以外に方法はなかった。










　その日の夕方、国軍大将執しつ務む室しつ隣となりの会議室には、四十名ほどの隊員が集まっていた。

　今日の王宮襲撃について、近衛隊と遊撃隊が召しよう集しゆうされ、緊急会議が開かれたのだ。

　彼らの対面に座っているのは、国軍大将、ウィリアム・ガルスール。

　現在の国軍トップにいる人物で、遊撃隊を設せつ立りつした人物だ。ルーティアたちにとっては直ちよく属ぞくの上司にあたる。

　白しら髪が交まじりの茶色の短たん髪ぱつに無ぶ精しようひげ、制服を肩に引っかけたチンピラのような風ふう貌ぼうで、およそ国軍大将という肩書からは程遠く見えるが、非常に有ゆう能のうな人物だ。

　大だい胆たんかつ繊せん細さい、巧こう妙みようと見せつつ大おお雑ざつ把ぱ。遊撃隊はウィリアムの都合のいい手て駒ごまであるがゆえに、『大将閣かつ下かの便利屋』の二つ名がつけられているのだ。……あまりうれしくはないが。

「まさか王家主催の茶会に乱らん入にゆうされるとはな」

　そう言うウィリアムも、渋い表情を隠さない。それはそうだろう、今のグラノール国軍に空の守りは皆かい無むだ。ファーレンは例外としても、今回のように翼竜で襲撃されたらひとたまりもない。

「だが、翼竜ということは西のフランドール共和国の仕し業わざと見て間違いはないだろう。何者かもわからないよりはいい」

「直接王宮を襲撃されたということは、こちらも即そつ刻こく武ぶ力りよく行こう使しということになりますか？」

　リツ隊長が問うと、ウィリアムは首を振った。

「陛下に報告はしたが、向こうは内ない乱らんの真っ最中だ。仕し掛かけてきたのがどの勢せい力りよくかもわからない以上、いたずらに兵を動かすなとの仰おおせだ。まずはここで状況を確認したのち、陛下に申し上げてからどうするかを決定することになる」

　ウィリアムの言葉に、リツ隊長は納得したようにうなずいた。

「西の砦がどうこう言ってましたので、フランドールであることは確実かと。女はダリアと呼ばれていました」

「ダリア・シーメイか！」

　ルーティアの報告に、ウィリアムが唸った。

「知っているんですか。誰ですか？」

「フランドール共和国軍の翼竜部隊隊長だ。翼竜だけでなく剣を使わせても一流でな、厄介な女だ。しょっちゅう西の砦にちょっかいをかけてきやがる。その翼竜部隊が面倒でなあ。ライナスがいると翼竜が混こん乱らんするってんで、西に張りつかせてたんだが、まさか直接王宮を襲撃するとは思わなかった」

（そういうことか……）

　ウィリアムのため息交じりの答えに、ルーティアはわずかに眉まゆをひそめた。

　ダリアは、赤目持ちは西の砦にもいると言った。兄のライナスも、ルーティアと同じく瞳が赤く染まる。

　そういえば、翼竜はルーティアがとっさに放った『待て』の一言に反応した。

　もし文ぶん献けんに書いてある『竜人族』の話が本当なら、赤い瞳は竜を従える力を持っている。

　それは当然ライナスも同じなわけで。ウィリアムがライナスを西に置いているのは、彼にも翼竜を従わせることができるから、なんだろう。

　考え込んでいるルーティアをちらりと見て、アスカが口を開く。

「西ですか。国内状況はどうなんです？　今回の件もおそらくそれに絡からんでると思いますが」

　グラノールとフランドールは、長いこと敵対関係にある。それは百年ほど前に周しゆう辺へん諸しよ国こくがこぞって参戦した戦争が勃ぼつ発ぱつした時に、互いが敵対する陣じん営えいについて以来ずっと続いていた。

　とはいえ、グラノールの方は和わ平へい交こう渉しようを持ちかけたりと穏おん健けん路ろ線せんを貫つらぬいているが、フランドールは保ほ守しゆ派はの勢せい力りよくが強く、和平交渉をことごとく突っぱねてきていた。

　ところが、最近になって前王が病死し、現王の政せい権けんに代替わりしたとたん、グラノールとの和平を進める方に方向転てん換かんしたため、現王派と、保守勢力である王おう弟てい派に分かれて内戦が始まったという泥どろ沼ぬま状態だった。

「ああ。相変わらず現王派と王弟派でゴチャゴチャやっとるわ。ダリアと翼竜部隊は王弟派と言われている」

「現王派のグラノールとの和平方針は、国民には概おおむね好こう意い的てきに受け取られていると聞いてますが」

　続けたアスカの問いに、ウィリアムはうなずいた。

「そうだな。グラノールとしても、現王派との友好関係は歓かん迎げいしている。王弟派はそれが気に食わんようだ。勢力としては現王派が五十万、王弟派が三十万と差があるが、翼竜部隊を丸々抱え込んでいるんで、結果的に戦力は拮きつ抗こうしてる。膠こう着ちやく状じよう態たいだな」

　ウィリアムの言葉に、リツ隊長が忌々しげに舌打ちをする。

「まったく、面倒な。やるなら国内だけで勝手にやっていればいいものを」

　その場の誰もが思っているであろう言葉を代だい弁べんしたリツ隊長に、大将補ほ佐さ官かんが淡たん々たんと返答する。

「王弟派は現在こちらの国こつ境きよう近くまで押されている状況ですからね。足掛かりにできるような城じよう砦さいも持っているわけではありません。そのため、グラノールの西砦を手に入れたいのでしょう。ただ、既に閣下が手を打って西の守りを固めていますので、下へ手たに手を出せば逆に返り討うちにあって王弟派そのものが瓦が解かいしかねない。それは彼らもわかっているので、戦せん略りやくとして優先順位は低いのでしょうね」

「ただ、手に入れたいのは確かだからな。今回いきなり王宮まで来たってのが、西を手に入れるためのなんらかの布ふ石せきなのか、それともまったく関係なく独どく断だんでの行動なのかがさっぱりわからん」

　呆あきれたようにため息をつくウィリアムと同様に、この場の誰もがその行動の意味を推おし量はかれないでいる。

　ルーティアは考える。『人が行動するには何かしらの意味がある』というウィリアムの言葉を思い出しながら、必死に。

「今の状況で王弟派の翼竜部隊が丸ごとうちに遠えん征せいしてきたら……留る守すに乗じようじて現王派に攻め込まれる危険がある」

　ルーティアがつぶやくと、後をアスカが続ける。

「つまり、元々単たん騎きもしくは少数しか出せなかったというところですか」

「翼竜は最後こそこっちに乱入してきたが、最初は王宮の上空を旋回してただけだ。攻撃したいなら宮殿に直接突っ込めばよかったのに、こっちに下りて散さん々ざん暴れて帰っただけだし」

　落ち着いて考えてみると、結局ダリアが何をしたかったのかがさっぱりわからない。

「やはり何か裏がありますね。しかも部隊長自みずからが出てくるとなると、何か現王派への一いつ発ぱつ逆ぎやく転てんのネタを握っていて、それがグラノールにある……という可能性が？」

　二人の話を聞いていたウィリアムが首をひねる。

「もしそうだとして、そのネタってのがわからんな。茶会を襲撃して、グラノールの王族を人ひと質じちに取るくらいしか思いつかんが、考えうる限りで最悪の手だ。それこそうちと現王派が積極的に手を組む理由を与えるだけで、王弟派にはなんの益えきもない」

「ひとまず時系列に沿って状況を整理しましょう」

　リツ隊長の提案で、全員で当時の状況をまとめていく。

　怪鳥たちは地上の人間たちを襲ってきたが、特に茶会の参加者を目標にしていたわけではなく、ルーティアや近衛隊にもその矛ほこ先さきを向けた。

　鳥の背にいたのは男一人だけで、誰かを連れ去ろうとする様子もなく、ファーレンに撃ち落とされた。

　そもそも誰かを連れ去ろうとするなら、小柄な男一人ではなく、もっと力のありそうなのを連れてくるだろう。

　翼竜はその間王宮上空を旋回するだけだったが、王宮を直接襲う様子もなかった。そして、落ちた男を助けるためにわざわざ地上に下りてきた。

「下りてきた時、女は『お宝も出ないなんてつまらない』と言っていましたが……」

「お宝？　なんのことだ？」

「さあ……」

　リツ隊長の問いに返せる答えなど持っていない。ルーティアですら、なんのことかわからないのだ。

　その不ふ可か解かいな行動に、一同は首をひねる。いったいなんのためにダリアは王宮を襲撃したのか、皆かい目もく見当がつかなかった。

「では、突然集まってきたあの鳥たちはいったいなんだったんだ」

　リツ隊長の疑問には、それまでずっと黙っていたファーレンが口を開いた。

「あの鳥ども、操られてるぜ。落ちてきた男は多分鳥使いだ」

「鳥使い？」

「ああ。間違いない」

　その答えに、全員が一斉にファーレンを見る。彼はウィリアムがいる前でも構わず鷹おう揚ように脚あしと腕を組んで、全員を見返した。

　ルーティアが首をかしげて尋たずねる。

「笛の音なんて聞こえなかったが」

「人間には聞こえない音を出す笛だ。その音で鳥を操る。俺が壊した棒みたいなのがその笛だ」

「なるほど、それで壊した瞬間に鳥たちが一斉に飛び立っていったのか」

「そういうこと」

　リツ隊長が納得したようにうなずき、続けて質問する。

「鳥使いとはどういうことをするんだ？」

「まあ、鳥使いというけど、狩りの手法の一つだ。方法としては、呼び集めて仕留めるってだけの捻りもないやり方だけど、鳥だけでなくいろんな動物を操るって言われてる。やろうと思えば、今回の鳥みたいに、犬や獣けものを操って人を襲わせることもできるかもな」

「なるほど……」

　物騒な答えに、リツ隊長は難しい顔をして唸った。

　いろいろと疑問は出てくるが、今一つ答えにたどり着かない。

　それはウィリアムも同じようで、険しい表情で腕を組み、目を閉じてじっと何か頭の中で組み立てているようだった。

「ハロルド、何かあるか」

　ふと思いついて、ルーティアが水を向けてみると、ハロルドが手にしていた書類をめくった。

　しばらくの沈ちん黙もくも、黙って待つ。

「この一ひと月つきのうちに、村や神しん殿でんが鳥に襲われている」

「その報告は受けたが、作物が食い荒らされた程度と聞いている。種類もばらばらな鳥が大量に村に飛来するのは確かにおかしいが、調べさせても何も出なかった。が、今までの話を聞く限り、その鳥使いが関かん与よしている可能性はあるな」

　ウィリアムが即そく答とうした。調査は、ウィリアムの「目」と呼ばれる偵てい察さつ隊たいに命じていたのだろう。

　ウィリアムは「千せん里り眼がん」と呼ばれるほど、いろいろな事情に通じている。

　それは、彼が独どく自じに抱かかえる偵察隊を使って常に情報収集を行っているからで、誰なのか、何人いるのかは秘密にされており、ウィリアム以外誰もその実じつ態たいを知らない。

「……場所は、ルーメン、ハリス、ゴルドン」

「いずれも田舎いなかの町や村だな。何か共通点は？」

　言葉少ななハロルドに、ウィリアムは尋ねた。リツ隊長が腕を組んで眉み間けんにしわを寄せる。

「神殿……はルーメンの周辺にはありませんね」

「山に森に川沿い、西部が二カ所にゴルドンは北部……。場所もばらばらだ」

　ルーティアも、出された地名がどんなところか、頭の中で思い浮かべた。とはいえ、自分も行ったことがない場所なのもあって、共通点などまったく思い浮かばない。

「何か……何か。神獣とか、言い伝えとか……？」

　とっさに口にしたのは、単純に先日神殿を訪れた時に神獣を見たからで、ほかに理由はなかった。

　その言葉に、ハロルドは書類を閉じてテーブルに置いた。そのまましばらく、口を閉ざしたまま動かない。表情すら変化がなく、同席していた近衛隊の副官がたまりかねて「おい……」と言いかけるのを、ウィリアムが目で制せいす。

　彼は口数が少なく、ほかの隊員たちとうまく意思疎通が図はかれなかったため、いくつかの隊を転々とした後、遊撃隊に回されてきたという経緯があった。

　それを知っているルーティアも、ハロルドの言葉を辛しん抱ぼう強く待つ。

「……竜」

「竜？」

　ルーティアが聞き返すと、ハロルドは顔を向けてうなずいた。

「確か……竜が眠るという言い伝えが、どこの村にも……あったはずだと、記き憶おく、している」

「調べさせろ」

　ウィリアムが補佐官に命じるのを聞きながら、ルーティアは心臓がどくん、と大きくはねるのを感じていた。




　竜人族と呼ばれる自分。

　似たような赤い目を持つ、ダリア。

　竜を混乱させるという兄。

　そして実際、翼竜が自分の声に反応したのをこの目で見ている。何より、赤目の自分が殺されそうになったのはなぜか。

　キーワードは、……『竜』。




「竜……か」

「ああ、そういや」

　ぽつりとつぶやいたルーティアの言葉に、ファーレンが態度悪くテーブルに頰ほお杖づえをついて見返してきた。

「ほんとか噓うそかわかんねえけど、鳥使いが持ってる笛は竜も操れるって言われてるぜ」

　その言葉に、ざわっと鳥肌が立つ。

　間違いない、今回の襲撃に関係しているのは、『竜』だ。そして、……多分、ダリアは自分と同じ竜人族の血を引いている。

　今までに読んだ文献の内容を思い出す。竜人族とは、目が赤く染まり、竜を操ると書いてあった。

　まさにダリアの存在そのものではないか。

　それなら……と、ルーティアは思いついたことを口にする。

「もしそうだとしたら。こっちはそのダリアって女の存在に気を取られてるけど、本命はその笛を持っていた男ってことじゃないのか？　つまり……眠っている竜を、起こしに来た……とか」

「バカな。いくら言い伝えがあろうと、竜は神しん話わ上じようの生き物だろう。実在するかわからないもののためにそこまでの危険を冒おかすというのか？」

「一つの推すい測そくです。ですが、神話級の物と思われていた神獣が実際に現れていることを考えると、竜だっているかもしれないでしょう」

　リツ隊長の信じられないという反論にそう答えて、ルーティアは腕を組んで黙り込んだ。

　ここ数日、ルーティアは自分のルーツを探そうといろいろな文献を当たったが、少なくとも竜が実在する記録は見つけられていない。

　神獣と同じで、神殿の神話には、竜は火山を守しゆ護ごするものとして描かれたり、氷の平原に住むという伝説があったり、風を操る竜の話として読み聞かせられたこともある。

　今までだったら、ルーティアもその存在に半はん信しん半はん疑ぎになっていたところだが、豊ほう穣じようの女神イリヤのしもべと呼ばれる神獣を実際に目まの当あたりにしてみると、実在する可能性はゼロではないと思っていた。

　じりじりと焦燥感に駆られながら、ウィリアムが命じた調査の結果報告を待つ。

　今回のことで、竜人族が何か、どういうものか、どんな存在か、はっきりわかるかもしれない。

「お待たせしました」

　ノックの音とともに入ってきた書記官から渡された書類を、補佐官が受け取ってウィリアムに渡した。それを一読するなり、彼は険しい表情になる。

「ハロルド、当たりだ。確かに、すべての場所に竜にまつわる言い伝えがあった」

　会議室が一瞬ざわついた。それを制して、ウィリアムが紙をめくる。

「ハリスとゴルドンは、どちらも神殿に竜が降こう臨りんしたという言い伝えがあるらしいな。ルーメンは、村のほど近くに竜が眠ると言われている塚つかがあるそうだ。そして、グラノールの王宮には、ここで眠りについた竜を守るために建てられた城という言い伝えがあるそうだ」

「ずいぶん多いのですね。竜がいない土地だとばかり思っていたのに、調べてみると竜にまつわる話がたくさんある。まさかこの王宮にまでそのような言い伝えがあるとは、なかなか興味深い」

　リツ隊長が感心したように言う。けれど、ルーティアは首をひねった。

　竜に関する話がこれだけあって、なぜ竜人族の話は出ないのだろう？

「ほかにもいくつか、竜が封じられていると言われる場所があるが、近くに人が住んでいないせいで知られていない可能性があるな。そっちはこれから調査を出す。あとは？」

　ウィリアムが促うながすと、細い眼鏡めがねを指で押し上げながら、細身で長身の補佐官が立ち上がった。

「ほかに竜が眠ると言われている場所は三カ所。一つは南部のカンドール付近の森の中です。廃はい墟きよとなった神殿がありますが、そこは昔竜に襲われ、その神殿の神官長が命と引き換えに、神殿の地下に竜を封じ込めたという言い伝えがあります。二つ目は、同じく南部にあるエンデリン湖ですね。竜を連れた乙女おとめが湖に住み着き、やがて竜とともに岩になったという伝でん承しようがあります。最後に、北部のシュメールにある時の神の神殿です。ここには、竜の卵があると言い伝えられているそうです。但し、シュメールに異変があったという報告は、現時点では上がっていません」

「状況はわかった。が、ずいぶんと酔すい狂きようなことだ」

　ウィリアムは鼻で笑って報告書をばさりと机に投げた。

「本当に竜を狙ってきたというのなら、な。確信もなく言い伝えだけを頼りに隣国を襲撃とは。王弟派はずいぶんと追い詰められていると見える」

　それは確かに、誰の目にも明らかで。

　外交問題などどうでもいいと言わんばかりの傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振る舞いは、なりふり構っていられない状況だからか、それとも本当にどうでもいいからなのか、どちらだろう。

　ダリアの振る舞いからして、後者の可能性も捨てきれない。

　だが、次に口を開いたウィリアムの顔は剣吞な雰囲気をまとっていた。

「陛下は慎重にとおっしゃっていた。とはいえ、放置しとくわけにもいかんな。そんなもんで毎回襲撃されたんじゃ、我々グラノール国軍の面メン子ツも丸つぶれだ。あやふやな言い伝えの裏を取って対策をとるなんてのも現実的じゃない。……ルーティア、どう思う」

　ウィリアムに振られて、ルーティアは組んでいた腕を解といてウィリアムをまっすぐに見た。

「先ほど鳥に襲われたという話が、本当に竜を捜すためだったと仮定しての話ですが、私だったら、ひとまず人ひと目めにつかない場所から探し始めると思います。隣国に無許可で侵しん入にゆうする以上、人目を避さけるのは当然。目もく撃げきされれば外交問題になります。人のいない場所を探し尽くして見つからず、仕方なく危険を冒して人がいる場所を探さざるを得なくなってきたのではないかと考えます」

「ふむ、それも一理あるな。ほかにないか」

「カンドールは既に何者かが神殿跡を訪れているようです」

　そう手を上げて発言したのは、親衛隊の三十代ほどの隊員だ。

「私はカンドール出身ですが、その地で弟が神官をしています。先日手紙が来て、毎月神殿跡の清せい掃そうを行っているのですが、一週間前に訪れた時に、遺跡にある石室をふさぐ岩がこじ開けられていたそうです」

「詳くわしく話せ」

　ウィリアムに促されて、彼はうなずいた。

「石室は神しん事じの際にしか開けられませんし、中は空です。岩は数人がかりで動かす大きなものだそうで、村の周辺ではそのような怪しい集団は目撃されていないと。そのため、世間話程度に変なこともあるものだ、という認識で終わっていますね」

「なるほど。それだけでは奴らの仕業かどうかは判断できんな。だが、数人がかりで動くものも、もし翼竜を使った場合、一頭で十分とも考えられる。調べてみる価値はありそうだ」

　そうして、ウィリアムは手にしていた報告書を机の上に投げ出した。わずかに唇の端を持ち上げてにやりと笑いながら、全員の顔を見回す。

「さて、どうする」

　ふと、ルーティアはその問いが自分に向けられているものだと悟った。

　近衛隊は城内にあって王族の警護を行う隊なのだから、どうする、という問いに答えは持たない。

　これは、遊撃隊が、つまりはルーティアがどうするのかを決めろという無言の圧あつ力りよくだ。

　ルーティアは、ふーっと息を吐いた。

「私は、次の標ひよう的てきは時の神殿だと思います」

「その根こん拠きよは？」

「勘かんです」

　ルーティアは、ウィリアムの顔をまっすぐ見てきっぱりと言い切った。

「何を言っているんだ？」

「ふざけているのか」

　近衛隊から、ざわざわと批ひ判はん的てきなつぶやきが漏もれる。対して遊撃隊の面々は表情を変えずに黙ったままだ。

「勘、なあ？」

　ウィリアムが面白そうに言った。ルーティアはふっと笑った。

「実際、それもありますが。まず一つ、シュメールからは襲撃、もしくは異い変へんの報告がまだ来ていないこと。次に、ほかの場所は眠っているとか、封印されたとか、確かに神話や伝承にありがちな話ですが、シュメールには『卵がある』というのが気になりました。ほかの場所と五十歩百歩ではありますが、こちらの方が若じやつ干かんとはいえ具体的な内容なので、狙う方としても判断材料になると思います。三つ目に、私は先ほども言ったように、ほかの二カ所は人目がないからこそ、既に奴らが訪れた可能性の方が高いと思っています。以上により、遊撃隊としては次の襲撃地は時の神殿を押します」

　自分なりの考こう察さつを交まじえながら、ルーティアが答える。

　その迷いのない態度に、ウィリアムは満足そうに笑った。

「ふん、そう言うなら、シュメールの神殿はお前に預ける」

「はい」

　実際、半分以上勘のようなものだ。けれど、ルーティアなりの判断を信頼して、預けてもらえた。

　うれしいと思うのと同時に、責任感による戦せん慄りつで背中が震える。

　ウィリアムの期待で、ずしりと肩が重くなったような気がした。

　前の魔獣騒ぎの時のような失しつ態たいはないだろうなと、ウィリアムの態度からひしひしと圧迫を感じるのは当然のこととして。

　そして、この件が解決した先に、ルーティアの求める答えがあるのかもしれない。

　ウィリアムが、その場の全員を見回した。

「カンドールとエンデリン湖は俺が調査しておく。近衛隊は王宮の警備の強化。シュメールには遊撃隊を派は遣けんする。西の砦には本隊を派遣して守りを強化する。これは国王陛へい下かの意向もあって、短たん絡らく的てきに武ぶ力りよく行こう使しをするべきではないということだ。そこで、まずは西に本隊を出し、フランドールに牽制する姿勢を見せておく。その上で現王側と外交交渉で決着を模も索さくする方向になるだろう。もちろん、これは現王派のやり口ではないと陛下が理解していらっしゃるからでもある。それに、王弟派がどういう動きをしてくるか予想がつかんからな。西を固めておくに越したことはない」

　そうして、ウィリアムは一いつ層そう厳しい表情と口調で声を張り上げた。

「竜が実在するか否かはまずおいておいて、フランドール共和国が他国に侵入して村や王宮を襲ったという事実は間違いない。これは決して許されることではない。政治的な駆け引きもあるが、容赦する必要は一切なし。奴らが現れたなら……蹴散らせ。以上だ！」

　ウィリアムの言葉で締めくくり、その場はお開きになった。

　のんびりしている暇はない。明日にも出発したいところだ。

「ルーティア」

　ぽん、と肩を叩かれる。振り返ると、アスカがいつもの笑みを浮かべていた。

「なんだ」

「俺もみんなもいる。一人で抱え込むな」

「わかってる」

「……俺が言ったこと、忘れるなよ」

「……そんなに簡単に、忘れたりしないっ」

「ならいい」

　笑って、アスカはルーティアが席を立つのを待つ。

　わざわざ念を押されなくたって、約束を忘れられるはずがないのに。恨うらめしそうにアスカをちらりと見て、ルーティアはいつものように彼を従えて会議室を後にした。
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　会議後、遊ゆう撃げき隊たいの詰め所に戻って、そこで再度全員を召しよう集しゆうする。

　ハロルドがむっつりと黙だまっているのは相変わらずだが、剣の手入れをするクリスに、

『相変わらずゲテモノ趣味だな』

『うるさいな！　この剣の美しさがわからない奴やつとは話したくないね！』

　などと軽かる口くちを叩く者がいたり、ファーレンはいつも通りあくびをしてだるそうにしている。

　先ほどの戦せん闘とうで竜りゆうに吹っ飛ばされたカルヴィンとヒューイックは、

『情けない』

『鍛きたえ方足りねーんじゃねーの？』

　と数人ににやにやと突っ込まれて反はん論ろんしているし、緊きん張ちよう感かんのかけらもない。

　とはいえ、逆に気き負おいがなくリラックスしているとルーティアは見た。いつも通りなのが一番いい。

「さて、今日はご苦労だった。リツ隊長からも、ねぎらいの言葉をもらっている」

「んなもんもらったところで腹も財さい布ふも膨ふくれないっすけどね」

　そう言ったのは、毒どく舌ぜつでどこの隊にも受け入れ拒きよ否ひを食らってここに配はい属ぞくされてきたシュウだ。

「うん、それは置いておくとして、急な事じ態たいにもかかわらず、よく対たい処しよしてくれた。おかげで招待客に怪け我が人にんもなく、王妃様もお喜びだそうだ」

　ルーティアにあっさりと流されて、シュウは肩をすくめた。いちいち反応すると調子に乗る性た質ちらしく、受け流すのが一番だとこの数カ月で学んでいる。

「で、さっきの会議で決まったシュメール行きだが、異い論ろんのある者はいるか」

　さっきは勝手に「遊撃隊として」意見を述のべたが、実際隊内の意い思し統とう一いつはしていない。ほぼ事後報告のようなものだが、隊員たちは特段反対することもなくうなずいた。

「いいんじゃないすか？」

「隊長が決めたことなら」

「どこに派は遣けんされても一緒ですよ」

「……とか言って、自分たちで考えるのが面めん倒どうとかいうんじゃないだろうな!?」

　口々の同意にルーティアが睨にらむと、数名が肩をすくめたり微び妙みように視線を外はずす。

　まったくこいつらは……相も変わらず適当だ。多分半分くらいはルーティアをおちょくっている。

「ま、いいんじゃねえの。ハロルドも納なつ得とくしてるみたいだし」

　ファーレンの言葉に、ルーティアは気を取り直した。彼らの態度はアレだが、基本的に納得できないことがあれば素直に受け入れるような奴らではない。ルーティアの判断を支持するということだ。

「できれば明日には出発したいと思っている」

「まあ、向こうの方が足が速いし、こっちは馬で移動するにしても、シュメールまでは一日半だ。早い方がいいでしょうね」

　うなずいて同意したのは、地理に明るいバルドーだ。彼の言う通り、翼よく竜りゆうは飛行速度も馬の足の数倍ほどはあるはずだ。

「たとえ今日の襲しゆう撃げきと同じ規き模ぼだったとしても、シュメールでは守りの手が足りない。少しでも早く向こうにたどり着きたいところだ」

「みんな、異論はないか？」

　ルーティアの言葉に、アスカが隊員を見回すと、全員うなずいて同意した。

　ルーティアはファーレンに顔を向ける。

「ファーレン、さっき鳥使いの笛を壊こわしただろう。あれは手に入りやすいものなのか？　もし替えがないのなら、多少時間稼かせぎできるんじゃないかと思うが」

「そうだな、正直あんまり詳くわしくねーけど、一般的に道具には相性ってもんがあるだろう。剣にしても、弓ゆみにしても。笛も多分同じはずだ。ただ吹けりゃあいいってもんじゃないと思うぜ」

「確かに。ただ、最初から予備を準備している可か能のう性せいもある。こればっかりは少しでも時間があるよう祈るしかないな」

　ルーティアは眉まゆをひそめて腕を組む。翼竜との戦闘はかなりの苦戦が予想される。一つでもこちらに有ゆう利りな材料があれば、もう少し楽に事が運べるのだけれど。

　アスカがため息をつき、ファーレンもかったるそうに腕を組んだ。

「ただなあ……マジで竜を呼ぼうってんなら、単なる予備の笛じゃ無理なんじゃねーかなぁ。つーか、言い伝えは言い伝えとして、笛で竜を操あやつれるかどうかなんて誰も知らねーわけだし」

「確かにね。そもそも本当に竜を探してるのかどうかすらわかんないしねー」

　クリスが相変わらずごてごてと装そう飾しよくの激しい曲がりくねった剣を磨みがきながら他ひ人と事ごとのように言う。

　実際、ほかの村では鳥に襲おそわれたというだけで、翼竜もダリアの姿も確認されていない。異変があった場所に共通しているのが竜の言い伝えというだけだ。

　ただ、ルーティアとアスカしか知らないが、ダリアが竜りゆう人じん族ぞくだから、竜を探しているかもしれない、という可能性に食いついただけだ。

　ファーレンは珍しく真ま面じ目めな顔で天てん井じようを睨んだ。

「成功率を上げたいなら、やっぱそれなりに使い手と相性がいい笛を使わないとうまくいかないと思うぜ。そのへんのただ吹ける笛よりは、少しでもいいやつを探すだろうな。それを考えると、一日程度の猶ゆう予よはあるんじゃねーかと思う」

「なるほど。翼竜の速度を過か信しんしてのんびりしてくれたらさらにラッキーなんだがな。だが、それを考こう慮りよしても、やはりこちらは明日出発がぎりぎりってところか」

　アスカが議ぎ事じ録ろくに書き込みながら言う。ルーティアは顎あごに手を当てて視線を落とした。

「向こうは明日一日を準備期間として、明後日あさつて出発と仮定すると、シュメールまでは半日から数時間程度ってところか。翼竜がどのくらいの速度で飛ぶかわからんな……」

　翼竜の飛行速度や可能距離など、ある程度正確な情報は摑つかんでおきたい。ターゲットとなる時間を決めておいた方が予定も立てやすくなる。

「この後大たい将しよう閣かつ下かに聞きに行っては？」

「そうだな。多分翼竜の情報は西にし砦とりでから都つ度ど入っているだろうし、聞いた方が早い。そうしよう」

　アスカの提案にルーティアはうなずき、隊員たちの顔をぐるりと見回した。

「では出発は明日八時。今回は迅じん速そくさが作戦の肝きもだ。よって、できるだけ軽装。野や営えいも最低限の装備にする。最終的な翼竜対策は出発前に申し送りを行う。道中あるいはついた途と端たんに戦闘ということもありうるから、心しておけ。質問はあるか？」

　ルーティアの言葉に全員がうなずき、納得したのを確認して、アスカは議事録を閉じた。

「特にないようだからこれで終了する。準備は怠おこたるなよ。明日は遅れないように。以上、解かい散さん」

　アスカの締しめで、全員がそれぞれの机に戻っていった。

「さて、もう一仕事行きますか」

　アスカが立ち上がると、ルーティアは深いため息をついた。

「行きたくない。……すーっごく行きたくないが……仕方がないな」

　のろのろと立ち上がったルーティアに、アスカは笑った。

　おそらく、今のところ翼竜の正確な情報を持っているのは国軍大将ウィリアム、そして西の砦の者たちだろう。

　ただ、ウィリアムは西からの報告を受けて、独どく自じに彼の『目』に探そう索さくをさせているはずだ。それを考えると、西砦よりも情報は正確かつ多た岐きにわたっているに違いない。

　前回の魔ま獣じゆう騒さわぎの際には、そのへんを甘あまく見て、ウィリアムから情報をもらうのを怠った。

　結果、魔獣の飼い主だった一般人を巻き込み、自じ滅めつしてもおかしくない戦いを強しいられた。そのことで、ウィリアムから厳しく叱しつ責せきされている。

「同じ間違いはしたくないからな」

「そうですね」

　アスカはルーティアにうなずき、歩き出した彼女の後ろにいつものように張りついて、遊撃隊の詰め所を出た。

「まったく、あわただしい一日だったな」

「明日もあわただしいでしょうけど」

「違いない。まあ、面めん倒どう事ごとは待ってくれないからな。困ったものだ」

「あのダリアって女、目が赤かったですね」

　取とり留とめのない会話に交じってしれっと振られて、ルーティアは一瞬足を止める。

　それから何事もなかったように歩き始めたけれど。

「お前、見てたのか」

「ええ、まあ」

「……だからあんなに強引だったんだな」

　あれだけ感情をむき出しにしてくるアスカは珍しい。しかも、いつもは冗じよう談だんで流すか、追い詰めずに逃がしてくれるのに、今日はそれすら許されなかった。

「あんたと同じってことでしょ。だったら、身しん体たい能のう力りよく高いのもわかる。軍人としての経歴キヤリアがどんなもんかは知りませんけど、俺は結けつ構こう熟じゆく練れんしてると思いました。……翼竜なしでも、おそらく相当の強きよう敵てきですよ」

「だろうな」

　相手は翼竜を操りながらの剣さばきで、あれだけ寿じゆ命みようが縮む思いをさせられたのだ。

　ダリアが本気になったら……勝ち目は、あるだろうか。

　背後で、アスカが少し気が抜けたように笑った。

「だからって俺も熱くなりすぎました。どうもあんたが絡からむとすぐ頭に血が上のぼってだめですね。少し自じ重ちようしないと大怪我しそうだ」

「お前、それはシャレにならんからやめろ」

　ルーティアは眉をひそめてアスカを振り返る。

「前から言おうと思ってたが、私はだいたいの危険は自分でなんとかできるから、とっさの場合は自分の身を守れ」

「それはできません。さっき庭で約束したでしょ」

「そ、そうだけど、でも！」

　その場の雰ふん囲い気きのせいか、勢いで約束をしたはいいが、時間が経たつにつれ、じわじわと真ま綿わたで首を絞しめられているような気がしてきてしまったのだ。

　こんな約束をしてよかったのか、ルーティアも私的とはいえ命めいじた手前、それがアスカの足かせになるのではないか、やめた方がよかったのではないか、と。

「俺は誰がなんと言おうと覆くつがえさない。たとえあんたの願いでもね。それは、俺のプライドです」

　そんなルーティアの内心を察さつしてか、真ま顔がおで拒否されれば、ルーティアはあきらめるしかない。約束したのは自分だ。

　けれど、……ルーティアだって、傷つくアスカを見たいわけじゃない。

　それなら、取れる手は一つ。ルーティアは、長身のアスカの紺こん色いろの瞳ひとみをじっと見上げた。

「わかった。じゃあ、追加する。私の前で、絶対に傷つくな。約束だ」

　そう切り返したルーティアに、一瞬目を見張った後、アスカは笑った。

「そうきましたか。わかりました、善ぜん処しよします」

「善処はだめだ。絶対にだ」

　今度はルーティアがアスカを追い詰める番だ。逃がさない、とアスカの瞳をまっすぐに睨むと、苦笑される。

「わかりました、約束します。絶対、あんたの前で傷ついたりしません」

「それならいい」

　つん、と顎を上げてアスカに背を向け、ルーティアは再び歩き出した。

　国軍大将執しつ務む室しつの前にたどり着く。アスカが扉をノックすると、『どうぞ』と補ほ佐さ官かんの返事があった。

「失礼します」

　アスカが開けた扉を通り、頰ほお杖づえをついて手にした書類に目を通すウィリアムの前に進むと、彼はちらりと視線を上げてにやりと笑った。

「おう、よく来たな」

　想定内だったくせにわざとらしい。ルーティアはうんざりする気持ちを抑おさえる。

「お疲れのところ申し訳ありません。遊撃隊は明朝八時にシュメールに向かうことに決定しましたので、ご報告に」

「そうか。準備はどうなってる」

「できるだけ早く向こうにつきたいので、手荷物と必要最低限の野営の準備だけです」

「行程見込みは」

「騎き馬ばで一日半」

「相手の行動見込みは」

「翼竜の速度を信用して明日一日を準備に費ついやしたとして、明後日出発にて昼過ぎにはつく……と推すい測そくしますが」

「そうか。まあ道中気をつけてな」

「恐れ入ります」

　ちっとも心配などしていないのが丸わかりの口調で言われても。けれど、それも口には出さずに大人の対応をしておく。

　……態度には出ているかもしれないけれど、それは知ったことではない。口調もぶっきらぼうになる。

「ところで、翼竜の情報をいただきたいのですが」

「情報と言われてもな。漠ばく然ぜんとしすぎてなんの情報が欲しいのかわからんな」

　素直に教える気がなさそうなにやにや笑いに、ぴくりとルーティアの頰が引きつる。それを見て取ったアスカが横合いから口を挟んだ。

「翼竜の生せい態たい、身体的特とく徴ちよう、移動速度、弱点についてご教きよう授じゆいただきたいのですが」

「ということで、お願いします」

　アスカが言ってくれたのをいいことに、ルーティアはぺこりと頭だけ下げておく。それを見たウィリアムは顔をしかめた。

「ったく、隊長らしからぬ態度だな。すぐアスカに丸投げしやがって」

「ウィル爺じいが素直に教えてくれたら、こっちだってこういう態度を取らずに済むんだ」

　ルーティアにふんっとそっぽを向かれ、ウィリアムの矛ほこ先さきが変わる。

「お前も甘やかすとためにならんぞ」

「申し訳ありません」

　じろりと睨まれたアスカは苦く笑しようするが、ある程度甘くなってしまうのは大目に見てほしいと思う。

　殊しゆ勝しような態度のアスカをクソ面おも白しろくもなさそうに眺ながめたウィリアムは、傍かたわらに立つ補佐官を見上げた。

「おい、アレ出してやれ」

「かしこまりました」

　ウィリアムの言葉に、補佐官はすぐに立ち上がって、壁に作りつけられた棚から一つのファイルを抜き取ってルーティアに差し出した。

「閣下の命で、翼竜についてまとめてあります。どうぞ」

「やっぱりあるんじゃないか！　素直に出せばいいものを……！」

「ガキじゃねえんだ。黙ってりゃなんでも出てくるわけがなかろうが。教えてほしいならちゃんと手順を踏ふまんとなあ！」

　ぎりぎりと歯ぎしりするルーティアに、ウィリアムはがははと笑って斬きって捨てた。

　それでもファイルを受け取って目を通す。

「肢あしや体を覆おおう鱗うろこは硬かたいが、腹は幾いく分ぶん柔らかい、か。剣も通るんですね？」

「ああ。西では剣で倒せているようだ」

　ルーティアの確認に、ウィリアムがうなずく。

　アスカが横合いから資料を覗のぞき込んだ。

「……なるほど、夜よ目めはきかない。ということは夜間の移動はないわけですね」

「夜行動できないのは貴き重ちようだな。休きゆう息そくが確実に取れる」

　資料を読み込みながら、一つ一つ確認していく。

　とにかく一対一にならないこと、一頭に対し複数でかかること、関かん節せつ部分が比ひ較かく的てきもろいことなど、翼竜に剣で対抗する方法が簡かん潔けつにわかりやすくまとめられている。

「それは、ライナスが送ってきたものだ。要点がはっきりしているし、わかりやすい」

「兄様が……」

　ライナスが、西で翼竜たちとどのように戦ってきたのかが透すけて見えるようだった。経験に裏づけられた資料は、貴重なものだ。

　戦場では、情報次第で戦せん況きようが変わる。これだけの資料があれば、対たい策さくも立てやすい。

　ウィリアムが常日ごろ言う『準備を怠るな』という言葉を、兄は間違いなく実じつ践せんしている。それはこの資料を見るだけでも明らかだった。

　今はまだ、全然追いつけない。けれど、少しでも追いつきたい。ウィリアムとライナスの背中は、まだまだ遠い。

　ルーティアはファイルをぱたりと閉じてアスカに渡した。

「ありがとうございます。作戦はこれから考えますが、今回はましな報告ができるよう努つとめます」

「ふん。まあそう気負うな。行ってこい」

「ありがとうございます」

　……今度会った時には、『よくやった』と言わせてみせる。背中は遠いけれど、いつか絶対に追い越してみせる。

　ひらひらと手を振るウィリアムに頭を下げ、二人は大将執務室を後にした。

「さて、……明日だ」

「ええ。どうなるでしょうねえ」

「それは誰にもわからんな」

　準備期間は少ないかもしれないが、できる最さい善ぜんを尽つくすだけだ。

　そうとはわかっていても漠然とした不安を抱かかえたまま、ルーティアは窓の外の夕日に染まる空を眺めた。










　一日半の行程は、順調だった。敵の襲しゆう撃げきに遭あうこともなく、予定の時刻より一時間半ほども早くシュメールに到着できた。

　町は腰の高さほどの石造りの塀へいでぐるりと囲われていて、入り口には立りつ派ぱな石せき柱ちゆうが建てられている。

　そこを通り抜けながらルーティアは空を見上げた。

「さて……。ついたはいいが、どう転ぶか……」

　翼竜の方は、夜明けとともに出発したとしても七時間ほどかかるだろうというのが、資料から推測した結果だ。

　長時間の飛行は、翼竜にも騎き手しゆにも負ふ担たんが大きいらしく、途と中ちゆうで休きゆう憩けいを挟む必要がある。それを考慮すると、早ければ昼ごろにはシュメールに到とう達たつするはずだ。

「……もし本当に、この町を目指しているならば、の話ですけどね」

　道中、この話をした時に、アスカがそう言った。まさにその通りだ。

　自分の勘かんを信じてここまで来たはいいものの、いまだに確信できる材料はないのが現状。

　そもそもシュメールへの襲撃自体まったくなかったら、先走ったルーティアが責せめられるだけだ。けれども、もしもここではないほかの場所が襲撃されたとしたら。

　責められるのは国軍であり、ウィリアムだ。

　奴らが来ても来なくても、ルーティアにとっては気が重い状況だった。




　幸いにも、到着した北の神しん殿でんはまだ襲撃を受けていなかった。

　まずは神官長にあいさつをして、竜について詳しい話を聞くことにする。

　全員を神殿の外に待たせ、ルーティアとアスカの二人が入り口に立つ神官に名前を告つげる。ウィリアムから、神殿を通じて来らい訪ほうの連絡は入れているため、すぐに中に通された。

　応接室に案内され、間もなく白い祭さい服ふくを身にまとった神官長が現れた。

　神官長は、グレーの髪を後ろに撫なでつけた、壮そう年ねんの終わりほどの年ねん齢れいの男性だった。

「急な訪問で申し訳ありません。グラノール王国国軍遊撃隊隊長を務めますルーティア・オルドバーンと申します。こちらは副官のアスカ・フラメル」

「よろしくお願いします」

「神殿経けい由ゆでお話は伺うかがっております。幸い、まだ異変はありません。どうぞ、お座りください」

　勧すすめられて、ルーティアはテーブルについた。アスカはいつも通り、ルーティアの背中を守る位置に立つ。

「さっそくですが、言い伝えについて教えていただきたいのですが」

「わかりました。こちらの文ぶん献けんになります。もう何百年も前になりますが、神官長を務めた者の日記です」

　あらかじめ用意してくれていたようで、示された書物は、麻のひもで綴とじられてすっかり色あせた、とても古い紙の束たばだった。かなり年月が経っているようで、ところどころ虫食いの跡あとも見える。

　神官長は壊さないように注意深くページをめくって、ある箇か所しよで手を止める。

「裏の山の中ちゆう腹ふくに巨大な洞どう窟くつがあるのです。竜がその中で飛行できるほどに大きな空洞になっています。そこは、はるか昔竜の巣と呼ばれていた場所でした」

　そう言って、神官長の指が文字をなぞる。現代の書き文字と違い、ルーティアには判はん読どくはできなかった。

「ここに、『竜の巣で竜の卵を見つけた。竜たちがここで生活していた時に産さん卵らんしたものに違いない。この地は地ち脈みやくが通り、雲が生まれる場所で、大地と大気の力が濃こい。竜はいつ目覚めるかわからないが、きっと数百年の後、自然の力を蓄たくわえて目覚めるだろう』と書かれています。この記き述じゆつにより、神殿では何度も洞窟を調べたようですが、記録上竜の卵と思おぼしきものは一切見つかっておりません」

「そうですか」

　ルーティアは神官長の言葉を聞いて考え込む。

　日記となると、信しん憑ぴよう性せいに欠ける。空くう想そうやでっち上げ、ウケ狙ねらいで書かれた先人の日記というものが多数存在するからだ。

　しかも、結局卵は見つかっていない。これをどう受け取るべきか。

　考えても答えが出ないものは一いつ旦たん置いておく。すぐにそう決めて、ルーティアは神官長に尋たずねた。

「その洞窟に行くには、時間がかかりますか」

「いえ、昔から洞窟への通路が作られていますので、そうかかりません。徒と歩ほで十分から十五分といったところでしょうか」

「そうですか。では、そちらに案内していただけますか」

「わかりました。神官に案内させます」

「お願いします」

　まずは現場を見ておきたい。どういう場所で、どういう地形なのか。もしかしたら、内部での戦闘も考えられる。

　案内の神官が到着し、ルーティアとアスカは立ち上がった。




　竜が眠るという洞窟はすぐ近くにあり、神官長の言う通り神殿から徒歩十分ほどで入り口についた。時の神の紋もん章しようを刻んだ石柱が、入り口の両側に建てられている。

「ファーレンと一班はここで待たい機き。念のため警けい戒かいに当たってくれ。何かあったらすぐに知らせろ」

「了りよう解かい。中では迷ったりしないか？」

「はい、一本道ですので心配ありません」

　ファーレンの問いに神官が答える。

　一班を警戒に当たらせ、残りは神官の後に続いた。

「ここは、竜を祀まつる場所として祭さい事じを行いますので、通路はしっかりと作ってあります」

　と神官が言う通り、堅けん牢ろうな石組みで、幅はばも広く天井も高い。明かりも魔法石のランプが使われ、十分な明るさが保たもたれていた。馬での歩行も可能なくらいだ。

　通路に入って二、三分ほど歩くと、広い部屋が見えてきた。……と思ったが。

「これは……デカイな」

　バルドーがあっけにとられたようにつぶやいた。

　竜の巣と呼ばれているというその場所には、巨大な空間が広がっていた。

　頭上は見上げるほど高く、奥行きは百メートルほどはあろうか。王都のイリヤ神殿が丸ごと入ってしまいそうなぐらいの大きさだ。

　入り口から見て左手は、斜ななめ上方にぽっかりと穴が開いていて、日の光が差し込んでいる。そのせいで、洞窟内は明るかった。

「いくつか横穴があるのがわかりますか。あれが巣穴だと言われています」

　神官の説明の通り、右手側にはいくつか口を開ける横穴が見て取れる。それもかなりの大きさがあるようで、この規模を人の手で作ったとは説明できない。自然にできたものか、それとも竜たちが作ったものか。竜の巣穴と言われても、信じてしまいそうだ。

　と、外で警戒していたファーレンと一班があわてた様子で駆かけ込んできた。

「来たぞ！　数が多い。七頭いる！」

　その緊きん迫ぱくしたファーレンの言葉に、一気に空気が張り詰めた。

「当たったな」

　ルーティアが舌打ちをする。予よ測そくが当たったところで、うれしくもなんともないが。

「わかった、神官殿は神殿へ避ひ難なんを！」

「わ、わかりました！」

　神官があわてて走り去るのを確認して、ルーティアはすらりと剣を抜いた。

「七頭か。多いな……。とはいえ、やれるだけやるしかない。いいか、絶対に一人になるなよ。みんな、行くぞ！」

「了解！」

　鼓こ舞ぶすると、全員が答えてそれぞれの武器を手にした。

「では、手て筈はず通り。ファーレンとハロルドは飛び道具で援えん護ご、四人一組で一頭に当たるぞ。散さん開かい！」

「了解！」

　全員が洞窟内に展開すると同時に、翼竜が数頭飛び込んできた。

　先頭のダリアが旋せん回かいして、ルーティアたちを見るなり忌いま々いましげに顔をゆがめる。

「お前、来てやがったのか！」

　けれど、次には赤い唇くちびるで高らかに笑った。

「だけど、あたしたちはお前らの相手をしに来たんじゃないんだよ。そこで指を咥くわえて見てな！」

　ダリアの後ろに乗っているのは、件くだんの鳥使いの男だ。今日手に持っているのは、銀色の笛。それを口に当てて、息を吹き込む。

　とたんに、翼竜たちが激はげしく羽ばたき、大空間を旋回した。

「ちっ、ばさばさとうるさいんだよ！」

　そう吐はき捨てて、ファーレンが大だい弓きゆうを構かまえる。ぎりぎりと引き絞しぼった弦つるが空気を震ふるわせ、一頭の頭を貫つらぬいた。

　続けてもう一頭、騎手がかろうじて手た綱づなを操るも、かわした隙すきに翼を射い抜ぬかれて、それ以上飛ぶことができず地に落ちる。

「バカな！　鱗を貫けるのか!?」

　ダリアが驚きよう愕がくしたように、頭を貫かれて動かなくなった翼竜を見る。

　彼女が王宮を襲撃した時には、ファーレンは遠く離れた時計塔から怪かい鳥ちようを落とし、ダリアが乗った翼竜を王宮から引き離すように牽けん制せいしていた。

　そして、翼竜は翼の被ひ膜まくが薄いため、武器が通りやすい。ファーレンは離り脱だつの際さいにダリアが乗った翼竜の翼を射抜いている。彼女はファーレンを、単純にいい腕の狙そ撃げき手しゆくらいに思っていたのだろう。

　けれど、翼竜の鱗は矢も通さないほどに硬かたく、厚いはずだ。その装そう甲こうを撃うち抜けるような凄すご腕うでだとは考えていなかったに違いない。

　その隙を逃のがさず、ルーティアは鋭するどく命じた。

「かかれ！」

「これ以上落とされるのはまずい！　お前たちは外に出ていな！」

　ルーティアとダリアが同時に怒ど鳴なった。ダリアの命令で、彼女以外の飛行可能な四頭の翼竜たちが脱だつ出しゆつする。

　翼竜の鱗がどんなに硬かろうが、ファーレンの弓だけは、そんな事情丸まる無む視しだ。

　七頭も翼竜がいるのはルーティアたちには想定外だが、ファーレンの弓の威い力りよくは向こうにとっての想定外だろう。

「貴き様さま、よくも落としてくれたな！」

　ファーレンは憎にく々にくしげに睨みつけるダリアに、不ふ敵てきに笑ってみせる。

「的まとがでかくて助かるぜ」

　言うなり、再び大弓の弦が唸うなりを上げた。

　弾はじき出された銀線を、ダリアの剣が弾く。ファーレンの追つい撃げきをかろうじてかわしながら、ダリアの翼竜が天井近くまで舞い上がった。

　先に翼を射抜かれて地上に落ちた翼竜を、待ち構えていたハロルドの、唸りを上げるハンマーから打ち出される礫れき岩がんが打ち据すえる。

　いかに鱗の硬い翼竜といえども、子供の頭ほどの大きさの岩を巨大なハンマーのフルスイングで撃ち込まれれば、痛手は食らうらしい。

　岩の一撃を顎あごに食らい、ぐらりと体勢を崩くずした翼竜に、手の空いている全員で斬りかかった。

　乗っている騎手は、さすがにダリアほど翼竜を操る技術はないのか、剣の攻撃を避よけきれずに翼竜はみるみるうちに血に染まってゆき、やがてどうっと倒れた。

　それを見たダリアの目が、カッと色を変えて燃え上がる。

「邪じや魔まばかりしやがって！　竜はあたしのものだ！」

　ダリアが叫さけび、ファーレンの矢をかわしながら翼竜が旋回する。その背で、振り落とされないよう鞍くらに必死に摑まっていた鳥使いの男が再び笛を口に当てた。

　音もなく、空気だけが震える。

　人の耳には聞こえないその音が、洞窟に満ちた。

　その直後。

　どこからともなく耳を震わせるような咆ほう哮こうが響ひびき、山が、激しく揺れた。

「なんだ、地じ震しんか!?」

　全員、立っていられない。戦闘が中ちゆう断だんする。

　一方、怯おびえたように暴れ始めた翼竜たちは、戦闘どころではない。

「なんだ、今の吠ほえ声ごえは!?　おい、落ち着け、暴あばれるんじゃない！」

　それは、ダリアが乗る翼竜すら例外ではなく、彼女がいくら手綱を引いても叱しかりつけても、嫌いやがって暴れるだけだ。

　外で旋回している翼竜たちも、恐きよう慌こう状態で騎手が振り落とされそうになっている。

「チッ、この役立たずどもが！　一旦引き揚あげるぞ！」

　らちが明かないと見たのか、ダリアが手綱を引いて翼竜の首を巡らした。

「ここは危険だ、私たちも脱出するぞ！　急げ！」

　ルーティアも鋭く命じ、一斉に走り出した。

「早く、走れ！」

　隊員たちを先に行かせ、最後に走るルーティアの足元に、からからから、と音を立てて、拳こぶし大の石が次々と落ちてくる。

（まずい！）

　これは、崩れる予よ兆ちようだ。

　だが、通路まで飛び込めれば。

　ルーティアは、直前を走るアスカの背中を追いかける。

（間に合わないか……！）

　あと一歩、いや半歩、スタートが早ければ。紙かみ一ひと重えの差で、巻き込まれる。ルーティアの経験が、そう告げている。

　ゴゴゴゴ、と不ふ穏おんな音がして、絶ぜつ望ぼう的てきな気持ちに支配されかけたその時。

「ルーティア！」

　アスカの声とともに腕を取られて突き飛ばされていた。

　通路へと転がり出たその瞬間、轟ごう音おんとともに岩が崩れ落ちた。

　頭をかばって地に伏せたルーティアの上に、石つぶてがいくつも降りかかる。ようやくそれが収まったところで、もうもうと立ち込める土つち煙けむりに咳せき込みながら、ルーティアは起き上がってあたりを見回した。

「アスカ、無事か！」

　呼びかけるが、反応はない。胸むな騒さわぎに、ルーティアは手探りで進む。

「アスカ、返事しろ！」

　通路は堅牢な石造りで、崩れる心配はなさそうだ。大広間への入り口も埋うまっていない。一部が崩れただけのようだ。

　土煙が徐じよ々じよに収まり、洞窟内に光が戻ってきて、そして。

　ルーティアは愕がく然ぜんとして立ちすくんだ。

　そこには、右半身ががれきに埋まったまま意識のないアスカが横たわっていた。

「あ……アスカ、アスカアスカアスカぁぁっ!!」

　ルーティアはくずおれるように駆け寄った。指に血がにじむのも構わず、必死にアスカを掘り出そうと、素す手でで土や石を取り除のぞいて……。

　震える手が、止まった。

「な、なんで……こんなっ……！　なんで、アスカが……なんでぇっ!!」
















　絶ぜつ叫きようするルーティアの目に映ったのは。

　大きな岩の下した敷じきになっている、アスカの右腕だった。

「アスカ、アスカぁっ！　目を開けろ、返事しろ！　アスカ！」

　岩の下からじわりじわりと広がっていく流血をどうすることもできず、ルーティアは狂くるったように名前を呼び続けることしかできない。

「ボス、大丈夫か!?」

「アスカは!?」

　その時、先に出た仲間たちが戻ってきて、一いち様ように立ちすくむ。

　誰の目にも、アスカの腕が無事でないことがわかる状況だった。

「早く、アスカを助け出さないと！　早く！」

「わかった、ボス、落ち着け！」

「アスカ、アスカ！　返事しろ！」

　ファーレンの声も聞こえていないのか、取り乱したルーティアが意識のないアスカにすがりつく。

「ボス、アスカを揺らさないで！　とにかく離れて！　バルドー、手伝って！」

「おっさん、岩どけるぞ！　全員手伝え！」

　取り乱すルーティアを、クリスとバルドーが無理やり引きはがす。

　ファーレンは岩を動かせるかどうかを確認しながらハロルドに怒鳴った。

　その時、アスカの無事な左手がぴくりと動いた。

「アスカ！」

　それに気付いたルーティアの叫びに、アスカの震える瞼まぶたがゆっくりと開いて。

「……っ、うああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　絶叫が、響いた。

「アスカ、動くな！」

「誰か、神殿に行って担たん架か持ってきて！　それと治ち癒ゆの奇き跡せきが使える神官連れてきて！」

　ルーティアは、糸が切れたようにかくんとその場に膝ひざをつく。

　ファーレンとバルドーが、今度はもがくアスカを押さえつけ、クリスはルーティアを支えながら後ろにいる隊員に鋭く指示を飛ばす。

「ルーティア……」

　最初に絶叫を上げてから、左の袖そでを強く嚙かんで声を漏もらさなかったアスカが、そこでかすれた声でルーティアを呼んだ。

　ルーティアは、這はうようにしてアスカのそばにたどり着く。

「アスカ、私はここだ！　わかるか!?」

「ルー……無事、か……？　怪我……は」

「ない！　大丈夫だ！」

「よ……かった……」

「よくない、バカっ！　なんでかばったりしたんだ！　こんな……こんなの、頼んでない……っ！」

「ぐっ、うううううっ!!」

「アスカ!!」

　顔をゆがめ、びっしりと脂あぶら汗あせを浮かべながらアスカが再び隊服の袖に嚙みついた。

　押し殺した呻うめきに、ルーティアは耳をふさぎたくなる。

　けれど、はあはあと息を乱しながら、血の気のない顔で、アスカが笑った。

「だって、約束したでしょう……。何があっても、どんなことがあっても……、すべてのことから、あんたを……守るって……」

「だからってお前がこんなになったら意味がないんだ！　私の目の前で絶対に傷つかないって約束したのに！」

「す、みませ……。う、ぐ……っ」

　謝ったアスカの顔が、苦痛にぐうっとゆがんだ。喉のどの奥で、こらえきれない叫びがぐるぐるとこもる唸り声になって漏れる。

　そのアスカを押しつぶしている岩を取り除くために、ハロルドと数人が太い木材を持って駆け寄った。てこで岩を浮かせようというのだろう、てきぱきと準備を進めていく。

「ちょっと、さすがに……やばそう……」

　荒い息、土つち気け色いろの顔、脂汗が滴したたる顔をゆがませて、腕を大きな岩の下敷きにされたまま痛みに転げ回ることもできないアスカの声は、今まで聞いたこともないほど力なくかすれていて──。

「俺の腕……死ぬほど痛い……。熱くて、どうなってるか……わからない……。無理かも……」

「しゃべるな！」

　叱ったルーティアの声は、ほとんど悲鳴だった。

　何もできない。声をかけることだけ、そばにいることだけ。己おのれの無力さに、ルーティアは震える。

「アスカ、アスカ……大丈夫、大丈夫だから……」

　大丈夫だなんて思えない。そんなの、目の前の光景を見れば痛いほどよくわかってしまう。この状況で、そんな楽らく天てん的てきな言葉しか出てこない自分を引っぱたきたい。

　アスカの無事な左手が、ゆっくりと上がった。

　色を失うしなったアスカの唇が、わずかに開く。

「ルーティア、手……握っててくれ……」

　その声に、ルーティアはすがりつくように両手を伸ばした。瞬間、包つつんだ手にありえないほどの力がこもる。握りつぶされそうな気がするほど。

　けれど、それはアスカが生きたいと望む力のように思えた。それだけの力がまだあるならなんとかなる。そのわずかな希望のように。

「神官はまだか!?」

　岩を動かす準備ができて、ファーレンが苛いら立だたしげに叫ぶ。

「すまん、待たせた！」

「遅い！　おっさん、行くぞ！」

「了解した」

　槍やり使いのグウィンが神官を連れて戻ったのを確認し、隊員五人が『せーのっ』と声を合わせ、嚙ませた木材に体重をかける。ゆっくりと持ち上がった隙間から、クリスとバルドーが慎しん重ちようにアスカの体を引きずり出した。

「ぐっ、うううううぅぅぅっ!!」

　自分の左袖を嚙んだまま、殺しきれない苦痛にアスカの口から獣けもののような唸り声が漏れた。

　それが途と切ぎれ、ふっ、とルーティアの手を握っていたアスカの左手から力が抜ける。

「嫌だ、アスカ！」

　一瞬意識が遠のいたのか、ルーティアが叫ぶと再び左手に力が戻った。

　が、ルーティアは頭が真まっ白しろになる。

　やっと助け出されたアスカの状態は……見るに堪たえなかった。

　ありえない角度に曲がったまま押しつぶされたらしい右腕は、ほとんど原形をとどめていなかった。

　動かしたことで痛みが増したのか、アスカのうめき声が一いつ層そう大きくなる。

　神官も状態のひどさに息を吞み、すぐに治癒の奇跡を施ほどこすが、しばらくして顔を曇くもらせてルーティアの方を振り返った。

「このままでは、腕を切せつ断だんするしかない。ここでは満足な治ち療りようは無理です。とにかく少しでも痛みを和やわらげるための術を使いますので、急いで神殿に運びましょう」

「神殿に行けば、治療できますか!?」

　ルーティアのすがるような声に、神官は表情を変えない。

「治るかどうかは、この方次第です。詳しくは神官長よりお話しいただきますので、とにかくすぐに神殿へ戻りましょう」

　担架に乗せられ、アスカが洞窟から運び出される。腕にかけられた布は見る見るうちに血に染まり、神官はその上に手をかざして治癒術を使いながら、神殿へと急いだ。

　神殿に到着すると、すぐに祭さい壇だんの間に通される。

　そこには神官長が待ち受けていて、布をめくってアスカの状態を確認し、眉をひそめた。

「これはひどい……」

「神官様が、治るかもしれないとおっしゃった。どうしたらいいのですか!?　本当にアスカの腕は治りますか!?」

　詰め寄るルーティアを、神官長は片手をあげて制せいした。

「ここは時の神殿。時を巻き戻す秘ひ術じゆつが存在します。それを使えば、あるいは元通りになるかもしれません。……はっきり言えば、この腕を元通りにしたいのならば、それ以外に方法はありません」

「ではその秘術を使ってください、すぐに！　お願いします！」

「落ち着きなさい。秘術は万ばん能のうではありません」

　勢いきおい込むルーティアを、神官長が静かに止めた。ルーティアはぐっと黙り込む。

　元に戻るのか、戻らないのか。アスカは助かるのか、助からないのか。

　怪我の状態も出血もひどい。一いつ刻こくの猶ゆう予よもない。焦しよう燥そうばかりが募つのっていく。

　神官長が口を開いた。

「まず初めに、時を巻き戻す秘術は、最悪の場合命の危険があることを承しよう知ちしておいていただきたい」

「命の……危険？　なぜです？」

　アスカは今、命の危険にさらされている。それなのに、秘術を使った場合でも危険だとは、どういうことなんだろう。

　混乱して言葉もないルーティアに、神官長は続けた。

「時を巻き戻すとは、そのままの意味です。言ってしまえば、彼の腕がつぶれていく過程を、逆戻りしていくということ。それの意味することが解わかりますか？」

　神官長の言葉が、うまく頭に入らない。つまり、アスカの腕はどうなるというのだろう？

　同じくその疑問を抱いだいて何も答えられない遊撃隊一同を神官長は見渡した。

「つまり、受けた痛みも巻き戻るということです。さらに言えば、時を巻き戻すということは、今現在流れている時間に逆らうことになる。その大きな流れに逆らって元の状態に戻すには、こうなった時間の何倍もかかります。つまり……」

「つまり？」

　ファーレンが聞き返す。

「腕が元に戻るまで、苦痛を何時間にもわたって味わい続けることになる。ただでさえ重じゆう篤とくな状態ですから、想像を絶する痛みを感じることになるでしょう。過去には、痛みのあまり気が触ふれたり、ショックで命を落とした者もおります。代だい償しようは大きい。危険な賭かけです。それでも、術を使うことを望みますか？」

　その言葉に、全員が言葉を失った。

　秘術を使わず助かるためには、右腕をあきらめるしかない。けれど、そうなると必ひつ然ぜん的てきに国軍を退たい役えきするしかなくなる。

　右腕を残すために秘術を使う方法を選択した場合でも、百パーセント助かる見込みはない。

　どちらにしても、アスカが危険なことに変わりはなかった。

「そ……れでも、いい……。やります……」

「アスカ！」

　答えたのはアスカだった。失しつ血けつがひどいせいか、呼吸が弱い。かすれる声で、それでもはっきりと言い切った。

「腕が、元通りになるというのなら……、どんな苦痛も、耐たえてみせる……。俺は……まだ、ルーティアの副官でいたい……。それしか方法が、ないの……なら……、迷う理由なんか、ない」

「アスカ……！」

　その瞳は、力を失っていない。ルーティアは己の無む力りよく感かんにぐっと拳を握りしめた。

「わかった。神官長様、お任まかせします。アスカをどうかよろしくお願いします」

「わかりました。状態がよくないので、すぐに始めましょう。準備ができましたら呼びに来ますので、少しお待ちください」

　そう言って、神官長は数人の神官を連れ、祭壇の奥の間に入っていった。

　アスカのそばには洞窟からずっと付き添ってくれた神官が残り、術の準備ができるまで、治癒と痛みを和らげる術を施してくれていた。

　アスカがルーティアを見る。

「ルーティア……。あんたの上着、俺に……貸して、ください」

「え」

　唐とう突とつな願いにルーティアが戸と惑まどっていると、アスカは紫むらさき色いろの唇でうっすらと笑った。

「なんか、死ぬかもしれないって……脅おどされたんで。……お守りが、欲しい……」

「そんなことぐらい……っ」

　泣きそうになりながら、ルーティアは上着を脱いでアスカの上にかけた。

　いつの間にか、ほかの隊員たちは姿を消している。

「後で、お前の手で返せよ。お前、私の目の前で絶対傷つかないって約束したのに、破ったんだ。今度破ったら、もう許さないからな！　……無事に戻ってこい。必ずだ！」

「ありがとう、ございます……。新品を、返しますよ。これは……もらいます。もう……俺のものです」

　無事な左手で上着を胸に抱くアスカの喉が、苦痛にぐうっと鳴る。

「アスカ！」

「大丈夫……。いいから、あんたは、みんなのところに……戻りなさい」

「でも……っ！」

　アスカの震える左手が上がった。つうっ、とぎこちなく目元をこするのを、泣きそうになりながら受け止める。

「はは……目、赤いな……。俺のこと、心配してる？」

「当たり前だ！」

「ここにいたって……あんたには、何もできない……。いいから、戻れ」

　蒼そう白はくな顔で、それでもしっかりした声で、アスカが言う。

　けれど、少しの間をおいて、アスカの瞳が揺れた。

「一つだけ……頼んでも、いいか？」

　その表情は、ひどく頼りなかった。

　当然だ、ここまでこれだけ気き丈じようでいられたことの方が、奇跡に近い。不安にならないわけがない。目の前に死を突きつけられているのだ。平静を保てなくて当然だった。

「ここから出た時、必ず……そばにいてくれ……。もし、俺に……意識が、なくても。もし、息……をしてなくても……。……ただ、あんたにそばにいて……ほしい……」

　は、と弱い吐息をこぼしながらの懇こん願がんに、ルーティアの視界が涙でゆがんだ。

「バカなことを言うな！　縁えん起ぎでもない……っ」

　叱りつけるように言って、ルーティアは薄く笑ったアスカの左手を両手でぎゅっと握りしめた。

　そして……身を乗り出し、アスカの額にこつんと自分の額をぶつける。

「絶対、そばにいる。約束するから、だから……早く、戻ってこい」

「了解、ボス」

　アスカの左手が、緩ゆるく握り返される。もう、込める力もないのだろうか。

　これから生死をかけた戦いに臨のぞむアスカに、泣き顔は見せられない。ルーティアは涙をこらえながら、アスカから離れた。

　するりと抜けた手を、本当は離したくなかった。

「お待たせしました、準備ができました。行きましょう」

「お願いします……」

　その返事を残し、アスカは神官たちの手で奇跡の間へ運び込まれていった。

　涙をこぼさないように必死で、ルーティアは唇を嚙みながら、一言も言えずにアスカを見送るしかなかった。
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　時とき折おり響ひびく苦く鳴めいに、耳をふさぎたくなるのをこらえて、何時間が過ぎただろう。

　遊ゆう撃げき隊たいは神しん殿でんの一部屋を待たい機き用に用意してもらったが、そこに戻るのを拒きよ否ひしたルーティアは、アスカの『戻れ』という言葉も聞かずに祭さい壇だんの間まに残っていた。

　気を使った女性神官が椅い子すを持ってきてくれ、そこでひたすら時が過ぎるのを待つ。

　その間、目のいいファーレンが山の方を見てくれていたようで、途と中ちゆうで隊長と副官に代わり、国軍への報告をまかせたハロルドと一緒にやってきた。

「翼よく竜りゆうたち、しばらく山の上を旋せん回かいしてたけど、どうも嫌いやがって中に入ろうとしなくてな。一時間ぐらいぐるぐる回った後、あきらめて南の方に飛んでいったぜ。その後は戻ってきてない」

「わかった。翼竜たちの様子がおかしいのは、あの何か叫さけんでいたような声のせいかな……」

「声？　なんの？」

　怪け訝げんそうに聞くファーレンに、ルーティアの方が驚いた。

「あの地じ震しんみたいに揺れた時、がおーっていうか、なんか叫ぶような声がしただろう？」

「は？　そんなの聞いてないぜ。なあ？」

　ファーレンが振ると、ハロルドもうなずいた。

「そんなバカな……」

「聞き間違えたんじゃねーの？」

　けれど、ルーティアには確かに聞こえたのだ。

　腕を組んで、その時のことを思い出してみる。

　鳥使いの男が笛に強く息を吹き込んだ。その音は聞こえなかったけれど、すぐに咆ほう哮こうが響いて、山全体が揺れた。

（気のせいか？　それとも、私にしか聞こえていない……とか……？　いや、そんなはずはない。ダリアも『今の吠ほえ声ごえ』と言っていたのを、確かに聞いた）

　そう思った時、突然答えがひらめいた気がした。

（そうか。あの声は、私たち……私とダリアにしか、聞こえていない）

　ルーティアは自分の勘かんが正解だと確信した。

　間違いない、あの声は、竜のものだ。竜は、洞どう窟くつにいるのだ。

　正確に言えば、あの声が聞こえたのはほかにもいる。……翼竜たちだ。

　あの時、翼竜たちが恐きよう慌こう状態に陥おちいったのは、竜の声が威い嚇かくか、攻こう撃げきの前ぜん兆ちようを示すものだったからではないだろうか？

　竜と翼竜の関係性はわからないが、少なくとも竜の存在は神話級のものだ。だとしたら、能力で翼竜に劣おとるということはないように思える。

　自分より強いものから発せられた威嚇に怯おびえての行動なら、しっくりくる。一いつ旦たん山から離り脱だつした翼竜たちが、その後再度洞窟に入るのを嫌がったことからも、それを裏づけているような気がした。

　その時、祭壇の間に切れ切れの声がかすかに届いた。

『ぐぅっ、ああああぁぁ……あぁぁ……』

　ルーティアの顔が凍こおりつく。ファーレンは、ちっ、と不ふ機き嫌げんそうに舌した打うちをしながらがりがりと頭をかいた。

　ハロルドはさすがにはっきりと動どう揺ようを表には出さなかったが、気遣うようにルーティアの肩をぽん、と一つ叩いた。

　大きく息を吐はいて気持ちを静め、ルーティアは二人を見た。

「状況はわかった。報ほう告こくご苦労。もう日も落ちたし、夜の間は翼竜が動くことはない。二人とも部屋で休んでくれ」

「ボスはどうするんだ？　あんたも休んだ方がいい」

　珍しく気遣うようなファーレンの言葉に、ルーティアは力なく笑って首を横に振った。

「ありがたいが、目が冴さえて眠れそうにない。それに、アスカがいつ出てきてもいいように、ここで待ちたいんだ」

「けど……」

　ハロルドが、今度は食い下がるファーレンの肩にぽん、と手を置いた。そのままファーレンの体を、大聖堂の出口の方へくるりと方向転てん換かんさせる。

「おいおっさん、わかったって、やめろ！」

　ファーレンは嫌そうにその手を払いのけてため息をついた。

「おっさんが戻れって言うから戻るけど。なんかあったら知らせてくれよ、ボス」

「ああ、わかった。気を使わせてすまない。ハロルドも、ありがとう」

　ファーレンは不機嫌そうにひょいと肩をすくめ、ハロルドはいつもの無表情のまま一つうなずき、二人はルーティアを残して控ひかえの間に戻っていった。




　じっと椅い子すに座っていると、時間が経たつのがとてもゆっくりに感じられる。

　時々胸のポケットから時計を取り出して確認してみるが、針はりは一いつ向こうに進まない。

（いつまでかかるだろうか……）

　ルーティアは、膝ひざの上で組んだ両手に額を落とす。その顔は、苦く悩のうと疲ひ労ろうがありありと浮かんでいた。

　彼女が座る椅子の隣となりに、もう一つ椅子が並べられて、陶とう器きのコップが一つ置かれていた。

　これは、クリスが持ってきてくれたものだ。

　最初は濃こい目の温かい茶を運んできてくれた。二度目には、柑かん橘きつの果か汁じゆうにしょうがをすりおろし、はちみつを加えて湯を注そそいだ、温かくて甘あまい飲み物にビスケットを二枚添えて持ってきてくれた。

「ありがとう、クリス」

「気にしないでよ」

　礼を言うと、クリスは笑ってそう言った。

「飲み物だけでも口にしないと、いざアスカが戻ってきた時に元気出ないよ？」

「そうだな、気をつける」

　元気づけてくれるクリスの方も、いつもの明るさが足りない。

　飲み物と皿を乗せたトレイを空あいた椅子の上に置き、ため息をついた。

「まさかね……アスカがこんなんなっちゃうなんて、思ってなかったなあ」

「そうだな……」

　そうだ。想像していなかっただけで、誰がこうなってもおかしくない。軍人とはそういうものだと理解したつもりでいたけれど、現実にそれを目の前に突きつけられると、覚かく悟ごが足たりなかったと、痛つう烈れつに思い知る。

「アスカは、ほんとよく俺たちをまとめてくれたよね。ボスとの間も取り持ってくれて、感謝してるよ」

　急にそんなことを言い出したクリスを、まばたきしながら見つめると、彼は苦笑した。

「正直、遊撃隊に召しよう集しゆうされた時、『あ、俺クビかな』って思ったんだよね。だってさあ、集まった面メン子ツ全員問題児ばっかりで、まともな軍人なんか一人もいなかったじゃん。おまけに隊長は二年目の女の子でしょ。いくら武ぶ術じゆつ大会優勝の経けい歴れきがあっても、名門オルドバーンの名を持ってても、これじゃ誰一人従したがわないって思ったもん。同じ名前なら、兄あに貴きの方が来ればよかったのにってさ」

「だろうな。それは私も思ってた」

　ルーティアも苦笑して、クリスの話に相あい槌づちを打った。

　初めて召集された顔ぶれを見た時には、あまりにも個性的な面々に面めん食くらって、やっていけるだろうかと不安を覚えたものだ。

　喧けん嘩かっ早ぱやいのや寡か黙もくすぎる者、サボり魔ま、自分の仕事しかしない奴やつ、男を惑まどわす魔ま性しようの男などなど。

　自信なんか全然なかった。

「最初に適てき当とうな任にん務む押しつけられて失敗して、責任とってクビコースかなって信じて疑うたがってなかった。だから、やる気があるのって誰一人いないと思ってたんだよね。だけど、アスカが『あいつは面おも白しろそうだから、とりあえず一カ月様子見ようぜ』って、全員を説せつ得とくして回ったんだよね」

「そう……だったのか」

　それは全然知らなかった。ルーティアも遊撃隊長として部下をまとめようと頑がん張ばっていたつもりだったが、その裏にはひそかにアスカの援えん護ご射しや撃げきがあったのだ。

「任務はいろいろあったけど、アスカの言う通り、ボスは面白かったし、一いつ生しよう懸けん命めいだったし、俺たちのことをお荷物には絶対しなかった。それが今でもすごくうれしいことなんだよね。だから俺は、遊撃隊に来てよかったと思ってる。みんなそうだと思うよ」

「そうか……。それならいいんだけど」

　クリスの言葉に、ルーティアはわずかに視線を落とした。

　遊撃隊にとってなくてはならない人物は、アスカの方なんじゃないのか、と思ったことは、一度や二度じゃない。

　クリスは、両手を頭の後ろに組んで、大聖堂の高い天てん井じようを見上げた。

「でもさ、アスカが頑張ったのって、結局ボスのためなわけだから、やっぱりボスがいないと今の遊撃隊はないんだよね。ボスとアスカの二人が揃ってこその俺たちだと思う。少なくとも、俺たちはみんな、隊の誰も欠けてほしくないって思ってるよ。だから、ボスが無事でよかったって、アスカはボスをよく守ってくれたって、全員が間違いなく思ってるから。それに、アスカはボス命だから、絶対にボスを一人残したりはしない。地じ獄ごくからでも舞い戻ってくるよ。だから、きっと大丈夫」

「うん。……クリス、ありがとう」

　クリスが控えの間に戻った後、ルーティアは温かい飲み物を口にした。

　不意に泣きそうになった。

『ボスとアスカの二人が揃ってこそ遊撃隊』

　クリスの言葉が胸に沁しみる。死ぬほどうれしかった。なりふり構わず突っ走ってきた思いが報むくわれたような気がした。

　けれど、ルーティアにとっても、誰一人欠けることなく揃っている今の隊が『遊撃隊』であり、アスカがいなかったら成り立たない。

「アスカ……みんな待ってる。早く戻ってこい」

　ルーティアは膝の上で組んだ両手に強く額を押しつけて、祈いのるようにつぶやいた。







　術は夜や半はんを超えてなお続いていた。

　神官長が想像を絶ぜつする苦痛だと言った言葉の通りなのだろう、アスカの声が時折空気を震ふるわせる。

　まるで獣けものの唸うなり声のようなそれが聞こえるたびに、ルーティアを後こう悔かいが苛さいなんだ。

（どうしたらよかったんだろう。私は……どうしたらアスカを守れた……？）

　思うのはそのことばかりだ。




　ダリアが来なければ。

　場所が洞窟でなかったら。

　あの男が笛を使わなければ。

　自分がさっさと逃げていれば。




　思いつく限りすべてのせいにして、ルーティアは頭を抱かかえる。

　どうして……どうしてアスカがあんなふうにならなければいけなかったのか。

　王宮でダリアの襲撃を受けた時に、アスカは今まで見たことがないくらい怒っていた。

「俺が心配なのはあんただ！」

　少しでも反応が遅れていたら致ち命めい傷しようだと。叱られた声は、まだ耳に残っている。

　そんな姿は見たくない、だから、アスカは誓ちかったのだ、『すべてのことから守る』と。

　それが……こんなことになって、痛いほどよくわかるなんて。

「私は、いつも気付くのが遅いんだ……」

　ぎゅっと手を握り、強く目を閉じて、ルーティアはつぶやく。

　彼女もアスカに、『私の目の前で傷つくな』と言ったのに、きっと彼は最初からその約束を守る気がなかったのだ。

　ルーティアはあの時、脱だつ出しゆつが間に合わないとわかっていた。それは、すぐ前を走っていたアスカだって同じはずだ。

　けれど、洞窟が崩れる瞬間、ルーティアを通路の方に突き飛ばす手には、なんの迷いもなかった。

「私は、お前が望むならと思って、『私を守れ』と命じたのに……。私が拒否していたら、お前は自分の身を守ったのか……？」

　否いな、決して、そうはならないだろう。約束してもしなくても、アスカはルーティアを守るに違いない。

　アスカはルーティアを守れたことを『よかった』と言った。もし巻き込まれたのが彼女の方だったら、彼は彼女以上に自分を責せめたのだろう。

　けれど、ルーティアの方も、後悔でいっぱいで。

「アスカ……。アスカ、お願い。無事で帰ってこい……！」

　ルーティアは祈るしかできない。自分の力不足がふがいない。いつも守られてばかりの自分が情けない。

　後から後から、苦い思いばかりが押し寄せる。




　ふと見た窓の外、月が中空にかかろうとしていた。




　ダリアや翼竜たちとの戦せん闘とうも、洞窟の崩ほう落らくも、アスカの怪我も。

　何事もなかったかのように、丸い月が静かに夜空に浮かぶ。

　ふらりと立ち上がったルーティアは窓に歩み寄り、銀色に輝かがやく月を見上げた。




　……本当に全部なかったことになればいいのに。




　やりきれない思いで、ルーティアはじっと月を見つめていた。

　その時。




『オォ……オォォォ……』




　聞こえてきたその音に、はっと目が覚めた気分になった。

「何……？」

　一瞬、風の音かと思った。けれど、外は穏おだやかで、しんとしている。

「今のは、いったい……？」

　窓の外をきょろきょろと見回してみても、月明かりに照らされた景色に何も変わったことはない。

　耳を澄すましてみたけれど、それっきりもう音は聞こえなかった。

　……妙みような胸むな騒さわぎがする。

　それは、その音が、まるで……寂さびしげな、遠吠えのように聞こえたから。

「行かないと……」

　どうしてか、呼ばれている気がしてどうしようもなくなる。

　少しでもアスカの近くにいたくて、ずっとここで待っていたのだ。彼が望んだ、『ここから出たらそばにいてほしい』という約束もある。

　でも、聞こえてきた声はあまりにも寂しそうで、いてもたってもいられなかった。

（アスカならきっと、『あんたの思うようにしてください』って言ってくれるはず）

　後ろ髪を引かれる思いはあったけれど、ルーティアは自分の直ちよつ感かんに従うことに決めて窓から離れた。

　その声がどこから聞こえてきたかなんてわからない。けれど、洞窟からに違いないとなぜか確かく信しんしていたルーティアは、月明かりの中、山に向かって走る。

　大広間への通路は、夜でもランプの明かりがついたままになっていたので、苦もなく進んだ。

　崩れて、大広間の入り口を半分ほどふさいでいるがれきを、慎しん重ちように乗り越える。普通に考えれば、再び崩れる可か能のう性せいがある危険な場所だ。けれど、不思議と何も起こらないという安心感があった。

　不安定な岩の上に立ち、空を見上げた。ちょうど、空に向かって開いた穴から月が見える。

　あの時、ダリアの配はい下かの男が笛を口にした時に起こった咆哮と、地震のような揺れ。

　そして、怯えたように暴れる翼竜たちの様子。

「本当にここに竜の卵が眠っているのか……？」

　きっとそうに違いない。

　大広間を見回しながら、ルーティアはがれきを上っていく。




　自分をかばったアスカを、岩の下敷きになっている彼を、気き丈じように正気を保たもっている彼を、そして今も地獄のような苦しみと戦っている彼を思うと、たまらなく叫び出したい気持ちになる。

　失いたくない……大切な、ただ一人の人なのだと、ルーティアは思い知る。

「アスカ……アスカ」

　つぶやく名は、熱を持って胸に沁み、ルーティアを震わせる。




　目を逸そらしてきたけれど。

　見ないふりをしてきたけれど。

　気付かないままでいたかったけれど。

　自分は、アスカを好きなのだ。……どうしようもなく。




　明日間違いなく、ダリアは再び現れるだろう。彼女が自分と同じ竜りゆう人じん族ぞくなら、きっとこの呼ぶ声は、彼女にも聞こえているはずだ。

　ここに何かがいるのだと、ダリアも悟さとっているだろう。

「いるのか……？」

　小さく呼んでみる。

　今度は、ルーティアがアスカを守る番だ。身を挺ていして守ってくれたアスカを、今度は自分で守りたい。

「本当にいるのなら……起きて力を貸してくれ……！」

　血を吐はくように叫んだ時、再び地面が揺れた。とっさに飛び降りて洞窟の入り口に退たい避ひした時、岩の一角がガラガラと崩れ落ちた。そこからひょっこりと顔を出したものを見て、ルーティアは一瞬息が止まった。

　暗い洞窟の中、まるで発光しているかのように輝く、雪のようにも、真しん珠じゆのようにも見える不思議な色の鱗うろこ。そして、ルビーのように赤い瞳。鳥の羽に似ている大きな翼つばさ。

　声もなく、ルーティアは呆ぼう然ぜんとその姿を見上げた。

　どこからどう見ても『竜』にしか見えない生き物が、そこにいた。

「本当に、竜なのか……!?」

　目まの当あたりにしても、にわかには信じられない。

　ルーティアの心臓は、驚きと興奮で跳はね回っている。

『誰？　来てくれたの？』

　それは、頭に直接響く声。

「は、話せるのか!?」

　びっくりして思わず声を上げると、きょろきょろとあたりを見回していた竜と、ぱちりと目が合った。

『おかあさん？』

「あ、ち、違う。わたしはお前のお母さんじゃない」

　竜の表情に喜びが浮かんだのを見て、あわてて否定すると、竜がしゅんと首を落とした。

　思っていたより感情が豊かなのだな、なんて、ルーティアは幾いく分ぶんのんびりした感想を持つ。

『じゃあ、誰？』

「私はルーティアだ。呼ばれたような気がして来てみたんだけど」

『るー、てぃ？　あ？』

「ルーティア」

『ルー！　ルーだね！』

「危ない！」

　竜がのそのそと出てくると、岩が崩れる。ガラガラと転がってくる岩をあわてて避よけると、竜が目の前に近づいていた。

　大きい。翼竜と同じか、それより一回りほど大きいかもしれない。

　それがすぐ近くにいるとなると、本ほん能のう的てきに恐きよう怖ふを覚えるのが普通だと思うけれど、ルーティアは危険だとか、怖れは感じていなかった。

　それは、竜と意い思し疎そ通つうが図はかれているせいかもしれない。

　翼竜は四よつん這ばいだったけれど、尻しりをついて上半身を起こして座る竜の姿は、どこか愛あい嬌きようがあってルーティアの警戒心を解とかせる。

『うん、僕呼んだよ！　少し前に起きて、誰もいなくて寂しかったから。そうしたら、ルーが来てくれた！』

　六本指に鉤かぎづめのついた前脚をぶんぶんと振って喜ぶ姿は、なぜかかわいらしく感じられて、ルーティアは笑った。

「お前はずっとここにいたのか？」

『うん、寝てた！』

「いつからいるんだ？」

『うーん？　わかんない』

　長い首を傾かたむける仕し草ぐさは、大げさに見えて笑ってしまう。すると、竜がまたぶんぶんと前脚を振った。

『赤い目だ。僕と同じ！』

　竜がそう言って、にこっと笑う。

　特に今、気持ちが高ぶっている自覚はないけれど、目が赤くなっているのかと、ルーティアは驚く。

　それが、竜がそばにいる影響なのかどうかはわからない。

　ああ、竜も笑うんだ、なんて少しずれた感想を抱いだきつつ、ルーティアは問いかける。

「赤い目は、仲間なのか？」

『うん、そう！』

「でも、お前と私は姿が違う。それでも仲間なのか？」

　そう問いかけると、竜は自分とルーティアの姿をしげしげと見比べた。

　そして、長い首を左右に振りながら、考え込むようなそぶりを見せて。

『わかんないけど、ルーは仲間！』

　という結論に達して、満足したようだ。

　ルーティアも、『仲間』と言われれば納なつ得とくできる気がした。

　竜の声が聞こえるのも、意思疎通ができるのも、この声に引き寄せられたのも。

「いいのか？　それで」

『うん！　ルーはよさそうだから！』

「よさそう？」

『うん！』

　その判断基準はいったいどこにあるんだろうか。けれど、種族が違えば考え方も違う。彼には彼なりに感じるものがあるのだろう。

　けれど、そうなると、文ぶん献けんにあった『赤い目が竜を従わせる』というのは、正確ではないような気がした。

　目の前の竜には、理り性せいも知性もあり、きちんと自分で状況を判断する力もある。

　これを従わせるのは容よう易いではないだろうと、ルーティアは思った。けれど、『仲間』なら……？

　仲間の『お願い』くらいは、聞いてくれるのかもしれない。

　あくまで推すい測そくにしか過ぎないけれど、それがいつの間にか『従える』というふうに変わって伝わった可か能のう性せいはある。

　ただ、この無む邪じや気きさや警けい戒かい心しんのなさが少々怖い。

　明日、彼がダリアと出会ったとして、言いくるめられたり利用されるようなことになったら。

「そんなこと、今悩んだところでどうしようもないか……」

　ルーティアはため息をついた。

　どうも思考が悪い方へと向かってしまうのは、アスカのこともあり、ルーティア自身の気持ちが後ろ向きになっているせいだろうか。

　けれど、それを見ていた竜が突然、ルーティアの襟えり首くびを咥くわえて彼の背中に放り投げた。

「う、わっ！」

　滑すべり落ちそうになってあわてて首に摑つかまると、竜はうれしそうに笑った。

『ここ、狭せまくて飽あきた！』

「え!?　ちょっと待って、うわっ！」

　言うなり、竜がふわりと飛び立った。ルーティアはもう何も考えられなくて、必死に首にしがみつく。

　速い、高い。目がくらむ。本能的な恐怖で、落ちないように不ぶ格かつ好こうにしがみつく手にありったけの力がこもる。

　あっという間に上空に連れ去られ、ルーティアはもう現実かどうかの境きよう界かい線せんすらあいまいな気がした。

「おい、どこに行くんだ!?」

『わかんない！』

　無邪気な答えに、ルーティアは途と方ほうに暮れた。

　無事に帰れるんだろうか、どこかに連れて行かれるのだろうか、という不安と、もうどうにでもなれというやけくそな気持ちが入り交じる。

　けれど、竜はルーティアを背中に乗せたまま、山と町の上空を旋回し始めた。

　ひとまずどこかに連れて行かれることはないのだと知ってほっとする。すると、突然ひらりと方向を変えられて、ひやりとしてあわててしがみつくと、小さく笑う気配が伝わってきた。

「おい！」

『びっくりした？　元気出た？』

「!!」

　ルーティアがとがめようとすると、そんな返事がきた。

　この子は、ルーティアが落ち込んでいるのを悟って、励はげましてくれようとしたのだ。




　ルーティアは、竜の首にぎゅっとしがみついた。目尻がほんの少し濡ぬれたような気がしたけれど、気付かないことにした。




　風が強く当たる。びゅうびゅうという音もあって、耳が切れるように痛い。

　竜の言動は、まだ若い……というよりも子供のようだ。

　この竜が、神殿で見せてもらった日記に書いてあった卵から生まれたものだとして、生後どれくらいになるのだろうか。起きたのは少し前と言っていたが、どのくらい前かはわからない。いずれにしても、もう何百年か経っているはずだ。となると、竜という生き物は相当な長ちよう寿じゆだということになる。

　確かに神話級の生き物ならそれもありか。

　では、あの洞窟は本当に竜の巣なのだろうか？

　それが本当の話なら、竜がもっといても不思議ではない。

　それとも、グラノールにはいないだけで、実は他国では多数生せい息そくしているのかもしれない。

　竜の背中でいろいろな疑問を取とり留とめもなく考えるうちに、ようやくルーティアも周りを見る余裕が出てきた。

　竜の鱗は思ったよりなめらかで、とても剣や矢を防ふせげるようには思えない。翼竜と違ってそれほどの強きよう度どがないかもしれないし、逆に柔らかくてもとんでもない防御力があるのかもしれない。

　翼竜の翼は、蝙こう蝠もりの羽が大きくなったような形をしているが、竜の翼は鳥のそれに近い。よくよく見れば、羽のように見えるものは鱗と同じ光こう沢たくを放っていて、長く伸びた鱗が何枚も重なったものだとわかった。

　羽音はほとんどなく、飛び立つのも羽ばたくのも、ふわり、という表現がしっくりくるほど軽く感じた。

　首の後ろには鬣たてがみが生はえて、風になびいている。手て触ざわりは柔らかくなめらかだ。

　地上ははるか下。空を見上げれば、月が明るい。ところどころ雲が出ていて、月の光に反射して同じ色に光っている。

「雲……か。お前も、あの雲みたいに真珠色だな」

『雲？　食べられる？　あのふわふわ？』

「それは無理じゃないか。味がなさそうだぞ」

『なーんだ、つまんない』

　竜が拗すねたような気配がした。その無邪気さに、ルーティアは笑った。

「お前、名前は」

『えー、知らなーい』

「それもそうか。お前はずっとあそこで寝ていたしな」

　我われながら間ま抜ぬけな質問をしたものだとルーティアは苦笑した。

　月と、雲。

　名前をつけるなら、竜と同じく空にあるそれらがぴったりだと思った。

「お前、あの雲みたいに白くてふわふわに見えるから、雲って意味の言葉でクラウドって名前にしようか」

『いいよー。でも言いにくいからクーにして！』

「別にお前が自分で呼ぶわけじゃないからいいじゃないか……」

『それでもクーがいい！』

「わかったわかった……」

　ルーティアは月明かりに照らされる地上を見る。建物はずいぶんと小さく、広い森も山の景色もあっという間に流れていく。

　ふと思いついて、ルーティアはクラウドに訊きいてみた。

「クーはどうして起きてしまったんだ？」

『なんかすごくうるさかったから』

　その声には、ありありと不満の気配が伝わってくる。

「うるさくて？　笛の音？」

『わかんない！　耳がキーンってなって、嫌な音』

　やはり、それは間違いなくあの鳥使いの男の笛だろう。人間の耳には届かなくても、竜の耳にはちゃんと届いていたわけだ。

「それは、竜を操あやつるらしいけど、大丈夫なのか？」

『うーん？　よくわかんない。うるさくて嫌だった』

「そうか」

　ルーティアはほっとしてクラウドの首を撫でる。

　持ち手の技ぎ量りようが足りないか、それとも笛の方にそこまでの力がないか、そもそも最初から竜など操れないのか。

　どれが理由なのかはわからない。それでも、竜を叩たたき起こせる程度のものではあったわけだ。

　クラウドの背中で、ルーティアは寒さにぶるっと震えた。

　上着はアスカに預けているので、今の彼女はシャツ一枚だ。まだ夜風は涼すずしくて、クラウドの背中で風にさらされているのはさすがに堪こたえる。

「クー、洞窟に帰ろう」

『いいけど、なんで？』

「寒いし、それに、私の大事な人が待っているから。そろそろ目を覚ますかもしれない。そばにいてやりたい」

　クラウドの背中越し、いやいやと駄だ々だをこねるような気配が伝わってくる。

『クーもルーのそばにいたいよ？』

「そうか。それなら一緒に来るか？」

『うん、行く！』

　無邪気な答えに、ルーティアはくすりと笑った。

「わかった。ひとまず洞窟に戻ろう」

　そう言うと、クラウドが緩やかに下か降こうを始める。

「クー、多分朝方周囲が騒がしくなると思う」

『なんで？』

「お前を起こした笛を使う者が、もうすぐやってくる」

『えー、あれうるさいから嫌きらい！』

　クラウドは嫌そうに身じろいだ。

「うん。だから、お前は地上でおとなしくしておいで」

『うん、わかった！　ルーを待ってる！』

　クラウドはルーティアを乗せたまま、洞窟に戻ってきた。

　着陸はまさに『ふわり』と音もなく、まるで重さが感じられない。翼竜の飛び方とは全然違っていた。

　竜の背から下りて、ルーティアはクラウドを見上げる。首を下げてルーティアの頰ほおに擦すりついてきたその大きな頭を優しく撫でてやるとうれしそうに笑った。

　クラウドの姿を見れば、ダリアは間違いなく欲しがるだろう。それこそ死しに物もの狂ぐるいで奪うばおうとするに違いない。

　クラウドはまだ子供だ。ダリアに奪われたら、どんなことに悪用されるか。

（そんなことは絶対させない）

　初めは、本当に竜がいるのなら、その力を借りてダリアたちを撃げき退たいしようと思っていたのだ。

　けれど、クラウドに触れ、話をするうちに、ルーティアはこの子を守らなければと強く思うようになっていた。

　クラウドは、大事な『仲間』なのだから。

　それならば、アスカのことも、クラウドのことも。

　すべて、自分がこの手で守る。それだけだ。

　強い決心が生まれて、ぐっと握った拳こぶしに力が入る。そんなルーティアを、クラウドはじっと見つめていた。

「じゃあまた来るから」

『うん、またね、ルー！』

　ルーティアはクラウドに手を振って、洞窟を後にした。

　決けつ意いがみなぎる足取りはまっすぐで迷いがない。

　クラウドに会う前の弱い自分は、もういなくなっていた。










　深夜というより早朝に近い時間になって、奇き跡せきの間まからアスカが運び出されてきた。

　洞窟から戻ってきた時、まだ術は続けられていた。けれど、最後の方は悲鳴すら聞こえなくなり、ルーティアはまるで自分が死し刑けい宣せん告こくを受けたかのような気分で、刻こつ々こくと過ぎていく時間を待つしかなかった。

　ようやく神官に伴ともなわれたアスカが出てきたけれど、担たん架かの上で目を閉じたままだった。

　アスカはどうなったのか。ルーティアは立ち上がっても何も言えない。

　アスカに付き添って出てきた神官長も、長時間の術の行こう使しのせいか、疲労の色が濃かった。

「ずっとここで待っていたのですか」

「いえ、しばらく竜の洞窟に行っていました」

「そうですか」

　神官長の声は穏やかで、ルーティアは少し安心してアスカを見た。

　神官が、掛けられていた白い布を取る。その腹の上に載のせている腕の形は、元通りになっていた。

　内ない出しゆつ血けつのためか、腕全体が紫むらさき色いろに変へん色しよくしていた。

　血の気のない顔、閉じられた瞳ひとみ。

　意識は、あるのか。心配そうに見守るルーティアの目の前でアスカの瞼まぶたが小さく震える。

　そうしてうっすらと目を開けてルーティアの顔を確認すると、小さく笑ってみせた。

「よかった、戻ってこられた」

「アスカ……！」

　こらえきれず、ぽろりとこぼれた涙に、アスカは目を見張った。

　今まで、ルーティアは任にん務むの時に泣いたことはない。

　どんなにつらくても、苦しくても、隊員たちに責せめられた時も、ウィリアムに叱しつ責せきされても。

　その彼女が、アスカの無事に、涙をこぼしている。

　赤い瞳からこぼれる涙は、まるで紅こう玉ぎよくの雫しずくのようで。

　アスカはそれを、震える左の指先ですくい、口元に持っていく。

　ぺろりと舌で舐なめて、ふっと笑った。

「甘あまいな。いいもの見れた」
















「バカ……！」

　アスカの左手が、肩から零こぼれ落ちていたルーティアのポニーテールをぐいっと引っ張った。

「う、わっ」

　よろめいて下がったうなじに腕を回して、引き寄せる。

「……っ！」

　そのまま重なるかと思った唇は……少しだけずれて、ルーティアの頰に、一瞬だけ触れた。

「アス……カ」

「約束、守ってくれてありがとう。あんたの顔を見れてよかった。……好きだ、ルーティア……」

　そのまま、力尽きたのかアスカの手がずるりと落ちた。

　相当強く握りしめていたのだろう、ぐちゃぐちゃにしわが寄ったルーティアの上着を胸に抱えるようにして、アスカは眠りに落ちていった。

「長くかかりましたが、彼はよく耐たえました。意識が遠のく場面もありましたが、そのたびにこの上着を強く握りしめると目が覚める。それが彼を繫つなぎとめたのかもしれません。並の精せい神しん力りよくではありませんでした。大したものです」

　神官長も、アスカを見下ろしながら感心したように言う。

「しばらくは安あん静せいが必要ですが、右腕は元通りに動くでしょう。時の神に感謝を」

「はい。ありがとうございました」

　ルーティアは涙をぬぐいながら、運ばれていくアスカと神官長を見送った。

　アスカの唇が触れた場所を、そっと指でたどる。

　出血のせいか、冷たくて乾いたそれが、確かに触れた。

『好きだ、ルーティア』

　その言葉とともに。

　初めての、はっきりとした、からかいでもなんでもないアスカの意思表示だった。

　胸も顔も、一気に熱くなる。

「そんなの、私だってそうだ……っ」

　恥ずかしさに顔を覆って、ルーティアは落ち着く気配のない鼓動に困りはてて胸を押さえた。

　でも、同時に近づく戦闘への士気は増す。

　アスカが、無事に戻ってくれた。それだけで、すべてがなんとかなりそうな気がしていた。
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　ルーティアは、足早に遊ゆう撃げき隊たいが控ひかえる部屋へと向かっていた。

　ここに『竜りゆうがいる』と、おそらくダリアは認にん識しきしている。

　まあその竜はすでにルーティアの手の中なのだが、ダリアはそのことを知らない。

　きっと、夜よ目めのきかない翼よく竜りゆうたちが行動開始できるころに、再び襲しゆう撃げきしてくるはずだ。

　幸い、夜明けまでにはあと一時間ほどある。今から全員を起こして準備すれば、十分対応できるはずだ。

　ところが、控えの間に戻ると、既すでにアスカを除のぞく遊撃隊が全員勢せい揃ぞろいしていた。

「ボス、替えの制服。詰め所から借りてきた」

「ありがとう」

　クリスが渡してくれたのは、ここに駐ちゆう在ざいする国軍支部から借り受けた物らしい。いつものガーネットの徽き章しようのない制服に腕を通して、ルーティアは全員を見回した。

「みんな、朝早くからご苦労。準備をしてくれたのはハロルドか？」

「ああ。夜も明けないうちに叩たたき起こされたぜ。夜明けとともに奴やつらが来るってな」

　ファーレンが大きなあくびをしながら答える。

「ハロルド、すまない。助かった」

　ルーティアのねぎらいに、ハロルドはむっつりとしたままうなずいただけだ。

　アスカ不在のため、自みずから副官代理として動いてくれたのだろう。

　隊員たちも、起こされたことで口々に文もん句くは言うものの、本気でそう思っているものは一人もいない。

　誰もが武器の準備を整え、携けい帯たい食しよくで簡単に食事まで済ませていることからも、それがよくわかった。

　アスカだけではない、自分は部下たちに恵まれている。

　彼らの手て際ぎわのよさに驚いて言いそびれてしまったが、みんなに報告しなければいけないことがあった。

「みんな、アスカは無事だ。さっき奇き跡せきの術じゆつが終わって出てきた。腕は元通りにくっついてる」

　ルーティアが知らせると、部屋中に歓かん喜きの声と安あん堵どのため息が満ちた。

　もしかしてそれが気になって眠れなかった者もいたのかもしれない。

「じゃあ、戻ってくるんだな」

「いや」

　バルドーの言葉に、ルーティアは首を振った。

「腕は元に戻ったが、ダメージまでは元に戻らないらしい。腕全体の内ない出しゆつ血けつがひどかったし、神官長様もしばらくの安静が必要だとおっしゃっていた。今日の戦せん闘とうはアスカ抜きになるが……まさか、できないとは言わないだろうな？」

　にやりと笑ったルーティアの挑ちよう発はつ的てきな言葉に、ハロルド以外の全員の空気がぴりっと張り詰める。

「アスカがいなかろうが、俺たちは負けねーよ。バカにすんなよ？」

　ファーレンが気分を害がいしたように切り返した。

「ならいい。あいつにふがいない結果を聞かせてみろ、鼻で笑われるぞ」

「いつまでも寝てたら、お前の席がなくなるぞって言ってやりますよ」

　口の悪いシュウの言葉に、数人がうなずく。

「それはいいな。思う存分奴らを叩たたいてやれ」

　ルーティアは笑って、隊員たちを煽あおる。

　なんだかんだ言って、遊撃隊は負けず嫌ぎらいが揃っていて、バカにされることが嫌いだ。

　士し気きは高い。きっと今日も奮ふん戦せんしてくれるだろう。

「ああ、それと……報告することがある」

　珍しく言いよどむルーティアに、全員の視線が集中した。

　信じてくれるかどうか。ルーティアは少しためらいがちに口を開いた。

「あの洞どう窟くつが崩くずれる直前、私は何かが叫さけんでいるような、そんな声を聴きいた」

「叫んでる？」

「そんな声、聞こえなかったぞ」

　クリスとバルドーが顔を見合わせる。既に伝えたファーレンとハロルドを除く全員も同じような反応だ。

　それはそうだろう、自分だって当事者でなければ信じられない。

「うん、ファーレンとハロルドからもそう聞いた。でも、私には確かに何かの叫び声に聞こえたんだ」

「聞き間違えたんじゃねーの？　それか聞こえたと思い込んでるかどっちかだな」

　シュウが小バカにしたように言う。けれど、ルーティアには聞こえたのだ。確かに聞こえていたものをなかったことにはできない。

「多分……だけど、私と、ダリアにしか聞こえなかったと思う」

「ダリアに？　あの女がなんで関係あるんだよ」

　鼻はな白じろんだようにファーレンが吐はき捨てた。けれど、ルーティアはファーレンをまっすぐに見る。

「ダリアも、『なんだ、この吠ほえ声は』と言っていたのを聞いた。少なくとも、ダリアと私には聞こえている」

　ルーティアの説明に、全員が半はん信しん半はん疑ぎのままだ。

　それでもルーティアは説明を続ける。

「結論から言うと、竜は実在する」

「まさか。ただの言い伝えだろう？　ボス、どういうことだ？」

　驚いたように言ったのはバルドーだ。その言葉は、全員の気持ちを代だい弁べんしている。

　ルーティアは、ゆっくりと言い切った。

「あの崩れた洞窟にいたんだ。起きて力を貸せと怒ど鳴なったら、本当に出てきた。真っ白な竜だ」

　ざわっ、と控えの部屋の空気が動く。その場の全員が、なんとも言いがたい顔をしていた。

　噓うそかまことか。けれど、ルーティアが見たと言うのなら間違いであるはずがない。だが、竜なんて空想の生き物ではないのか。

　みながひそひそと言いかわす。

　胡う散さん臭くさいと言わんばかりの空気をひしひしと感じながらも、ルーティアはとにかく竜についてわかったことを伝えていく。

「どうも言い伝えどおり、あそこに眠っていたようだ。鳥使いの笛の音で起きたと言っていた。どのくらいの期間かはわからんが、神しん殿でんの資料から考えても、百年どころの話ではないことは確かだろうな」

「夢でも見たんじゃねえの？」

　まるっきり疑いの目で突き放すファーレンに、ルーティアは苦笑する。

「私もそうかもしれないと思ったんだがな。背中に乗せられて空飛ばれて、夢だと思える方がおかしいんだろうが」

「空!?　飛んだのか!?」

「飛んだ」

　半分バカにしたようなファーレンの表情が、見る見るうちに信じられないというふうに変わっていく。

「本当に、間違いじゃねえのか？　突然変へん異いの白い翼よく竜りゆうって可か能のう性せいは？」

「全然形が違う。あんなでかいトカゲに蝙こう蝠もりの羽が生えたような不ぶ格かつ好こうな姿じゃなかった」

「マジかよ……」

　食い下がる彼に、なんと言えば伝わるだろうと、首をかしげて考える。

「うん。ええと……流りゆう線せん型けいで、速そうだったな」

「逆にわかんねえよ！」

　ファーレンのツッコミに、ルーティアは肩をすくめた。自分の語ご彙いでは、そう表現するので精いっぱいだ。




　ここに、アスカがいてくれたら。




　ふと思いついて、ルーティアはわずかに視線を落とす。

　彼がいれば、ルーティアが伝えきれないところもカバーして、みんなにうまく話してくれるのに。

　そう思って、気付いた。

　彼は、ルーティアが知らないうちに、調整役もやってくれていたのだ。

　それは遊撃隊だけのことではない。ウィリアムに対しても、それ以外の対外的な場面全ぜん般ぱんでも。

　だからこそ、きっと今まで大した問題もなくやってこられたんだろう。

　ウィリアムがよく言っていた、『甘あまやかすとためにならない』という言葉は、何かと手助けをすることはもちろんだが、こういった他人とのコミュニケーションのことも含んでいたのだ。

（私は、アスカがいないと何もできないのか）

　ここで、新たな力不足を痛つう感かんすることになるなんて。

　けれど、実際に今、アスカはいない。泣き言ごとを言っている場合じゃない。

「でも、翼竜は夜目がきかないから飛べないって言ってたじゃん」

　続いてクリスも疑いの目を向ける。竜と名のつく生き物なら、翼竜と同じでも不思議はないけれど。

「今日は月が出ていて明るかったせいもあるかもしれないが、普通に飛んでたぞ。見えないとは言ってなかった」

「……しゃべれるのか」

　ぼそりと言ったのはハロルドだ。意外な指し摘てきにあっ、と全員がルーティアを見る。

　それはルーティアも同じだった。

　うかつだったが、自分は普通に竜と意い思し疎そ通つうできているせいか、竜が話せる前ぜん提ていでみんなに説明していたのだった。

「あ、ああ。なんていうか……説明するのが難しいな。少なくとも私は竜の言っていることがわかる」

　ハロルドは続けて指摘した。

「崩れる前、声は、ボスとあの女にだけ、聞こえていたと言った。……それはなぜだ」

「……それは」

　その言葉に、さすがにルーティアは言いよどんだ。

　その理由は、自分とダリアが竜りゆう人じん族ぞくだからだということ。

　同じ竜人族のダリアには、クラウドの声が聞こえている。だから今度は全力で攻めてくると断言できるのだ。

　だがそれを説明するためには、自分が竜人族だということを明かさなければならない。

（どうする。言ってしまうか？）

　少しだけ迷って、そして。

　ふと、脳のう裏りに図書館でのアスカの声がよみがえった。




『俺にとってルーティアはルーティアだ』




　そのアスカの言葉に、勇気をもらう。

　ルーティアは、深呼吸して口を開いた。

「……みんなには黙だまっていたが、私は、というか、オルドバーン家の人間は、竜人族、というものらしい」

「竜人族……？」

　クリスがぽつりとつぶやいた。

　突然の告白に、全員がしーんと静まり返る。沈黙が痛い。集中する視線が怖い。

　けれども、ルーティアは負けないように、みんなの顔をまっすぐに見返した。

「竜人族という人種は、気持ちが高ぶった時に、目の色が赤く変わるんだそうだ。ダリアに『お前も赤目持ちか』と言われた。あの女も、赤い目をしていた。多分、同じ血を引いているんだと思う。いろいろな文ぶん献けんを読んだが、竜人族とは竜を操あやつると言われているらしい。洞窟で、私とダリアにだけ声が聞こえたのは、それ以外に理由が見つからない」

　ファーレンが考え込むように腕を組んだ。

「なるほどねえ。あの女とボスの共通点ははっきりしてるわけだ。その声が聞こえる原因は、竜人族だから……ってことになるのか」

「で？」

　クリスがうなずいて先を促うながす。ルーティアもうなずき、続けた。

「うん。少なくとも、私は竜と意思疎通ができる。というか普通に会話になっていた。竜は、私を仲間だと認にん識しきしているらしい。赤い目は仲間だと言っていた。竜の声は、頭に響く感じで……。なんとなく、神しん獣じゆう様と聖女マリアンナ様が話せるというのも、こんな感じなんだろうかと思った」

「ああ、そう言われると想像しやすいな。あの時も、こっちはしゃべっているなんてわからなかったが、聖女様には聞こえていて、きちんと会話が成立してたようだし」

　バルドーが深くうなずいた。このたとえで、全員に伝わったらしい。

「そんなわけで……私も最近までは気にしたこともなかったんだが、普通の人間ではなかったらしい。突然こんなことを言われても、みんな戸と惑まどうだけだとは思うんだが……。黙っていて悪かったと思ってる。すまない」

　ルーティアが頭を下げる。みんな、ルーティアの突然の告白にどんな顔をしているんだろうか。

「……と言われてもなあ。別に俺たちどうもしないけど」

　槍やり使つかいのグウィンの言葉に、ルーティアはぱっと顔を上げた。

　すると、ほかの隊員たちもうんうんとうなずき、クリスも続ける。

「聖女様も見てるし、ボスのこともあーそーなんだー、ってぐらいだよ」

「ま、ボスはボスだよな。ちっさくて小うるさいクソ生なま意い気きなヤツ」

「ちっさいは余計だ！」

　ファーレンの言葉にいつも通りに嚙かみついた。

　……けれど。




『仕事中だ、ファーレン。そこまでにしとけ。あんたもいちいちつっかからない』




　その声が、ない。

　いつもは続いて間に入ってくれるアスカがいない。そのことが、胸をちりりと焦こがす。

「さっすが、はみ出し者揃いの遊撃隊隊長だな。人じん外がいって言われても納得だ。ま、アスカだったらボスが何者でもいいとか言うんだろうな」

　ファーレンもそれをわかっているのか、珍しくフォローするようなことを言って、その場の空気が少ししんみりする。

　ルーティアは、改めて全員に向かって頭を下げた。

「みんな、ありがとう」

「で、どうする、ボス」

　感謝の意を伝えると同時に、ハロルドが切り出してくれた。ルーティアは気を取り直したように咳せき払ばらいをして、全員を見回す。

「多分、私と同じで、ダリアにも竜の声が聞こえているはずだ。だから、竜がここにいると気づいている。おそらく、次の攻撃は総そう力りよく戦せんになるだろうな」

「どうしてそう思う。一度立て直して翼竜部隊を編へん成せいして、もう一度襲しゆう撃げきしに来るかもしれないぜ」

　ファーレンのいうことももっともだ。ルーティアは頭の中で組み立てた仮説を説明する。

「昼間、翼竜の数は七頭だった。そのうち二頭は倒したが、まだ五頭残ってる。実はあれは、襲撃するための翼竜ではなかったんじゃないかと思うんだ」

「その根こん拠きよは」

　ルーティアは、そう問うハロルドを見返した。

「ウィル爺じいからもらった資料によると、翼竜部隊は三十頭。そのうちこのシュメールに七頭もの翼竜を出せば、国内が手て薄うすになるはず。でもそれを承しよう知ちの上うえで出せるぎりぎりの数だったんだろう。だから、本命はここなんだということは間違いない。そして、ここに本物の竜がいると仮定して、もしも竜が眠ったままだったら、国に持って帰れない」

「ああ、笛使ったからって起きるとは限らないからか。卵の可能性もあるもんなあ。要するに、万一のための荷物持ちだったってことか？」

「そういうこと」

　槍使いのグウィンの言葉に、ルーティアはうなずいてつけ加えた。

「それなりの手て勢ぜいを引き連れて出てきたんだ。簡単に国に戻ってもう一度作戦を立て直して出てくるってことはしないんじゃないかと思う。ダリアはプライドが高そうだから、翼竜を何頭も失うしなっては引っ込みがつかないだろう。だから、今日は相当暴あばれるだろうな」

「あんなのが五頭いて真まっ向こう勝負になったら、こっちの身が持たないんですけど」

　クリスがため息をつく。彼は身が軽いが体重も軽い。翼竜のように、デカイ・重い・硬かたい相手とは相性が悪い。

　今回も、戦闘が始まってすぐ混こん戦せん模も様ようになったが、もし残りの五頭すべてが戦闘に参加したら、明らかにこちらの分が悪い。

　ルーティアも眉まゆを寄せて腕を組む。

「そうなんだよな。うちもファーレン頼みでいくしかない。昨日は相手の不意をつけたが、今日はそうもいかないだろう。作戦とも言いがたいけど、ファーレンは外で迎げい撃げき担当。今度は狙そ撃げきを警けい戒かいして鳥に襲おそわせると思うから、その時は無理せず戻って合流。後は笛の破は壊かいに専せん念ねんすること。援えん護ごはヒューイックがつけ」

「了りよう解かい」

　ヒューイックがうなずいた。

「笛の音で起きたって言ってたな。鳥使いに逆に操られるとかはないのか？」

　ファーレンの疑問は、ルーティアにもはっきりと答えは出せていない。

　クラウドが笛の音を聞いた後の感想しか聞いていないからだ。

「竜は『うるさくて嫌いだ』と言ってた。操られているかどうかは、『よくわからない』と言っていただけだから……。笛は、竜を叩き起こせるだけの効こう果かはあったんだろうが、操る力はないのかもしれない。それがあの男の力不足のせいなのか、元々知性の高い竜には通用しないのか、そのへんのことはわからん」

「なるほど……。動物や翼竜のように、知性のあるなしで効きき目に違いはあるかもしれねーな」

　ファーレンは納なつ得とくしたようにうなずいた。

「いずれにせよ、笛の音に反応した竜がどうなるかは、その時になってみないとわかんねぇってことだな」

「不確定要よう素そがあるのは不安だが、仕方がないな」

　こればかりは、クラウドへの影響がないことを祈いのるしかなかった。

　ルーティアは最後に、全員の顔をぐるりと見回した。

「では基本的に一班一頭で相手をしよう。翼竜の動きは乗り手の技ぎ量りようによる。ダリアほどの使い手はそういないはずだ、まだ対たい処しよのしようがある。みんな、頑がん張ばってくれ」

「了解！」

　夜明けが刻こく一いつ刻こくと迫る。

　東の空がじわりと明めい度どを上げ始めたころ、ルーティアたち遊撃隊は再度竜のいる洞窟へと進んでいた。

　崩れたところはそのままで、あの後崩ほう落らくがあった様子はない。

　中に踏み込んで大広間の様子を確認すると、昨日倒したはずの翼竜の死し骸がいがなくなっていた。

「どういうことだ？」

「誰かが運んだとか？」

「通路の入り口が半分埋うまっているのに、どうやって出すんだよ」

「じゃあいったい誰が？」

　口々に言う隊員たちを横目に、ルーティアは異い変へんを感じ取っていた。

　クラウドの気配が、薄い。

「クー！　いるのか？」

　ルーティアが呼ぶが、白い巨体は姿を現さなかった。

「ボス、いないのか」

「そうみたいだ」

　やはり夢だったのか……と、ルーティアは一瞬くじけそうになった。

　けれど、つい下を向いた視線の先に見えたのは、白くて長い、一枚のつややかな鱗うろこ。

「……これは」

　手を伸ばして拾い上げる。間違いない、このしなやかな手て触ざわりは、クラウドの翼つばさだ。

「きれいだねー。何これ？」

　目ざとく気づいたのは、きれいな物が大好きなクリスだ。

「竜の鱗だな」

「へええ。鳥の羽みたいだけど……ああ、一枚なんだね。すごくいい手触り」

　そう言いながら、クリスはしげしげと鱗を眺ながめていた。

「確かに、これは初めて見るなぁ。竜ってどんな生き物なんだろう。見るのが楽しみ！」

　そのクリスの明るさは、彼が以前いた隊では、能のう天てん気きとか緊きん張ちよう感かんがないとかで敬けい遠えんされていたらしいと聞く。

　けれど、ルーティアにとって、クリスは肩に入った力を程よく抜いてくれる存在だ。

「さて、頑張りますか！」

「そうだな。怪け我がをするなよ」

「了解！」

　それに、気持ちの切り替えもうまい。あっという間に緊張感を持った横顔は、やはり仲間として頼もしかった。

　ルーティアは洞窟を見回して、部下たちに声をかけた。

「そろそろ明るくなるぞ。各自準備」

「了解」

　まずは外のファーレンが攻撃、それをかいくぐった翼竜が洞窟に入るその時に、ハロルドが岩がん弾だんで攻撃する。

　ハロルドは、昨日きのうの戦闘時には自分で石を持ち、トスしたところをハンマーで撃うっていた。

　けれど、昨日の崩落の影響で、そこらじゅうに大きな岩がごろごろしている。ちょうどいい岩をいくつか見み繕つくろって、石を載のせる台座を作ったのは、カルヴィンなどの若手だ。

「この方が、全力で撃てる」

　ハロルドにそう褒ほめられて、台座を作った者たちはにんまりと笑ったものだ。

　けれど、そのハロルドの岩弾すらも突とつ破ぱして着地した翼竜には直接攻撃をする。

　それぞれが善ぜん戦せんしてくれれば、勝しよう機きはあるはずだ。

　洞窟から見える空は、どんどん明るさを増している。

　いよいよか──。

　緊張が高まってきたその時。

　空に、いくつもの黒い点が現れた。

「来たぞ！　迎撃用意！」

　ルーティアが鋭するどく命めいじた。

　明るくなった空に浮かぶ影は五つ。それを、まるでもやのように鳥の大たい群ぐんが覆おおっていた。

　その隊たい列れつが、不意に崩れる。

　まだ距離はあるはずだが、おそらくファーレンが仕し掛かけたのだろう。

　乱れ飛びながらも、ぐんぐん影が近づいて、最初の一頭が飛び込んできた。

「ハロルド！」

　カルヴィンが石の台座に次々用意する人の頭大の岩を、ハロルドがハンマーで立て続けに撃ち出していく。

　怪かい力りきのハロルドが、両手持ちしたハンマーでの渾こん身しんのフルスイングで撃ち出す岩弾の威い力りよくはすさまじかった。

　最初の二発をかわして、三発目を横よこっ面つらに痛つう烈れつに浴びた翼竜は空中でぐらりと体勢を崩し、その瞬間四発目を腹に食らって、たまらず地面に落ちた。

「今だ、かかれ！」

　ルーティアが命じたそこへ、ファーレンが駆かけ込んできた。

「くっそ、鳥の数が多すぎる！　二頭しか落とせなかった！」

　見れば、援護のヒューイックとともに、鳥につつかれたせいか髪はぐしゃぐしゃでところどころに羽がついている。

　それを払はらい落としながら、大だい弓きゆうから銀の弓に持ち替え、一度に三本の矢をつがえて次々に洞窟から入ってくる鳥を打ち落としていく。

　残りの二頭の翼竜も、次々洞窟に飛び込んできた。大空間を旋せん回かいしながら、そのうちの一頭に乗ったダリアが声を上げる。

「竜はどこだ！」

　やはり、ダリアには竜の声が聞こえていたようだ。もちろん、それに応こたえる義ぎ理りはない。ルーティアは襲いかかる鳥たちを剣で斬り払う。

「竜よ、どこにいる！　いるのはわかっているんだ、出てこい！」

　ダリアが翼竜の背中から呼びかける。それは、竜人族は竜を操れるという言い伝えを信じてのことだろう。

　けれど、おそらく今、クラウドはここにいない。

　ルーティアにはそれがなんとなくわかる。ダリアには……わからないのだろうか？

　その時、不意に翼竜たちが『ギャアア』と声を上げた。空中で姿勢が乱れて、ダリアが振り落とされそうになるのを、手た綱づなを引いてこらえる。ダリアの後ろに乗っている鳥使いも、必死に鞍くらにしがみついていた。

「おい、おまえたち、どうした!?」

　ダリアが手綱を引いても、翼竜たちの混乱は収まらない。それはまるで、昨日洞窟で咆ほう哮こうを聞いた時の様子に似ていて。

　ルーティアは、クラウドが近くに戻って来ているのを、肌で感じ取っていた。

「……来た」

　ルーティアがぽつりとつぶやいたその時。

　真っ白な巨体が、洞窟に飛び込んできた。




　翼竜たちとは違う、流線型の優ゆう美びな体、鳥の羽に似た翼、首の後ろの豊かな鬣たてがみ。

　飛ぶ姿は、「ふわり」という言葉がしっくりくるほど軽く見えて、羽ばたきの音すら聞こえない。




　実物の竜を目にした隊員たちは、全員一様に固まっていた。

「なんつーか、さすがに翼竜と違って爬は虫ちゆう類るいっぽくねーなあ」

　と、ファーレンがどこか間の抜けた感想を述のべる。

　クラウドの姿を目にしたダリアは、喜き色しよくを浮かべて叫んだ。

「いたぞ、竜だ！　やっぱりここにいた！　おい、笛だ！」

　その指示に応えてダリアの後ろに乗っていた男が、笛を口に当てた。

『うわっ』

「クラウド！」

　クラウドが空中で頭かぶりを振った。首の後ろの鬣が、ぶわっと逆立つ。そして空中で旋回して、崩れた岩の上に音もなく着地した。

『耳が痛い！　昨日の音がする！』

　鳥たちが狂くるったように乱れ飛び、クラウドが頭を抱かかえる。

　一方、ハロルドが落とした一頭は体が大きく、一班だけでは暴れてなかなか仕し留とめられない。ファーレンがその背中から騎き手しゆを射い落おとすと、翼竜は制せい御ぎよできる者がいなくなって一いつ層そう暴れ出す。

「落ち着け！　目でもなんでも弱点を狙ねらえ！」

　そう言いながら、ルーティアが地を蹴ける。騎手のいない翼竜など、取るに足らない相手だ。

　翼竜の正面で剣を振り、陽動フエイントを見せて左に飛ぶ。追ってきた鋭い鉤かぎづめをかわして竜の顎あごの下をかいくぐり、すり抜けざまにその左目を切り裂さいた。

　苦く悶もんする翼竜から、すかさず距離を取る。

「左が死角になるぞ！　回り込め！」

「了解！」

　全員で一いつ斉せいに斬りかかり、ようやく一頭を仕留めた。残りは二頭だ。

「来い、竜よ！　お前はあたしの物だ！　ついてこい！」

　その時、鳥使いに笛を絶え間なく吹かせたまま、ダリアが上空でクラウドを呼んだ。その瞳ひとみはオレンジがかった赤に染まっている。やはり、連れ去るのが目的か。

　クラウドはどうするのか。笛と、竜人族の呼びかけに従うのか、それとも……？

　ルーティアが見守る中、クラウドは不ふ快かいそうに頭を振った。

『もーっ、うるさーい！』

　ついにたまりかねたのか、クラウドがすうっと息を吸い込み、次の瞬間。

　ごうっ、という咆哮が、洞窟を地震のように揺らした。

　ぱきんっ、と金属が割れるような音がして、男の笛に亀き裂れつが入る。

「なっ、笛が！」

　そのとたん、鳥たちが一斉に飛び立っていった。一体何をしたのか？　あっけにとられるルーティアに、クラウドはうれしそうに駆け寄った。

『ルー！　静かになったよ！』

「そうか、よかったな。私も助かった。あ、そのへんに私と同じ服の奴らがいるが、あれは私の仲間だから構かまうなよ」

『うん、わかった！』

　鼻先をルーティアの制服に擦こすりつけるクラウドの姿に、ダリアが驚きよう愕がくする。

「な……どういうことだ！　なぜお前に従っている!?」

　怒りに震える声に、ルーティアは翼竜とともに旋回するダリアを見上げた。

「さあ。従わせてるわけじゃない、仲間になっただけだ。日ごろの行いじゃないのか」

「ふざけるな！」

「おい、無む駄だ口ぐち叩く余裕あんのか。この距離で鳥がいないなら、外したりしないぜ」

　横合いからファーレンが口を挟んだ。既に大弓に矢をつがえて、ダリアにぴたりと狙いを定めている。

「くそっ！」

　ぎりぎりと歯は軋ぎしりをしたダリアが、翼竜の手綱を引き、洞窟を飛び出した。残りの一頭も、あわてて後を追う。

　ところが。

『あったまきた！　待てー！』

「あっ、クー！」

　笛の音が相当腹に据すえかねたのか、クラウドがダリアの翼竜を追って飛び立った。

「外だ、追うぞ！」

　そう言って、ルーティアたちも外へと駆け出した。

　通路から外に出てみれば、上空では既にクラウドと二頭の翼竜の空中戦が始まっていた。

　翼竜が上じよう昇しようしようとするのを、クラウドがひらひらと舞うように回り込んで阻止する。

　ダリアの騎乗ではない一頭が、クラウドの前脚の一いち撃げきでふらついたところを、ファーレンがすかさず放った大弓の銀線で頭を貫つらぬき地上に落とす。

　彼が続けざまに放った矢はダリアの頭をかすめ、急に手綱を絞しぼられてバランスを崩した翼竜を、今度はクラウドが勢いきおいよく蹴り飛ばす。

　すごい勢いで叩き落されたダリアの翼竜が、洞窟の入り口近くに落らつ下かした。

　翼竜はピクリとも動かない。鳥使いの男は、その下敷きになってうめいている。ダリアは飛び起きてすらりと剣を抜いた。

　ルーティアのそばに音もなく着地したクラウドを見て、憎にく々にくしげに顔をゆがませる。

「……そいつをよこせ」

「クラウドは物じゃない。自分の意思でここにいるだけだ。私のそばにいるように強きよう要ようしたわけじゃない」

「今まで……これだけ探して、ようやく見つけたのに！　純じゆん血けつに近いお前にかっさらわれるなんて……！」

「純血？」

　問い返すと、ダリアはふんと鼻で笑った。

「なんだ、そんなことも知らないのか。竜人族は、純血に近いほど目の色が真しん紅くに変わるんだよ」

　そうして、ダリアが剣の切っ先をぴたりとルーティアに向けた。

「翼竜部隊内の地位も、昇しよう進しんも、いい翼竜も、全部純血の奴らが優先だ。ちょっと色が違うというだけで見下され、手て柄がらがあっても横取りされ、いつでも顎でこき使われてきた！　そんな屈くつ辱じよくなど感じたこともないんだろう!?」

　オレンジがかった赤い瞳をらんらんときらめかせながら激げつ昂こうするダリアと裏うら腹はらに、ルーティアは静かに首を横に振った。

「グラノールに竜はいない。この目の恩おん恵けいなど、これまで生きてきて一度もなかった。真紅でもそうでなくても、私にとってはただの色の変わる目でしかない。子供の頃は、気持ち悪がられたことも、普通の目のほうがよかったと思うこともたくさんあった。けれど、今はこの目でも何も変わらないと言ってくれる仲間がいるからな。目の色は関係ない、私は私だ」

「それは強きよう者しやの言い分だ！」

　ダリアがルーティアの言葉を強く遮さえぎった。

「あたしは国で血が薄うすいと散さん々ざんバカにされてきた！　ただ目の色が真紅だというだけで、無む能のうな奴らがのうのうとのさばって、あたしたち血が薄い者たちを虐しいたげる。ようやく……ようやく見返せると思ったのに、何も知らないお前などに竜を奪われるなんて……っ」

　ぎりぎりと歯嚙みしながらルーティアを睨にらみつける目は、憎ぞう悪おに染まっていた。

　ダリアは、ルーティアに怒りを向けているようで、その実彼女を通してフランドールにいる者たちに怒りを爆ばく発はつさせているのだ。ルーティアには関係ない。

　おそらく、ダリアにとって憎悪の対象は、純血の竜人族すべてなのだろう。

「そちらの国の価か値ち観かんは知らない。ここグラノールでは、赤い目で優ゆう遇ぐうされるなんてこともない。逆さか恨うらみはやめてもらおうか」

「うるさい！　その目の色がどれほどほしいか、お前にわかるか！」

　そう言うなり、ダリアが斬きりかかってきた。予想よりも速い。一歩で至し近きん距きよ離りまで踏み込まれ、鋭い剣の切っ先をかろうじて弾はじき返す。

　それだけで、一気に背中が汗で濡ぬれた。予想はしていたが、強敵だ。

　けれど。

（大丈夫、なんとか……見えてる！）

　二度三度と振るわれる剣の軌き跡せきが。ぎりぎりではあるけれど、判はん別べつできる。

　城での襲撃時は、やはり急のことで動どう揺ようしていたのかもしれない。それとも、一度剣けん閃せんを見たことで目が慣れたのか。

　今、こうして腹を決めて対たい峙じしてみれば、あの時の切実な危き機き感かんを覚えることはなかった。

　とはいえ、気を抜けば受けた一撃が致ち命めい傷しようになるであろうことは、容よう易いに想像がつく。

　振り下ろされた剣を、ギィンッ、と弾き返す。
















「なぜ……っ！」

　ぎり、と歯嚙みするダリアの唇がゆがむ。それはそうだろう、グラノールの王宮では散々翻ほん弄ろうした相手だ。しかも、あの時は二人、今は一人。相手にもならないはずだった。

　焦あせりが、次第にダリアの余裕を奪っていく。そのせいか、徐じよ々じよに彼女が隙すきを見せ始めていた。

　逆に、ルーティアの方はどんどん冷静になっていた。

　ルーティアの剣の切っ先がダリアの袖そでを切り裂さく。

（届いた！）

「ちっ！」

　舌した打うちをして返すダリアの剣がルーティアの手首をかすめ、じわりと血がにじんだ。

「くそ……お前のような小こ娘むすめに！　男の陰に隠れることしかできないくせに！」

「私は私を守った男を誇ほこりに思っている！　お前にとやかく言われる筋すじ合あいはない！」

　勢いよく言い返して、ダリアの喉のど元もとめがけて剣を突き出す。

　その速さに一瞬遅れたか、のけぞるようにかわしたダリアの体がぐらりと揺れた。

（いける！）

　けれど、そのまま揺れた方向に飛び込むように体を投げて、ルーティアは勢いで逆に体勢を崩す。

（しまっ……！）

　反はん転てんして振り抜いたダリアの剣が、喉元に迫ったその瞬間。

「ルーティア！」

　声と同時に、銀の軌跡が風を切る。

　背後から投げられた剣を、振り向きざまにダリアが弾き返した。

「そこだ、当てろ！」

　復ふく元げんされたばかりの右手で剣を投げたらしいアスカは、苦く痛つうに顔をゆがめながら、その動きだけでもう使い物にならない右腕をだらりと下げて叫ぶ。

　アスカの声に、ルーティアはどんっ、と一歩踏み込んだ。

　ダリアがアスカの剣を弾いた、まさにそこ。アスカの剣がつけた、小さな傷。ルーティアにははっきり見えている。

　その同じ場所へ、狙いたがわずルーティアは振り切った。

　ガインっ、と耳みみ障ざわりな音を立てて、ダリアの剣が折れ飛ぶ。

　呆ぼう然ぜんと動きを止めたダリアの頰ほおに薄い傷きずを残し、髪を数本道連れにして。

　ルーティアは切っ先をぴたりとダリアに突きつけたまま、それを見ていた。

　汗が流れる。息が上がる。心臓の音がうるさい。勝ったという満足感は、なかった。

「お前にも、信念や矜きよう持じがあるんだろう。抱えた事情もあるだろう。けれど、他国を好き勝手に荒らしていい理由にはならない」

　ルーティアの言葉に、ダリアもまた肩で息をしながら、黙って睨み返すだけだ。

「私はグラノール王国国軍に所属する軍人として、お前たちの狼ろう藉ぜきを黙って見過ごすわけにはいかない。それは、竜人族だろうがなんだろうが関係のないことだ。お前は正当な理由もなく国こつ境きようを越え、村や町を襲おそい、王宮を荒らした。わかっているだろうが、これは間違いなく外交問題になる」

　そこまで言うと、さすがのダリアもぎりりと奥歯を嚙みしめる。

「あんたの国の国内情じよう勢せいが、これでどう変わるのか。自分の目で見届けるといい。……確かく保ほしろ」

　だが、それでもなお視線を落とさないダリアの矜持に、ルーティアはいっそ感心する。

　ハロルドとクリスが、ダリアを後ろ手にし、厳げん重じゆうに縄なわをかけた。

　ルーティアは、ようやく散々翻ほん弄ろうしてくれたダリアを捕とらえたのだった。

　彼女はすぐに、部下たちに騎手と鳥使いの男の身み柄がら確保を命じた。

　また、ダリアを町の国軍支部の留りゆう置ち場じようへ護ご送そうすると同時に、支部に事後処しよ理りの依頼と、ウィリアムへの報告もするようハロルドに命じる。

　それから、得意げに待っていたクラウドの元に向かった。

「クー、ありがとう。すごく強かった」

『うん、頑がん張ばった！　ルーもかっこよかった！』

「そうか、ありがとう」

　顔を擦りつけてくるクラウドの鼻先を撫なでてやり、ようやくルーティアは振り返った。

「アスカ！」

　身をひるがえし、アスカに駆け寄った。アスカは左手で右腕を押さえている。

「抜け出してきたのか！　安静にしてなきゃダメなんだろう!?」

　額に流れる汗は、急に動いたからというわけではなさそうだ。顔色もよくない。

「お前、まだ腕が……！」

「ああ、大丈夫。復元したばかりでうまく動かないのに、ちょっと無理した。受けたダメージは多少なりとも残るって言われてたから、そのせいだろ。心配いらない」

　そう言って無理に笑うアスカを、ルーティアは叱りつける。

「そんな腕で剣を投げるなんて、無茶をして！」

「あの時はああするしかないでしょ。ていうか、あの女の剣折った時、俺が乗り移ったみたいだったな。すげぇ決まってた」

　確かに、アスカが王宮を襲撃したダリアの剣を折った時を再さい現げんしたような、会かい心しんの一撃だった。

　恥ずかしさに、ルーティアの目がさっと赤く染まる。

「たまたまだ！　もう……心配させるな……」

　けれど、そう言ったそばから、アスカの体がぐらりとかしいだ。ルーティアはあわてて両手で抱きしめるように支える。

「っ、やっぱり！　無理してるじゃないか！　早く戻るぞ！」

　その肩を抱くように、アスカの無事な左手が回る。

「くそ、また斬られた！」

　うめくようにアスカが言う。ルーティアの手首についた傷きずは、ほんの薄うす皮かわ一枚程度のものだ。

「そんなのどうでもいいから！」

「よくないです。俺は、あんたに誓った。何があっても、どんなことがあっても、すべてのことからあんたを守るって。だから……あんたが無事なら、それは俺のプライドだ」

　至近距離で、濃こい紺こん色いろの瞳に宿る熱をまともに食らう。

　動けない。目を逸そらせない。

「『私は私を守った男を誇りに思っている』」

　不意につぶやかれた言葉に、ルーティアの動きが止まった。

　ふっと笑った顔が、近い。

「やべぇ……すげぇ殺ころし文もん句く。『好きだ』とか『愛してる』より、強きよう烈れつですよね」

「き、ききき聞いてたのか……!?」

「はい。はっきりと」

　すがすがしい笑顔をまともに見られない。身を挺ていして守ってくれたアスカをバカにされたような気がして、とっさに出てしまった言葉だ。

　あの時は堂々と言えたし、言ったことは本当だ。けれど、本人に聞かれていたとなると話は別だ。

「おっと、逃がしませんよ」

「やだ……っ！」

　ルーティアは、さっきアスカの体が揺れた時、抱きしめるように支えてその腕におさまってしまっている。逃げ出そうとするのを捕つかまえるなんて、たやすかった。

「真っ赤になってる。かわいい」

　くす、と小さく笑って、アスカの唇くちびるがルーティアの目元に触ふれた。




「……その目の色、この距離で俺以外の男に見せるなよ」




　いきなり低くなった声が、耳じ朶だを震わせる。

　色気と凄すごみを増した声と、目元に落ちた唇に縫ぬいとめられて、もうアスカの腕の中から動けない。

　心臓の鼓こ動どうがうるさい。強く打ちすぎて、破は裂れつするかと思うくらいだ。

「そ、そんな予定、お前以外にないっ！」

　裏返った声でようやく返されたその答えに満足したのか、アスカはふーっと深くため息をつくと、ルーティアの肩に顔を埋うずめた。

　近くでは、飽あきたのかクラウドが丸くなってすやすやと寝息を立てている。

　夜はすっかり明けていた。ルーティアは跳ねる心臓を持て余して途と方ほうにくれながら、まぶしい朝日を見上げていた。
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　あの後、やはりアスカは無茶がたたってぶっ倒れ、再び神しん殿でんに担かつぎ込まれる羽は目めになった。

　馬の手た綱づなを持てる状態ではないため、移動もできない。シュメールで治ち療りようのため、一週間ほど足止めを食らうことになってしまった。

「せっかくルーティアと愛を確かめたのに！　一緒にいられないなんて！」

「妙みような言い方をするな！」

　嘆なげくアスカの頭を引っぱたいたのは、一度や二度ではない。

　ただ、ルーティアの方も、

「そ、その話は、王都に戻ったら聞くから！」

　と目を真っ赤にしながらつけ加えるのも忘れなかったが。

　そして、ダリアたちとの二度目の戦せん闘とうが始まる前に消えた二頭の翼よく竜りゆうの死し骸がいの行先が判はん明めいした。

　山の周囲を捜さがしてみたが、どうしても見つからず、誰もが首をひねっていると、クリスが言った。

「動かせそうなのって、あの竜だけじゃない？」

　その一言で、ルーティアたちはクラウドの元に向かった。

「クラウド！」

『あっ、ルー！　どうしたの？」

　崩くずれた岩の上方の穴からひょいと顔を出したクラウドは、がれきを軽々と降りてくる。その姿は、大きな体たい軀くに似合わずとても軽く見えるから不思議だ。

「ここに、翼竜の死骸がなかったか？　黒くて長い羽の生えた奴やつだ」

『邪じや魔まだったから捨ててきた！』

　そのこともなげな答えに、ルーティアが首をかしげる。

「捨てた？　どこに？」

『向こうの、火のお風ふ呂ろ！　山の上から、ぽいって』

「火の風呂……に捨てた？　二頭とも？」

『うん、重たかったから一つずつ持っていったよ』

　クラウドが南の方を示して、ルーティアは唸うなる。火の風呂ってなんだ。

　クラウドはまだ幼よう獣じゆうのせいか、どうも語ご彙いが少なくてわかりづらい。

　ルーティアが全員にそれを伝えると、クリスがまたひらめいたように声を上げた。

「あっ、もしかして、火の風呂って、火山のことじゃない？」

「南の方の火山ってーと……アッソーン山か？　さすがにそれはないだろう。ここから西の国こつ境きようまでと同じくらいの距離があるはずだぞ。翼竜ですら半日の距離を、たった四時間で二往おう復ふくしたってのか？」

　地理に明るいバルドーが、有名な火山の名を上げてありえないと苦笑するが、クラウドはふんとそっぽを向く。

『あんなトカゲと一緒にしないでもらいたいよね！』

「ちゃんと聞こえてるみたいだぞ」

　ルーティアが苦笑して伝えると、バルドーとクリスが顔を見合わせる。

「えっ、こっちの言うことがわかるのか!?」

「なんかずるくない？」

　そこで、ルーティアはぴんと来てクラウドに尋たずねた。

「それじゃあ、もしかして私たちが来た時に洞どう窟くつにいなかったのは、翼竜を捨ててきたからか？」

『そうだよ！　帰ってきたら変なのいっぱいいたからびっくりしちゃった！』

　翼竜を一頭ずつ運んで、ここから西の国境までの距離を二往復四時間。

　それなら、重い荷物なしで全速力で飛んだ場合はどうなる？

　おまけに、同じぐらいの質しつ量りようを持つ翼竜を、とんでもない力で蹴けり飛ばしているのだ。

　少なくとも身しん体たい能のう力りよくに関しては、翼竜などはるかに凌りよう駕がしている。

「反則だな、オイ……」

　呆あきれたようにつぶやいたファーレンの言葉は、その場にいた者たちの気持ちを代だい弁べんしていた。







　あれから一カ月ほどが経たち、グラノール王国と隣りん国ごくのフランドール共和国の和平交こう渉しようが急速に進められた。

　結局、翼竜での隣国襲しゆう撃げきを指示したと言うことで、王おう弟てい派はフランドールの現王派に攻こう撃げきの決定打を与え、グラノールの支し援えんも得て、ついに失しつ脚きやくした。

　それで判明したことは、保ほ守しゆ派と呼ばれる王弟派の中心人物は王弟の母である前王妃で、保守派の筆ひつ頭とうだった王妃の父である宰さい相しようの影響を色いろ濃こく受けている人物のようだった。

　元々フランドールは現王が側そく妃ひの息子むすこで長男、王弟が正妃の息子で次男ということで、正妃側は王弟が王位につくのがふさわしいと謀む反ほんを起こしたのがきっかけだった。

　そのため、長年敵対関係にあるグラノールとの和平を拒こばみ、対立路線を強きよう硬こうに支持していたということだ。

「結局それじゃ国民の受けが悪くて、どんどん支し援えん者しやが減っていったってところかな」

「そりゃそうでしょうよ。隣となりの国はのほほんと平和にやってるってのに、自国では戦せん闘とう、貧ひん困こんの繰くり返しですからね」

　廊ろう下かを歩きながら、ルーティアとアスカが今回の出来事の背景について話し合っていた。

　こういう内政的なことを考えるのは苦手だが、知っておかなければならないので、しっかり勉強したつもりだ。

　ルーティアが思案しながら口を開く。

「そんな中でも、現王は道路の整備や水場の確かく保ほ、税金の引き下げなど、国民の最低限の生活を守ろうと次々政せい策さくを打ち出していたわけだな」

「それも、王弟派、というより元王妃派に言わせれば『人気取り』ということになるようですからね。こういう時こそ国民一丸となって泥どろ水みずをすすり、耐たえがたきを耐えてこそ国が一つにまとまるんだとぶち上げたところで、実際に泥水をすする羽目になるのは誰かって話ですよ」

　アスカが憤いきどおったように言う。

「自分たちは贅ぜい沢たくな暮らしを続けて、国民には我が慢まんしろなんて、現王派に寝ね返がえってくれって言ってるのとかわりないですよね」

「まったく、理解できんな」

　ルーティアも、ため息をつきながらそう言った。

　国民をあおって要求するだけ要求して、自分たちは素そ知しらぬ顔で贅沢三ざん昧まい。それでどうしていつまでも味方でいてくれると思うのか。

　それを当然と思っている節があるのが普通に怖い。

　とはいえ、じりじりと苦く境きように立たされていたことは理解できていたようで、その打だ開かい策さくとして挙あげられたのが圧あつ倒とう的てきな力を持つと思われる竜の確保というわけだ。

「誰も止めなかったんですかね」

　アスカがぽつりとつぶやいた。ルーティアがそれに答える。

「さあなあ。ただ、ダリアも相当ごり押ししたらしいが」

「なぜダリアが？」

　フランドールでは、昔から翼竜を操あやつる一族として、竜りゆう人じん族ぞくの存在が認にん知ちされていた。

　だが、その中でも純じゆん血けつ信しん仰こうが根強かったらしく、真しん紅くの瞳ひとみではなかったダリアは、傍ぼう流りゆうとして差をつけられてきたらしい。

　人一倍自分の力を信じていたダリアはそのことに不満を持ち、自分の実力で周囲を蹴け落おとして、ようやく翼竜部隊隊長の地位を摑つかんだそうだ。

　それについては素直に賞しよう賛さんはできるけれども。

「プライドが高いダリアには、ずっと純血でないことにコンプレックスがあったんだろうな。王弟派の中で竜の確保に傾かたむいた時に、どうしても自分で竜を手に入れて、劣れつ等とう感かんを払ふつ拭しよくしたかったのもあるだろう。当然、王弟派の中の地位も上がる。もちろん、あれほどの戦せん闘とう力りよくだし、入手できれば戦せん況きようは一気にひっくり返る。翼竜七頭を引き換かえにしても、手に入れる価値があると踏ふんだんだろうな」

　それこそ、不確定な『言い伝え』に頼って行動を起こしてしまうほど、ダリアは思い詰めていたのだろうか。それとも、そこまで彼女の劣等感が根深かったのか。

　けれど、それについては一つだけ、未確認の情報があった。

　ルーティアは、隣のアスカをちらりと見る。

「兄様から来た手紙に書いてあったんだけど」

「はい？　ライナスから？」

　そこには、ダリアを翼竜部隊の隊長に据すえた人物のことが書かれていた。

「王弟派の軍ぐん総そう司し令れい官かん、だそうだ。つまり……恋人だったんじゃないかって」

「……なるほど」

　つまりは、恋人である上じよう司しのためにも、無茶をして一いつ発ぱつ逆ぎやく転てんを狙ねらったということなのだろうか。

　いずれにしても、同じく隊を預かる立場のルーティアには理解できない。

「だけど、これだけ堂どう々どうと村や神殿を襲おそって、外交問題にならないと思っていたわけでもあるまいに。一体どうするつもりだったんだろうな」

「竜への欲求で何も見えなくなっていたっていうのが正しいんじゃないですか。竜さえ手に入れてしまえばなんとかなると本気で思っていた節もありますけど」

「けれど、結果は失敗。翼竜七頭を失うしない、竜は従わず、王弟派が消える原因となってしまったわけだ」

　今にしてみれば、ダリアが勝手に踊おどって自じ爆ばくした結果であるような気もするけれど。

　聞けば、翼竜部隊は一度解かい体たいされ、現王の手によって再さい編へんされて、今もフランドール国軍に存在しているらしかった。

「ダリアはどうしてる」

　ふとつぶやくと、アスカが少し間をおいて答えた。

「今は牢ろう屋やで腑ふ抜ぬけになってるよ」

「……そうか」

　同情の余地はない。自じ業ごう自じ得とくだ。

　……そうは思うのだけれど、一歩間違えれば、彼女の姿は自分の姿だったかもしれない。




　もしも、最初から自分が竜人族だと知っていたら。

　そして、もしも初めから竜の存在を知っていたなら。

　ダリアは自分を見下す周囲の人々を見返したくて力を欲した。

　強くなりたいという欲求を持っていたのは、ルーティアだって同じだ。

「強くなりたいなら隣国に行って竜を手に入れろ」なんて命令が、もしも下されたとしたら。

　ルーティアだって、拒否できるかどうかはわからない。




　幸いそんなことを命令してくる上司はいないし、いさめてくれる部下たちもいる。

　アスカは、そのままでいいと言ってくれた。

　だから、ルーティアも竜人族ということは抜きにして『ただのルーティアとしての自分』を受け入れることができたのだと思う。

　それを思うと、今回の件はダリアだって被ひ害がい者しやなのではないかと思えてしまって仕方がない。

　本当に、自業自得なのはよくわかっている。けれど、なんとなく後あと味あじはよくなかった。

　そのことには触ふれず、ルーティアは一言だけ、言った。

「これでようやく西も静かになるだろう」

　今回のことを報告した時には、ウィリアムも懸けん案あんが一つなくなったことで、幾いく分ぶん機き嫌げんがいいようだった。

　このまま和平交渉が進み、西の国境に不安がなくなったら、将来的に砦とりでの規き模ぼを縮しゆく小しようすることも考えられる。

　兄のライナスも、王都に戻ってくるだろう。

　今回の報告は、負ふ傷しようしたアスカ抜きで、ハロルドを伴ともなって行われた。

　シュメール襲撃の予想が当たったこと、実際に竜を見つけたこと、竜を連れ去られるのを防ふせいだこと、ダリアを捕ほ獲かくしたことなどはウィリアムから高く評価され、

「よくやった」

　との一言をもらうに至いたった。

　さすがにアスカの怪け我がについては渋しぶい顔をしたものの、洞窟の崩ほう落らくは予よ見けん不ふ可か能のうな事故として認めてもらえて、おとがめはなしだった。

　クラウドについては、あの洞窟の居心地がいいこと、ルーティアの声は離れていても聞こえること、呼べば三十分程で来てくれることなどから、そのままシュメールに留まることになった。




　ところで、今までは翼竜も竜人族も、フランドールの王弟派が丸まる抱がかえしていたため、グラノールでは文ぶん献けんの一つも流れてこなかったが、王弟派の失脚により、現王は翼竜のことも竜人族のことも広く他国に公開することになった。

　そのとたん、西にいるライナスが、さっそくどこから入手したのか、ルーティア宛あてに大量の本を送付してきたのには笑うしかなかったが。

　それでもルーティアが知りたい情報はほとんど得ることができた。

　古代より、竜人族は竜とともに生きる一族だったが、ある時瀕ひん死しの重じゆう傷しようを負おった人間に、竜がその血を与えて命をつないだそうだ。

　竜の血を受け入れたことで、瞳が赤く染まり、竜との意い思し疎そ通つうが可能になり、身体能力が上がった。それが、今に続く竜人族のルーツなのだという。

「わかってみれば、大したことはなかったな」

「ま、何事もそんなもんですよ」

　ルーティアの一言に、アスカが笑う。

　ただ、やはり純血に近い血ち筋すじとそうでない者に、能力の差はあるようだ。

　二度目の戦闘の時、ルーティアは洞窟にクラウドがいないと感じ取っていた。けれど、ダリアは気付かなかった。それも、どうやら血の濃さに関係があるらしかった。

　血の濃さについては諸しよ説せつあるようだが、基本的に純血の血筋の家から出て外で結婚すると血が薄まる、と言われているらしい。




　……それがわかったところで、何が変わるわけでもない。

　そう言ってくれたのはアスカだ。

　だから、オルドバーン家のことがわかっても、動どう揺ようすることはなかった。




　アスカの腕は、ようやくダメージから回かい復ふくし、最近普通に動かせるようになったばかりだった。

「それにしても、ライナスもずいぶんとルーティアのことを気にかけてるみたいですね」

「……何をたくらんでるのかが気になるんだが」

「いや、少しは自分の兄を信用しましょうよ」

　訝いぶかしげなルーティアに、アスカは苦笑する。

　長年兄の腹はら黒ぐろさを散さん々ざん見てきた彼女にとっては、素直に喜ぶ気にはなれないようだ。

　けれど、ライナスからルーティアに近づくなと暗に牽けん制せいされている立場のアスカからすれば、妹に伝わらない兄の愛情がおかしくて仕方がないのだが。

「それにしても、まさかルーティアが俺のために泣いてくれるとは思わなかったなぁ」

「そっ、それはもう忘れろ！」

　不意のアスカの上機嫌な声に、焦ったルーティアががつがつとブーツの音を響かせる。

　最近では特に、自分の気持ちを持て余し始めて、まともにアスカの顔を見られない時もあるというのに。

「そういえば、上着、新しいの取り寄せたんで後で返します」

「え、本気で？　あの貸したやつってどうなってるんだ？」

　時の神殿で時を巻き戻す秘ひ術じゆつを受けている時に、アスカにお守りにしたいと言われて渡したままになっている。

　アスカはにこりと笑った。

「あの時のままですよ。もちろん洗ったりもしてませんし。まだルーティアの匂においが残っ」

「返せえええええええええ!!」

「嫌いやですよ」

　とんでもないことを言い出したアスカに、ルーティアは瞬しゆん時じに目を真っ赤にして絶ぜつ叫きようするが、あっさり拒きよ否ひされてしまう。

「あれは俺の命をつないだものです。俺にとっては宝物ですよ。絶対に返しません」

「～～～っ！」

　それを言われてしまえば弱い。秘術を施ほどこした神官長だって、

「意識が遠のく場面もありましたが、そのたびにこの上着を強く握りしめると目が覚める。それが彼をつなぎとめたのかもしれません」

　と言っていたではないか。

　そのこと自体はうれしい。うれしいのだ、すごく。

　けれど……何しろ、相手はアスカだ。

　自分の隊服がどんな扱あつかいを受けているのか、怖くて聞けない。

「あ、もちろん毎晩抱いて寝てます」

「か、返せぇぇぇぇぇぇぇぇ!!」

「嫌ですってば」

　心底楽しそうに、アスカが申しん告こくする。

　単に嫌がらせか、自分の反応を面白がっているだけなのだ。

「このバカ！　変へん態たい！　信じられない！」

「え、気に入りませんか。じゃあ俺の上着と交こう換かんしましょうか？　その場合、毎日上着抱いて寝てくださいね」

「するかこのバカーっ!!」

　けれど、逃げ出そうとした腕を引き留とめられた。

　思ったより近くに紺こん色いろの瞳があって、ドキドキする。

　最近では条件反はん射しやか、アスカを見ると勝手に心臓の鼓こ動どうが速くなってしまうという現象に悩まされていた。

　アスカが小さく笑った。

　その瞳も表情も、一気に艶つやが増す。

「本当は、生身の中身が一番欲しいんですけど。……それは、もう少しお預けってことにしておきます」

「……知るかバカっ！　好きにしろ！」

　勝手なことばかり言って、付き合っていられない。

　怒ど鳴なって歩き出そうとして、ふと、ルーティアは足を止めた。躊ちゆう躇ちよしながら振り返って、真っ赤な目を泳がせる。

「そ、そのっ！　私を守ってくれるのはうれしいけど！　あ、ああいうのは、もうなしにしてくれ。私の心臓が、つぶれるから……っ」

　次の瞬間、アスカの胸に強く抱きしめられた。

「ああ、約束する」

　耳元にささやかれた言葉に、ルーティアは恥ずかしさに震える両手を、その広い背中に回したのだった。
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　鉱こう山ざん町まち・フォルツァは、王都の東にある大きな町だ。

　国営の金きん鉱こう山ざんを抱かかえ、町はしばらく好こう景けい気きが続いていた。

　活かつ気きにあふれているが、鉱山町らしく粗そ野やな男たちや日ひ雇やとい労働者が多く、治ち安あんはけしてよくはない。

　その町一番の食堂「金きん麦むぎ亭てい」には、今日も元気な声が響いていた。

「いらっしゃいませ！　お好きな席にどうぞ！」

　紺こん色いろのワンピースに白いエプロンをつけた給きゆう仕じ姿で微笑ほほえむのは、短めの明るい茶色の髪が小さい顔を覆おおう、少し背の高い美少女。

「おっ、姉ちゃん、今日も元気だな！」

「ありがとうございます！」

「町は慣れたかい？　ここに来てもう一カ月くらいかね？」

「はい、おかげさまで」

「店主はどうした？」

「今日はちょっと腰の具合が悪いんですって」

「そうかい。鳥のシチューとパン、それにエールを頼む」

「はぁい！　ありがとうございます！」

　うふふと笑いながらテーブルの間をするするとすり抜けていく娘は、その動きにも無む駄だがない。

　カウンターの中では、長めの髪を半分だけ後ろにくくった若い男が、つまらなそうにジョッキにエールを注ついでいた。

　テーブルが十卓、カウンターが十席ほどの店内は、午後三時を回ったばかりという中ちゆう途と半はん端ぱな時間もあり、閑かん散さんとしている。

　四人の男たちが座ったテーブルが一つ、二人組の席が一つ、一人客のテーブルが三つ。

　四人組は旅の途中か、軽けい装そうで動きやすい姿をしている。

　二人組は地元の人間か、普ふ段だん着ぎでチーズをつまみにワインを飲みながら談だん笑しようしている。

　個人客の一人は新聞を読み、一人は勢いきおいよくジョッキを傾かたむけていた。

　店の奥の一人客は、鉱山の労働者だろう。汚よごれた身なりの小山のような大男が、背中を丸めるように座って黙もく々もくと食事をしていた。

　からん、とドアの鈴が音を立てて、また二人連れが入ってきた。

「いらっしゃい！　空あいてるお席にどうぞー」

　娘の朗ほがらかな声に、二人が手近なテーブルに向かい、男が椅い子すを引いた。

　ふわりと腰を下ろしたのは……目の覚めるような美しい金髪の美少女。

　幼い顔だちだが、ガーネットのような瞳ひとみがぱっと目を引く。

　薄うす紅べに色いろのドレスに白いベルトを締めた腰は細く、薄い靴くつ下したに包つつまれた華きや奢しやな足は、よく磨みがかれたハイヒールにおさまっていた。

　連れは、体にぴたりと合ったズボンにベスト、ブーツを合わせた、執しつ事じか使用人らしい灰色の髪の長身の男だ。

　おそらく買い付けに来た宝ほう石せき商しようか貴き金きん属ぞく商の令れい嬢じようだろう。

　このような食堂に身なりのいい客は不ふ似に合あいとも思えるが、この街にやってくる宝石商や貴金属商が、家族を同行することはままある。

　そのため、ここに食事をしに訪れることも多く、そう珍しくもない光景だった。

　すかさず給仕の娘がテーブルに向かった。

「いらっしゃいませ！　ご注文は？」

「このお店は、何がおすすめ？」

　鈴が鳴るような声に、客の何人かがほうっとため息をついて見とれる。

「そうですね、牛ほほ肉のワイン煮込みがとってもおいしいです！　いかがですか？」

「では、それを二つ」

「かしこまりました！」

　娘が愛あい想そよく返事をしてテーブルを離れて行った。

　町一番の食堂というだけあって、食事はそこそこまともなものが出てくる店だった。食事時ともなれば、結けつ構こうな人でごった返す。

　給仕の娘がテーブルに水とおしぼりを運び、一人客の元へ湯ゆ気げの立つ皿を届ける。

　静かではないが、リラックスできる雰ふん囲い気きで、誰もがくつろいでいた。

　だが、バン、と乱暴にドアが開き、どやどやと七、八人ほどの男たちが入ってきたことで、店の平へい穏おんは破られた。

　男たちはがつがつと足音を立てながら、店のカウンターを占せん領りようする。

　給仕の娘は、別のテーブルに運んだ皿を丁てい寧ねいに置きながら、こっそりとその席の客に尋ねた。

「あの人たちはどなた？」

「あれは鉱山の技ぎ師し長ちようの取り巻き達さ。あのひげ面づらのがモルドっていって、鉱山の作業管理役だよ。もっぱら作業者いじめに精せいを出してるって話だがね。技師長の腰ぎんちゃくだ」

「技師長……」

「少し前に、商人と護衛二人連れて二階に上がってったのがいただろう？　あれが技師長だよ。ここの鉱山の実じつ質しつ的てきなトップだな。今頃契約でもしてるんだろうさ」

　確かに、一時間ほど前に四人の客を二階に案内した。あれが技師長か、と給仕の娘は思い出す。

　エールをぐいっと煽あおる男に、娘は声を潜ひそめた。

「契約って……金鉱石の横流し……って噂うわさを聞きましたけど」

　酒場は社しや交こう場ば。酒が入れば、口も滑なめらかになるものだ。似たような話は、この街に来てまだ日が浅い娘の耳にもよく入ってくる。

　すると、男は話したくてたまらないそぶりで目を輝かがやかせ、身を乗り出してきた。

「そうそう！　採さい掘くつした金鉱石の量を、帳ちよう簿ぼには少なく申しん告こくしておいて、横おう領りようした鉱石を結構な値で売りさばいてるって話だぜ。なにしろここは国営鉱山だからなあ、採掘した量にかかわらず、支払われる給料は国に決められてる。いくら掘ってもこっちが儲もうかるわけじゃねえ。けど、外に売るとなると話は別だ。多少買いたたかれても、売った金は丸々懐ふところの中。どっちがいいかって言ったら、赤あか子ごでもわかるわなあ」

「まあ……それは随ずい分ぶんと稼かせいでいらっしゃるんじゃないですか？」

「だろうなあ。豪ごう邸てい建てて護衛を何人も雇やとって、女もたくさん囲ってるらしい。無理やり屋敷に連れて行かれた娘もいるって噂だ。だけど、この町じゃあ、技師長に逆らったら生きていけねえよ。なにかあっても泣き寝入りするしかねえのさ」

「そうですか。大変ねえ」

　話が途と切ぎれたちょうどその時、カウンターの男たちが給仕を呼んだ。

「おい、エールをくれ！」

「はあい！」

　ぱたぱたとカウンターに戻った娘が、その中で男が注ぐエールを次々に渡していると、二階から四人の男たちが降りてきた。

　一人は作業着姿で体格のいいハゲた男。もう一人は身なりのいい商人のようだ。後の二人は動きやすい服装に剣を下げている。彼らが護衛だろう。

　商人風の男が頭を下げた。

「ありがとうございます。いいお話がまとまりました」

「いえいえこちらこそ、またよろしくお願いしますよ」

　護衛を両りよう脇わきに従えた作業着の男が手を差し出し、二人は握あく手しゆをして別れた。

　商人風の男が出て行くのに続き、新聞を読んでいた客が立ち上がった。会計を済ませたあと、さりげなくちらりと令嬢が座るテーブルに視線を投げてから、商人を追うように出て行った。

「カスパールさん、お疲れさんです。首しゆ尾びはどうです？」

　モルドが話しかけながらエールを勧すすめると、カスパールと呼ばれた男がカウンターに座った。

「上々だ。来月また大きな商談がまとまるかもしれん」

「それは何よりです。まあ乾杯しましょうや」

　言うなり騒そう々ぞうしい宴うたげが始まった。

　給仕の娘が、牛ほほ肉のワイン煮込みを二つ、令嬢と執事のテーブルに運んだ。

「お待たせいたしました！」

「あれは何？」

　それを見ながら、令嬢が娘に尋ねると、彼女は眉まゆをひそめて答えた。

「技師長とそのご一行様だってさ。あの作業着にハゲたのが技師長のカスパール。それに、あのひげ面の大柄な男はモルドと言って、鉱山の作業管理役。カスパールの腰ぎんちゃくだって」

「……まったく、よく肥こえた豚ぶたどもがごろごろと……目め障ざわりな」

　清せい楚そなドレス姿に似合わない悪あく態たいをついた令嬢……ルーティアは、横目で男たちを睨にらんだ。

「契約が取れたんで浮かれてるんでしょ。ぶうぶううるさいったらないね」

　てきぱきと料理を用意しながらそう答える娘……クリスは、ルーティアに負けず劣おとらずの毒舌で返した。

「お前似合いすぎて怖いわ……」

　と、引き気味で全く関係ない感想を漏もらしたのは執事……アスカだ。

「しかもファーレンのあの手て際ぎわの良さおかしいだろ!?」

　カウンターの中で、黙々と樽たるからジョッキにエールを注ぐのはファーレンだ。こちらを一いつ切さい見ないのは、からかわれそうだとでも思ってわざと無視しているのか。

「こんなの日にち常じよう茶さ飯はん事じだったからね。ファーレンだってうちの店じゃいつも勝手に注いでるじゃん。いまさら何言ってんのさ」

　クリスはアスカに鼻で笑って戻っていった。

　彼の実家は、王都でも評判の酒場だ。彼も昔から手伝いをしていて、今でも休みの日は店に出ているという。

　その人ひと目めを引く美少女顔で、時には看板娘として女じよ装そう姿で接客することもあったらしい。

　給仕姿は、なるほど堂どうに入っていた。

「さて、商談の日はハロルドの報告の通りだな。商談には必ずこの店を使うというのも」

　ルーティアが切り分けた肉を口に運びながら言うと、アスカもうなずいた。

「あ、これうまいですよ。……ハロルドを一カ月潜せん入にゆうさせてた甲か斐いがありましたね」

「奥方には悪いことをしてしまったがな。今回の任にん務むはハロルドが適任だったからほかに選せん択たく肢しがなかった。……うん、たしかにおいしいな」

　この町では、技師長のカスパールが町を牛ぎゆう耳じっていて、堂々と不正を犯おかしているにもかかわらず、誰も告こく発はつできない状況になっていた。

　おまけに町の国軍兵士たちもほとんどが買ばい収しゆうされており、町自体が無む法ほう地ち帯たいと化してしまっている。

　そのため、潜せん入にゆう捜そう査さしか手がなかったというのが正直なところだった。

　そこで、ハロルドを鉱山の労働従じゆ事うじ者しやとして、クリスとファーレンを兄妹きようだいと偽いつわって町に潜入させることを決めた。

　寡か黙もくで強こわ面もて、体が大きく怪かい力りきと、肉体労働をさせるにはこれ以上の人材はいなかった。

　ハロルドは結婚してまだ一年経たっていない。奥方はさぞやさびしい思いをしていることだろう。

　ファーレンは意外とどこの場所にも溶とけこむし、クリスは酒場での情報収集に欠かせない。

　彼が女装しているのは、女性と偽った方が男たちが油ゆ断だんしていろいろ話してくれるから、というのが理由ではあったが……妙みように生き生きしているのは気のせいだと思いたいルーティアだった。

　この食堂の主あるじも取引にかかわっていることがわかっている。店主は既すでに捕とらえられ、物置小屋に放り込まれていた。

　アスカが大きく切り分けた肉を口に放り込む。

「ハロルドが愚ぐ鈍どんだと思い込んで油断して、取引の日を目の前で口滑すべらしてくれたんでしょ。奴やつらがバカでよかったですね」

「さて、あとはどうやって契約書を奪うかだが……ぶんどるか」

「それ、平和を守る側がいうことじゃないです」

　アスカの呆あきれたようなツッコミに、ルーティアは肩をすくめた。

　その時、モルドが空からのトレイを持ってカウンターに戻るクリスの腕を強く引いた。

「あっ、もう！　困ります！　きゃあ！」

「いいじゃねえか。遠えん慮りよすんなよ」

　にやにやと笑って言いながら、モルドの手が逃がさないようにクリスを強引にカスパールの膝ひざに乗せてしまう。

　モルドは体が大きく、力も強そうだ。クリスの腕など、簡単に折られてしまいそうなほど。

「やめてください！」

　戸と惑まどった様子で抵抗すれば、男たちは一いつ層そう喜んではやし立てる。

「まあまあ、カスパールさんとお近づきになれるんだ。これはすごいことなんだぜ」

「そうだそうだ。給仕なんかよりいい暮らしができるぞ」

　すると、カスパールがその手をクリスの腰に回した。

「この街で暮らすなら、俺に逆らわない方が身のためだ。なあに、悪いようにはしない」

「あっ、は、離してください」

　恥じらいながら身じろぎをする少女の姿を楽しむように、カスパールはますます身を寄せる。

「ほら、こんないい契約も取れたことだしな。今日の俺は機き嫌げんがいい。このまま屋敷までくるなら、何でも欲しいものをやろう」

　カスパールは上機嫌で、作業着の内ポケットに入れた封筒をちらりと見せた。

　すると、クリスはさっと手を伸ばし、男の内ポケットから封筒を奪った。

「まあ、すごい！　これが契約書？」

「おい、お前！」

　突然のことにモルドがいきり立つと、カスパールが笑ってなだめた。

「まあまあ。これは金を産む紙だ。少しぐらなら見てもいいぞ」

「ほんとですか!?　わあ、すごーい！　一キロ八百ゴールド!?　へええ！」

　その声を待ってましたとばかりに、クリスが封筒から契約書を出して広げ、隅すみ々ずみまでしっかり目を通して確認する。

　すると、ルーティアがふわりと立ち上がり、流れるような足取りでカスパールの前に立った。

　多少不ふ審しんそうな顔で、カスパールが尋ねる。

「お嬢さん、何用かな？」

「私もその紙が見たい」

「ん？　何を言っているんだ？」

　カスパールがいぶかしげに言ったその目の前で、クリスが手にしていた契約書を、ひょいとルーティアに渡してしまった。それはそのまま後ろについてきたアスカにわたり、彼は内ポケットにそれを仕し舞まい込む。

　流れるような見事な連れん係けいプレーだった。

　あまりの手て際ぎわの良さに、その場の誰もが啞あ然ぜんとして声も出せないほど。

「クリス、ご苦労。もういいぞ」

「りょーかい！　その中身は間違いなく金鉱石の取引契約書だったよ。ったく、べったべたさわるんじゃねーっての！」

　カスパールの膝からさっさと降りて威い勢せいよく言ったクリスの声が、がらりと変わる。

　ハスキーな少女の物から、高めだが地声の男の声に。

「な、な、な、お、男か!?」

　啞あ然ぜんとして、モルドもそう言うのが精いっぱいだ。

「そうだよ。残念でした！」

　べーっと舌を出して見せる仕草はかわいらしいが……男たちも我に返った。

「この……クソアマ、じゃねえ、クソガキ！」

「契約書を返せ！」

　モルドとカスパールが叫び、男たちがルーティアとクリスに襲いかかった。

　その瞬間、テーブルの四人組の男たちと、奥の大男が動いた。彼らが応おう戦せんし、狭い店内はたちまち大混乱になる。

　椅子やテーブルが飛び、皿が割れる。怒ど号ごうと打だ撃げき音おんが響き、男が吹っ飛ぶ。

「アスカ、客を外に！」

「了りよう解かい！」

　残っていた無関係の客をアスカに任せて、ルーティアは声を張り上げた。

「我々はグラノール王国国軍所属の遊ゆう撃げき隊たいだ！　横領の現げん行こう犯はんで捕ほ縛ばくする！」

　店内にいる遊撃隊は九人。四人組の客はバルドー、グウィン、シュウ、ヒューイック。

　そして、奥にいたのはハロルドだ。

　そのほかの隊員はそれぞれ店の外で待たい機きしている。出て行った商人は、同じく店内に待機していたカルヴィンに追わせたから、間もなく捕らえられるだろう。

「おい、俺は接せつ近きん戦せん無理だっつってんだろ！　こっちによこすんじゃねえ！」

　とカウンターから怒ど鳴なりながら、ファーレンがジョッキを投げつけている。それはさすがのコントロールで、正確にカスパールの護衛に命めい中ちゆうした。

　モルドがハロルドに殴なぐりかかったが、あっさりと組み伏せられてしまった。

　体が大きく力自じ慢まんなのかもしれないが、職業軍人のハロルドにかなうわけがない。

「この……国家の犬が！」

　カスパールが真っ赤な顔で怒鳴るが、ルーティアは鼻で笑った。

「その国からつまみ食いしておいしい思いをしているくせによく言う。……抵抗しても無駄だ、やめておけ」

「黙れ！　契約書を返せえっ！」

　カスパールがわめきながら摑つかみかかった途と端たん、ドレスの裾を優ゆう雅がに摘つまんだルーティアのすらりとした足が、唸うなりを上げて男を蹴けり飛ばした。

「ったく、やめろと言ってるのに」

　カスパールの横よこっ面つらに、ハイヒールのつま先がしたたかに入ったのだ。ふっとんだカスパールは、口から血を流して気き絶ぜつしていた。

　やれやれと呆れながら言うルーティアに、別の男が躍おどりかかる。

「こんの女あまぁ！」

　殴りかかった男が、逆に横合いから殴り飛ばされた。

「アスカ」

　ところが、ルーティアが名を呼ぶなり、アスカは鬼おにのような形ぎよう相そうでルーティアのドレスの裾すそをなおし、目にもとまらぬすばやさでその腕に抱きあげていた。

「うわっ、ちょっ、おい、何してる！」

「それはこっちの台詞せりふだ！　あんたなにやってんだ！」

「なにって、カスパールを始し末まつしただけ……」

　思いもよらぬ勢いきおいで怒おこられて、さすがのルーティアも声が小さくなる。けれど、なぜ怒られたのかがわからない。

「クリス、バルドー、始末しとけ！　ハロルド、悪いがあと頼む！」

「はーい、了解」

　明るく手を上げたクリスと黙ってうなずいたハロルドを確認すると、アスカは身をひるがえし、ルーティアを抱いたままさっさと出て行ってしまった。










「アスカ！　下ろせ！　下ろせってば！」

　ルーティアたちの止まる宿は、食堂からほど近いところにある。

　とはいえ、抱き上げられて『下ろせ離せ』とわめきながら運ばれるのを通行人に見られるのは、十分な羞しゆう恥ちプレイだった。

　おまけに、連れ帰られたのはアスカの部屋で。さすがのルーティアも焦あせる。

　バンッ！　と幾いく分ぶん乱暴にドアを閉めてようやく床に下ろされて、ルーティアはつい咎とがめる声を上げる。

「お前、いったいどうし……」

「あんたは！　俺以外の男に足を見せるのか！」

　ところが、それを遮さえぎって叱しかりつけられ、彼女は思わず首をすくめた。

「な……、あ、足？」

「そうだよ！　なんで惜おしげもなく見せてんだ！　しかも、あんな大おお勢ぜいの前で！」

「だって、あれは仕方なく！」

　カスパールは結構体格がよかった。ルーティアは素す手でだったし、拳こぶしと足でどちらがよりダメージを与えられるかを考えた結果だった。

　それなのに、アスカはルーティアを壁かべ際ぎわに追い詰め、両手を彼女の両りよう脇わきについて逃がさないように囲い込む。

　けれど、ルーティアも負けじと睨にらみ返した。

「あの場にいる以上、戦わないわけにいかないだろう!?　それの何が悪い！」

「あのねえ、俺は足と言いましたけど、普通に考えてスカートで足上げたら下着見えるだろ!?　普ふ段だんスカート履はいてないって丸わかりだよな！」

「そ、それは……」

　確かにそうだ。すっかり忘れていた。というか、さっきも角度によっては下着が見えた者もいるんじゃないのか？

　けれど、ルーティアはなんだか意地になって、拗すねたように口をとがらせる。

　どうせ女の子らしくないのは自覚している。

「それなら、普段からスカートを履いてる子を相手にしたらいいじゃないか……」

「そういう話じゃないでしょう！　俺はあんたがこういう格好をしてるのがいいって言ってんですよ！」

　濃こい紺色の瞳ひとみが剣けん吞のんな光を宿して見下ろしてきて、その何もかもを暴あばかれそうな視線の鋭するどさに、震ふるえた。

「って、何してるんだ!?」

　不意に跪ひざまずいたアスカに、スカートの裾をたくし上げられる。

「ちょっと、やめろ！」

「あんたがすげぇかわいいから浮うかれてたってのに。奴らに見せるくらいなら、俺に見せてくれてもいいでしょう」

「お前も見たじゃないか！」

「間違えた、俺だけに、だ」

　必死の抵抗もむなしく、ドレスの裾を膝上まで上げられてしまう。

　蹴飛ばせば逃げられないこともない……が、さっきのアスカの指摘を聞くと、この位置じゃどうしても見えてしまいそうで動けない。

　羞恥でルーティアの目が真っ赤に染まる。

「やだっ、なにやって……！　アスカっ……！」

　アスカはそのまま身をかがめ。薄い靴下に包つつまれた膝に唇くちびるを寄せる。

　膝頭にそっとキスをされて、ルーティアは震えながらなすすべもなくその狼ろう藉ぜきを見下ろすしかなかった。

　そして、アスカはその位置から顔を上げ、瞳を真っ赤にしたルーティアを見上げて、満足そうにふっと笑った。

「もう誰にも見せないでくださいね。あんたの肌を見ていいのは俺だけだ」

「っの……！」

　が、さすがに勝手な言い分にかっと頭が沸ふつ騰とうした。

「なに勝手に決めてんだ！　誰にも見せる予定なんかないわバカーっ！」

　直後にルーティアの強きよう烈れつな平ひら手てが炸さく裂れつしたのは、言うまでもない。


〈ＥＮＤ〉　
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　村むら沢さわ侑ゆうですコンニチワ。

　最近寒かん暖だんの差に体がついていけなくなってきました。これも年のせい……ゲフンゲフン。

　さてさて、グラノール王国遊ゆう撃げき隊たい、無事に二巻発売となりましたー！

　これもひとえに読んでくださる皆様のおかげです。本当にありがとうございます。

　今回も楽しく好き勝手に書かせていただきました。戦せん闘とうシーンに力が入るのはご愛あい嬌きようということでご容よう赦しやいただければ……。

　一巻の時より、ルーティアが成長できたかな？　と思ってます。

　そして相も変わらず過か保ほ護ごなアスカですが、ちょっと今回いろいろかわいそうなことに（笑）。

　私のお気に入りのファーレン君には大だい弓きゆうで活躍してもらいました。ヤツをかっこよく描くのは楽しかったです。うふふ。




　出版に際しご尽じん力りよくいただきました皆様、本当にありがとうございました。

　そして担当者様、いろいろ突とつ発ぱつ事項があり大変なうえ、なかなか筆ふでの進まない私の尻しりを叩たたく作業は本当に大変だったと思います、すみません。

　何とかスケジュール通り進められたのはすべて担当者様のおかげです。感謝いたします。

　そしてそして、今回も美び麗れいなイラストを描いていただきました宵よいマチ様には頭が上がりません。足を向けて寝られません。

　イラストの一押しはお色気担当のダリア姐ねえさんです！　皆様ぜひ見てくださいね！

　いつもいつもイメージ通りの素敵なイラスト、本当にありがとうございます！　ファンです！




　さて、今回でルーとアスカと遊撃隊の面々とはお別れになります。

　またどこかで彼らにお目にかかれたらいいなと思いつつ。ついでに私もまた違う作品で皆様にお目にかかれたらと思いつつ。

　最後までお付き合いいただき、本当にありがとうございました。








著者

村沢 侑

Yu Murasawa




去年からスープジャーにはまりました。

夏は冷たいつゆを入れて冷やし麵、冬は温かいスープと、季節を通じて使えます。

一人分の牛すじや豚の角煮の仕込みにも使えるスグレモノ！

……だからって５個も買いこむのは我ながらどうかと思いますが。

決してメーカーの回し者ではありません（笑）。










イラスト

宵マチ

Yoimachi




１巻はあまりラブしてない表紙になってしまったので、せめて今回はラブっぽくと思いつつ…少しでもラブが伝われば幸いです。

（ラブラブうるさくてすいません…）[image: ]




描かせて頂きありがとうございました！
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